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　序章




　月光が射さし染めていた。

　メフィウス帝都ソロン中心部にそびえたつ黒の塔。

　その地下に、人ひと影かげはない。ごく数日前までなら、夜なかでも作業している人間が数多くいたが、竜りゆう神じん廟びようの移動が終わったいま、もう誰だれの姿も見られなかった。

　翌々日には、その廟の移動先である新たな神殿の建こん立りゆう式典が控えている。となれば、かつては祭さい儀ぎのたびにメフィウスの皇族が敬意と畏い怖ふをもって足を運んだこの地下聖堂も、いまや瓦が礫れきのみが散らばる、石造りの空虚な空間に過ぎなかった。

　光が射し込んでいるのは、天てん井じようの一部が作業のために取り払われていたからだ。人ひとりの姿も、物音ひとつすらも絶えたこの空間にあって、地下を柔らかく濡ぬらす青白い光だけが、かつての聖域を慰い撫ぶするかのようであった。

　と。

　その、死んだように静まりかえった地下空間に、何者かの足音がひびいた。

　厚手のマントを羽は織おり、フードで顔を隠した人物が、一歩、二歩、と月光の下に姿をあらわしていく。姿がほっそりしていることからして、女性だろう。瓦礫の山をよけて歩いていくその女性は、かつて竜神メフィウスの壁へき画がが飾られていた場所で足を止めると、壁かべに手をそっとあてがった。

　熱ねつ心しんな信者が聖堂の名残なごりを惜しみに来たか、あるいは、高貴な女性が公おおやけにはできぬ仲にある男性と逢あい引びきするために訪れたかと見えた。

　また新たな足音がした。

　女性が振り返ると、月光の下に、とある男性の姿が浮きあがっていた。

　浅黒い肌をした老人だ。それも、くすんだ色の布を肩から腰にかけて巻きつけただけの格好をしている。

　飛び出し気味に見えるほど大きな目をぎょろぎょろと動かしながら、女のもとへ近づいてきた。その口は搔かき開き、唇の端には泡状に唾だ液えきが浮かんでいる。

　妙みよう齢れいの女性ならば身の危険を感じてしかるべきだったが、女性はその場に膝ひざを折ると、王族に対するかのような恭うやうやしい礼を送ったのである。

「ご足労、痛み入ります」

　もし第三者がここにいて、覗のぞき見みしていたとしたなら、その人物こそ目が飛び出さんばかりに驚おどろいていたにちがいない。

　女性の声はソロン宮殿で馴な染じみのものであり、この時刻、この場所に訪れている不自然さもさることながら、老人への態度もまた異質なものであった。

　月光にさらされた老人の名は、ウー・オン。長老衆のひとりである。

　長老衆は、もともとメフィウス西方の山地に住まうゼルド人であり、いにしえの時代より竜神を崇あがめ奉たてまつって、信仰を代々受け継いできた。メフィウスは建国当初、竜神教を国教にしていたため、彼ら長老衆の先祖たちも神官としての役やく職しよくを与えられていたのだが、何代目かの皇帝が、突然神話を改変した。曰いわく、

「建国王は竜神メフィウスに力を授けられたのではなく、メフィウスそのものの血を引いていたのだ」

　ということであり、すなわちメフィウスの皇帝は皆竜神の末まつ裔えい。帝を奉じ、帝に従うことこそが竜神を尊ぶ行為であって、かび臭い信仰やしきたりにはもはや意味などない、と宣言したのである。

　それは、長老衆が政治の実権を握りはじめた時じ期きと一致する。体ていのいい追い出しであったが、その後、メフィウスには飢き饉きんが起こり、当の皇帝も病死。あとを継いだ次代の皇帝たちは、竜神教と距きよ離りをおきつつも、呪のろいやら祟たたりやらを恐れて、大事な儀ぎ礼れいごとには長老衆たちを欠かさずソロンに招き寄せ、儀式を任せるようになった。

　が、この数ヶ月でまた事情が変わりつつある。長老衆のうち数名が、ソロンに定住しているのだ。

　いうまでもなく皇帝グール・メフィウスの意向によるものだ。唐突に竜神神殿の建設を決めたグールは、その様式や細かい間取りや細工に至るまで、ひとつひとつに長老衆の意見を求めるため、彼らをソロンに招いていたのである。

（おそらくは、このままなし崩し的に、長老衆を神殿の重要な役やく職しよくに就つけるおつもりなのだろう──）

　メフィウスの家臣たちの大半がそう見ている。グールはなぜかここ数年、竜神教とふたたび関係を深めつつあったからだ。

　ウー・オンはその長老衆がひとり。神殿の建設にもいくたびか立ち会っている。

「わが『卦け』を見たいとおっしゃられるか」

　挨あい拶さつもなしに老人は切り出した。女は頭こうべを垂れたまま「は」と小さくうなずく。

「ウー・オン師の見立てられる『卦』は、方々のなかでも随一と聞きおよんでおります」

「では、立たれよ」

　女はいわれるがままに立ちあがり、そしてマントの裾すそを手にした。

　白い肌が絖ぬめのような光を放った。

　マントが衣服もろとも持ちあがって、女の下腹部が露あらわになったのである。老人はやおらしゃがみ込むなり、女の足にすがりつくような格好になった。

　瞬しゆん間かん、女の頤おとがいがひくりと跳ねた。老人が舌を出して、素肌を舐なめまわしはじめたのだ。

　月光が青白く濡ぬらす地下室に、しばし淫いん靡びな空気が流れた。

　老人の顔は次第次第に高度を得て、女の腹部にまで辿たどり着いたところでいったん動きを止めた。華きや奢しやな肢体に似あわず、下腹部は奇妙に張っている。老人はそこへ顔を寄せると、心底愛いとおしくてならぬかのように頰ほお擦ずりする。

「ほう、ほうほう」年ねん齢れいに相あい反はんするほどの欲望をその両目にたぎらせながら、老人は歌うようにいった。「息づいておる。わしの存在さえも子宮の内側から嗅かぎ取り、わしの呼びかけに応こたえておる。サマラ老師の見立てたとおり、まちがいなく男子。このメフィウスを負って立つ男おの子に相違あるまい」

「まことに……まことでございますか」

　女の声がかすれている。フードからはみ出た黄こ金がね色いろの巻き毛が、嫌悪のためか、あるいは歓喜のゆえか、おびただしく震ふるえていた。

「これもすべて、そなたがわれらの申しつけるとおりに時勢を動かしてきたからにほかならぬ。此こ度たびの件も、大丈夫であろうな」

「は。とどこおりなく」

「ならば和わ子こさまの未来にも問題ない。……だが」

「だが？」

　ウー・オンが微妙に顔の角度を変えると、またも「ひっ」と女は首を反そらす。

「まちがいなく王者の器うつわでありながら、そこには不ふ穏おんな影かげがまとわりついておる。まあそれは懸け念ねんするにはおよぶまいが。誰だれもが順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに王へのきざはしを進めるものではない……が」

　と、もう一度老人は言葉を切った。顔を放し、女を見あげる。その目にすでに欲望の色はない。むしろ寒気を起こさせるほど無感情で、ぎょろりと蠢うごめく爬は虫ちゆう類るいのそれを思わせた。

「このうちひとつが、玉座にひときわ濃こい影かげを投げかけておる」

「な、何者。何者でございます？」

　急せいたように女が聞くのを、

「若き女によ性しよう」老人は短く断じた。「それも、ごく近いところにおる。どれほどの脅威になるか、そのときにならなければ詳しいことはわからぬが。邪じや魔まになるようなら、いまのうちに刈り取ってしまうのも方法のひとつだて」

　老人は一回舌した舐なめずりすると、それから不意に力を失ったかのように後ろ倒しになった。背筋を震ふるわせながら激はげしく咳せき込みはじめる。

『卦け』とやらを見立てた代だい償しようのようなものだろうか、老人が身をわななかせるのを、女は一いつ顧こだにせず、ふたたび天てん井じようから光ひかり射さす月を見あげていた。

　やさしげな光を宿すにふさわしい双そう眸ぼうに、まぎれもなく激しい憎悪が揺らめきたっていた。










　一章　メフィウスの憂愁
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　前皇こう后ごうラーナが、病のために息を引き取ったのが、約五年前のこと。

　皇族の葬そう儀ぎは通常、竜神教の長老衆が執とりおこなうこととなっている。が、皇帝グール・メフィウスはそのとき長老たちをソロンへ招こうとしなかった。ガーベラとの戦いくさのさなかということもあって、国葬にもせず、当時ソロンの全住民が一週間を喪もに服したのみで、グール自身、すぐさま軍の指揮へと戻っている。

　それは別段驚おどろくようなことではなかった。皇后ラーナがそもそもそういったメフィウスの因習に馴な染じめぬ人物だった上に、グールも歴史やしきたりを並以上には重んじる性質ではなかったからだ。

　だが。

　およそ三年前からだろうか。次第に様よう子すが変わってくる。

　ガーベラとの戦争にいまだ終結が見られず、国境付近を巡って取った取られたをくり返すばかりで、泥沼化していた時期。グールは国民の戦意高揚のため、

「ガーベラ王の首が我が目前に差し出されるまで、決して抜いた剣は収めぬ」

　という竜りゆう神しん廟びようへの宣せん託たくをおこなった。

　その儀ぎ礼れいごとの際、グールはなぜかことさらに古いしきたりにこだわった。宣託の一ヶ月も前から長老衆を招いて手順の確かく認にんをしたり、歴史書や古書を引っぱり出しては読みふけったり、ともかくこの儀式にひとつでもまちがいがあってはならぬと血ち眼まなこになっているかのようだった。

　ともあれ、疎遠であったはずの皇帝と長老衆との関係が深まったのはこの時期だといわれている。

　そしていま。

　皇帝と竜神教との関係を象徴するかのような建物が、この帝都ソロンに建こん立りゆうされた。

　西方タウラン──いまだ竜神教が根深く人々の生活に浸透している──にあるどの神殿にも引けをとらぬほど、立派な大だい伽が藍らんである。

　この日、朝早くから建立を記念した式典がおこなわれることとなった。

　参列者は貴族や軍人のみ。昨夜未明から、槍やりやら銃を引っさげた兵士たちが神殿の周囲数キロをずらりと取りかこんでおり、一般の人間は神殿に入ることはおろか、見物さえできない状態にある。

　凝こった彫刻を中央に施した柱が、入口から内部にかけて縦にずらりと並ぶその前面、神殿にいたる長い階段の左右に、メフィウスの廷臣たちが居並んでいる。全員、くるぶしまで届く頭ず巾きんつきのマントを羽は織おらされていた。七日ほど前にそれぞれの自宅へ届けられたものだ。長老衆が普ふ段だん身につけている長衣に形を似せてあるそれは、どうやら神殿を訪れる際の正装になるらしい。

　互いの姿をひと目見たとき、彼らは一いつ瞬しゆんなんともいえぬ滑こつ稽けいさを覚えたが、皆くすりともせず、それから一時間以上も背筋をのばして立ち尽くしたきりだった。

　グール・メフィウスは階段の向こう側、黒の塔の地下から神殿の内部へ移動されたばかりの竜神廟へ赴おもむいており、そこで現在長老衆たちと儀式のまっただなかである。

　その帰りを待つメフィウスの貴族や軍人たちは、いずれも表情がかたい。数年前から一転、儀式や儀礼といったものに執着しはじめた皇帝のこと、この祭典で少しでも皇帝の機き嫌げんを損なうようなことがあれば、どのような罰が下されるやらわかったものではなかった。

　神殿に近い位置には、皇こう后ごうメリッサと、その娘たち──イネーリとフローラの姉妹──の姿もある。つまりは皇帝により近い者たちだ。彼女たちの目や耳に余計なものを入れさせたくない。

　とはいえ、長いこと緊きん張ちようを強しいられれば、それを紛らわそうと、ぼそぼそ会話をはじめる者もいくらかあらわれはじめた。

「式典のあとで、ギルさまのご葬そう儀ぎがおこなわれるのではないかという噂うわさもあったが、このぶんではまた先延ばしになったようだな」

「神殿でおこなう最初の儀ぎ礼れいとしては、確たしかに皇族男子の葬儀がふさわしかったはずだが」

「ふさわしいなどと、滅めつ多たなことを申されるでない。そなたに敵意を持つ者が耳にしておれば、いかようにも曲解して触れまわられかねんぞ」

「いっ、いや。公、わたしはなにもそういう意味でいったのでは……」

　老年の域にある貴族が青白い顔をして首を振った。失言ともいえぬような言葉の尻しりを取られたくらいで、長いことメフィウスに仕えてきた貴族が狼ろう狽ばいしきりにするのを、誰だれも笑えない。そういう状況に、いまのソロンはある。

「なぜこうも時期を先送りにされるのであろう」

「そもそも、葬儀に先だって、オーバリーの処刑もおこなわれるはずだ。それさえまだ日取りが決まっておらぬ」

　皇太子であるギルを暗殺したオーバリーは、現在もソロンの地ち下か牢ろうに収容されている。彼の家族のみならず血けつ縁えん者しやもその大半が捕らえられていた。

　彼らの処刑も、皇子ギルの葬儀もいまだ執とりおこなわれる気け配はいも見せぬなか、神殿建こん立りゆうの記念式典が先になった。

　常ならば、意見を申し述べる家臣のひとりやふたりいても不ふ思し議ぎではなかったが、皇帝に進言する者はない。居並んだ重じゆう鎮ちんたちのうち、筆頭であるはずのシモン・ロドルームはいまだ自宅謹きん慎しん中ちゆうであり、また、この場にいる貴族らのなかでどれだけ事情のわかっていた者がいたかは疑問だが、皇帝に不満を抱いている者たちのほとんどはいま南方のキルロに集まっていたからだ。

「陛下とて、ここ最近の皇子のご活かつ躍やくにはお喜びになられていた。その矢先の暗殺だ。まだ、お認めになりたくないというのが本音かもしれん」

「ああ。竜神教の信仰が、陛下のご心痛をすこしでも和やわらげるというのなら、われわれもそれを見守ってしかるべきだ」

　などと、一応はそれらしい態度をもって、皇帝のやりようを容認している──というよりも、皇帝に意見できぬ自分たちのふがいなさを自己弁べん護ごしている。

　そこへ、皇帝グール・メフィウス当人が姿を見せた。途と端たんに貴族も軍人も口を閉じ、さっと緊きん張ちようの色を面おもてに走らせながらかしこまる。

「皆の者、ご苦労」

　そう声をかけたグールは、手に長い杖つえを持っていた。先ごろから手にしはじめたもので、先端には水晶球が飾られてある。全知全能たる竜神の目を象徴するものだという。傍はた目めではわからないくらいに細かい細工が施されていて、たとえば下から光を与えると、細かい溝やわずかな湾曲部分で屈折させられ、それそのものが炎に包まれているかのように見えるという。

　杖を手にしたグールは、口々に祝いの言葉を述べる者たちをひとしきり相手にしたあと、すぐさま神殿を立ち去る足取りとなった。こののち、ソロンの主宮殿では祝いの宴うたげが催される予定である。

　グールの左右を、儀ぎ仗じよう兵へいに扮ふんした近衛このえ兵へいがかため、その背後を、褐かつ色しよくの肌をした老人たち──長老衆がつづく。家臣たちは複雑な思いで頭を下げつつ、この列が眼前を去るのを見送ろうとした。

　そのとき、

「陛下！」

　皇帝の直前に、滑りこむようにひざまずいた者があった。神殿からもっとも遠い位置に立っていた若い貴族である。

「レイモン、不ふ遜そんであるぞ！」

　誰だれかがそう声をあげるまでもなく、儀仗兵が覆おおいつきの槍やりを持って、レイモンと呼ばれたこの貴族を退しりぞけようとしていた。兵の足もとにすがりつくような格好になったが、レイモンは構わず、やや歩く速度をゆるめた皇帝へ訴えを述べはじめていた。

　レイモンは、普ふ段だん、ビラクとソロンの中間にあるネダインの砦とりでに詰めていた。ネダイン領主に仕えて、周辺の村々を管理していたという。

　そこでひとつの事件が起こった。

　とある商人の家で仕えていた奴ど隷れいのひとりが、主人を殺して逃亡した。まだ少年の年とし頃ごろで、時期的にはキルロで奴隷の乱が起こった直後のことである。彼はそのままキルロでの戦乱に加わろうとしていたようだが、商人は貴族とのつながりがあったため、追っ手が厳きびしかった。

　足を負傷した彼は、近きん隣りんの村へと逃げ込んだ。まだ年若い奴隷を哀れんだ村人たちは、ネダインに密告せず、食事を与え、かくまった。

　だが三日と経たたぬうちに、その消息がネダイン領主に知れるところとなり、軍の一個中隊が村へと差し向けられた。村人たちに弁明の機き会かいなど与えられなかった、とレイモンは叫んだ。兵たちは村に火をかけ、逃げ惑うすべての村人たちを手にかけたのだという。

「レイモン、黙だまれ。黙らぬか！」

　声を荒らげたのは、先ほど「不遜である」とたしなめたのと同一人物──当のネダイン領主ジェイラス・アビゴールその人だった。

　騒さわぎを前にした諸侯たちがそっと目配せしあう。ジェイラスの気持ちもわかる気がした。自らがおさめている土地で問題が起これば、当然それは領主の責任問題になる。いまこの時期に皇帝から「能無し」「役立たず」の烙らく印いんを押されることがどれほど恐ろしい結末を導みちびき出すことか。

　ジェイラスはキルロの二にの舞まいを恐れたのだろう。だからただひとりの奴隷を狩り出すのに過剰な手段を用いた。しかし普段から村々を足しげくまわり、民たみたちとも親しかったレイモンにはこれが許しがたかった。

「これは、メフィウスの法に反する事態ではありますまいか。陛下、どうかお聞き入れください──陛下！」

　地に頭を擦こすりつけんばかりのレイモンへ、顔を真まっ赤かにしたジェイラスが歩み寄ると、その顎あごを一気に蹴けりあげた。

「貴様風情が、メフィウスの法を、皇帝陛下の御前で口にするか。この痴しれ者ものめが」

　レイモンの頭といわず背中といわず、ジェイラスはその足で踏みつける。

　そうして人前で足蹴にし、罵ば倒とうする背景には、レイモンの家柄の問題もあった。

　彼はもともとガーベラがおさめていた土地の豪族出身だ。メフィウスは十年戦争が起こる前からガーベラとは小こ競ぜりあいがあり、およそ五十年昔、一時的にその土地はメフィウスの支配下に落ちた。

　ほかならぬ現皇帝グール・メフィウス初うい陣じんの折である。

　土地そのものは十年と経たたぬうちに当時のガーベラ国王ジオルグ・アウエルの手によって奪い返されてしまったが、レイモンの家はその後もメフィウスにとどまって、一応は貴族の地位を得ている。

　しかしなにぶんメフィウスは歴史の長い国で、新参者にはそれなりの処遇しか与えられない。加えて、レイモンの家柄は代々バーダイン教徒であった。

「このような晴れの日を汚そうとは、竜神教を貶おとしめたい貴様の魂胆が見え透いておるわ」

　立場の差を利用してジェイラスは決めつける。レイモンは抵抗もできず、ただただ「陛下」とくり返し訴えるのみだった。

　グール・メフィウスはというと、兵士とジェイラスとに挟まれる形で這はいつくばっている若い貴族を一いち瞥べつしただけで、すぐに視し線せんをあげ、ジェイラスをじろりとねめつけた。

　ジェイラスの瘦やせた身体からだが一いつ瞬しゆん震ふるえた。彼はさっと直立すると、

「あとのことはお任せを。陛下の手をわずらわせるにはいたりませぬ」

　と、やはり震える声でいった。

　それでしまいになった。少なくとも、皇帝グールのなかでは。立派な白しら髭ひげを蓄えた皇帝は頷うなずきもせず、はなから関心などなかったかのような挙きよ措そでふたたび歩きはじめた。

「お待ちを──陛下、どうか、お待ちを！」

　あとにはレイモンの悲痛な声がひびくばかり。

　杖つえを手にして歩く皇帝のあとを、当たり前のように長老衆たちがつづく。皆、顔を伏せていき過ぎるのを待った。すなわちほとんどの視線が下を向いていたため、このとき、竜神教の老人たちと、皇こう后ごうメリッサとが目配せしあうような一瞬があることに気づいた者は誰だれもいなかった。




　記念式典には予想外の出来事もあったが、その後の宴うたげはつつがなく進行した。

　主宮殿、謁えつ見けんの広間を解放しての宴において、もっとも人々が熱ねつ狂きようしたのが剣けん闘とうである。神殿に捧ささげる最初の供く物もつとして選ばれたのは、人の死と生き血であった。

　名のある剣士たちが惜しげもなく投入され、剣や槍やりで互いの命を奪いあった。

　グールは数組を観かん戦せんしただけで、あとは席を辞した。立ち並んでこれを見送ろうとする廷臣たちに手を振って、

「わしがおらぬほうが羽根をのばしやすかろう。あとは好きにいたせ」

　と歯を見せて笑った。

　グール・メフィウスが人前で見せる久しぶりの笑え顔がおだったが、なぜだか家臣たちの返す笑えみはこわばっていた。

　やがてあとを追うように皇こう后ごうメリッサが退席したのちになって、ひとりが顎あごを滴したたる汗を拳こぶしで拭ぬぐった。十二将がひとり、鉄面皮で知られるフォルカー・バランである。

「視し線せんで人を石にしたという、古代の王ヴァルーサのようであられた」

　こっそりと彼は口にした。

　それから、宴うたげに興きようじる振りをしながらも、数名の貴族が表情に暗雲をまとわりつかせ、広間を見わたしていた。剣けん闘とうの際に飛び散った血肉を、奴ど隷れいたちが掃除している。いまも、鉤かぎを打たれた戦死者がずるずると運ばれていくところだった。宮殿の床に引かれる血の帯を見やりつつ、

「ロドルーム公がいらっしゃったら、またひと悶もん着ちやくあるところであったな」

　誰だれかがぼそりとつぶやく。

　謁見の広間を血で汚すとは何事でありますか、と訴えかけるかの老公の声が聞こえてきそうだ。

　剣闘にせよ、もうひとつのメフィウス名物である剣けん舞ぶにせよ、別の広間や館やかたでおこなわれることは多々あるが、謁見の間での開催となると、歴史上おそらくこれがはじめてだ。

（わからぬ）

　おそらく、ほとんどの家臣たちが同じ疑問を抱いていたであろう。

（陛下は、古くからのしきたりを復活させる一方で、歴史ある慣かん習しゆうを平気で踏みにじりもする。あれは、まるで親が自分を叱しかりつける基準がどこにあるか、わざと試そうと暴あばれる幼子のようだ）




　その夜も更ふけて。

「ご決断を、殿」

　皇帝の私室において、メリッサが裸身に薄うすい衣一枚を羽は織おったきりの姿で、グールに寄り添っている。

　枕まくらもとの灯あかりに金きん色いろの巻き毛が輝かがやいている。少女のような笑みを浮かべ、細い指で皇帝の胸板を弄いらうようにさすりながら、どのような睦むつ言ごとを口にするかと思えば、

「ガーベラの小娘がいる限り、あの国は手出しできますまい。エンデのほうは国内の対立が表面化しております」

　囁ささやく内容は、国事に直接触れている。グールは、メリッサの差し出す杯さかずきを手にしたまま、波打つ琥こ珀はく色いろの液体を眺めていた。

　本来、女性が政治に口を出すのを好ましく思う皇帝ではない。だが、その目に怒りはなく、どこか物もの憂うげなまでに鈍にぶい光をたたえていた。

「またとない機き会かい。殿も、こうなることを予期すればこそ、あの大罪人を生かしておかれたのでしょう？」

　メリッサはくすくすと笑った。瞳ひとみをきらめかせて、

「いいえ。あるいは、皇太子殿下を殺害されたのも、もしや……」

　つぶやいた言葉が搔かき消えた。グールが横目で妻を見やっている。ただそれだけのことでぞっと肩を震ふるわせるメリッサに、

「あたかも自分の策のように語っておるが、それもすべて、長老衆から得た『卦け』であろうな」

「も、もちろんでございます」

　メリッサは取りつくろうようにもう一度微笑ほほえんだ。

　グールは暗い目をして杯を傾ける。三度目にふとその手を止めると、液体に映る自分の顔をもう一度見おろした。




　　　　２




　ドゥーミック平だいらのほぼ中央に位置する都市キルロは、いまや大おお騒さわぎだ。といって、かつてソロンをもその騒ぎに巻き込んだように、ふたたび奴ど隷れいの乱が起こった──というわけではない。

　住民たちはごく静かなもので、騒いでいるのは砦とりでの城じよう館かん部ぶにいる者たち。それも、メフィウスの要よう職しよくにある者ばかりだった。

　フェドム・オーリンも朝から忙しい。侍従たちや奴隷に指示を飛ばして、出しゆつ立たつの準備を大急ぎでととのえていた。

「急げ！」

　普ふ段だんなら人前で怒ど鳴なり声をあげる男でもないのだが、今回ばかりは例外のようだ。奴隷を蹴け飛とばしてでも作業を急がせようと必死だった。

　それも無理からぬことではあった。

　ここキルロでは、いわゆる反グール派の要人たちが集つどっていた。フェドム本人の呼びかけによるものだ。皇太子ギル・メフィウスを擁よう立りつして、皇帝グールの横おう暴ぼうに立ち向かおうと意思を同じくした彼らであったが、そのギルの死を契けい機きにすっかり覇は気きを失い、計画も道半ばで頓とん挫ざしつつあった。

　誰だれもが、そろそろなにかもっともらしい理由をつけてキルロを辞そうかと考えていた矢先のことである。

　ソロンから使者がやってきた。

　それも、皇帝直属を意味する青紫の飛空船だ。フェドムをはじめとした反グール派の人々は、その船をひと目見るや色を失った。

（よもや、勘づかれたか）

　フェドムとて慎重すぎるほど慎重に計画を進めてきた。家族にすら露ろ見けんしていないはずだ。だが無む論ろん、人数を集めようとすればするほど漏ろう洩えいの危険性も自然と高まる。フェドムは自分の手が震ふるえるのをどうしようもなかった。

　そして降り立った使者は、キルロ領主インドルフ・ヨークに会うでもなく、フェドム・オーリンに運命の終わりを告げるでもなく、ただひとり、ナバール・メッティにのみ面会した。

　ナバールは五百の部隊を率いる軍人である。十二将には属さず、その時々で都市の防ぼう衛えい任務に就ついたり、進しん撃げき軍ぐんに空きがあればそこの補充にまわったりする。傭よう兵へい部隊にほど近い位置づけであるし、メッティ家自体がもともと傭兵からなりあがった家門であるが、三代前に、皇帝から直接認められる功こう績せきを果たしたことで、兵士全員が正規兵にくりあげされ、彼らを常時まかなうに足る禄ろくを得られるようになった。

　キルロは騒そう乱らんが起こったばかりであるため、ナバールは治安維持の名目でここへ訪れ、その実、フェドムたちと秘密の会合を重ねていた。そんな彼も皇子の死をきっかけに覇は気きを失いかけていたひとりである。

　そのナバールが、どうやら皇帝自身から、ソロンに戻るよう申しつけられたらしい。すぐさま補給を終えたばかりの飛空船に乗り込んだ。

「ナバールどの。どういうことだ。ナバールどの！」

　当然、反グール派の面々は、口々に聞いたのだが、

「すまぬ。陛下が急ぎの用件だとおっしゃるので」

　ナバールは結局その『用件』をひと言も明かすことなく、空へと飛び立ってしまった。

「こ、これはまずいぞ」

　残された反グール派のひとり、元帝朝評ひよう議ぎ会かい議員マーロックが震えを帯びた声でつぶやいた。普ふ段だんから病人みたいに瘦やせていて顔色も悪い男だが、そのときはもういまにも息を引き取りそうなほどに青い顔をして、

「ナバールめ、われらを裏切ったのではあるまいか。陛下にわれらのことを密告しようというのでは」

　ソロンに集つどった七名の反グール派連盟。ナバール以外の六人の頭に同じ疑念が浮かびあがっていたのはいうまでもない。

　結果、一名を除く残り五名は皆、急いでソロンへの出しゆつ立たつ準備をはじめた。ナバールにおくれを取ってはならない。できる限り早く皇帝の前へとひざまずき、自分に謀む反ほんの意などないことを示さねばならなかった。

　キルロには大きな飛空船基地がある。全員が全員、手持ちの船があるわけではなかったが、ここはもう金を惜しまず、この場で船を買い取る貴族さえいた。

　そういうわけで、フェドムもソロンいきの準備を急がせている真っ最中だ。ナバールがもしも密告するようなことがあれば、反グール派を集めた張本人であるフェドムの身がもっとも危うい。

（いっそこのまま）

　ソロンなどに向かわず、ビラクで自分の家族を船に乗せたあとは、西方なり東方なり、ともかくメフィウスを離はなれるべきではないか──とさえ思ったが、

（だが）

　フェドムとて、まだ冷静な部分がいくらかある。ナバールが裏切りを画策したにしては、不自然な点があることに気づいていた。

　考えごとにふけりつつも、部へ屋やで個人的な荷物をまとめていたところへ、インドルフ・ヨークが入ってきた。十二将がひとりで、ここキルロの統治を任じられたばかり。それゆえ、

「オーリン公。あなたまでここを離れられるというのか」

　フェドムを見つめるまなざしに焦りと非ひ難なんの色が代わる代わるに覗のぞいている。ソロンいきの準備をしていない一名とは彼のことだ。彼はよほどの事情がなければキルロを離れられない。奴ど隷れいの乱からまだ二ヶ月と経たっておらず、しばらくは治世に尽力せよ、とは皇帝じきじきの命令だった。

「皆が皆、父親に呼びつけられた子供のように。オーリン公は肝の座っておられるお方だと思っていましたが」

　皮肉めいたことを口にするインドルフは、

（わたしを見捨てようというのか）

　言外にそう訴えかけている。フェドムは愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

「落ちつかれよ、将軍。まだなにも決まったわけではない。皆、自分の目で確たしかめたいと思っているだけのことで、ここキルロで誓いあったわれら、鉄の絆きずなが断たれたはずもない」

「で、あればよろしいが」将軍は皮肉っぽい口く調ちようをやめようとしなかった。「わたしももちろんその絆、たやすく破れるはずもないと信じておりましたが、実際、ナバールめは皇帝とつながっているようではありませんか」

「その点については」

　さっさと準備を終わらせたいフェドムは、自然と早口になる。頭ごなしにはいうまい、とそれだけを念じながら、

「わたしは疑問を抱いておる」

「疑問？」

「ナバールが密告をするつもりだったなら、わざわざキルロまで陛下の使者が来られるはずもない。ナバール自身、なにか理由をつけてソロンまで赴おもむけばよかっただけの話。それに、将軍も見られたであろう。マーロックどのの顔もいつにも増して青白かったが、使者に会われたあとのナバールも、負けず劣らず紙のような顔色をしていた。彼とて計画の露ろ呈ていを恐れているのだ。裏切ったと決めつけるのは早計であろう」

「しかし」インドルフはかぶりを振った。「それも、同じことではありませんか。陛下からナバールなどにじきじきの呼び出しがあること自体、きわめて不自然。きっと陛下はなにか勘づかれて、いちばん若いナバールを篭ろう絡らくしようと呼び出したのではありますまいか。『おまえは若いゆえ、騙だまされていたのだ。おまえの処遇はわたしがよいように取り計らうから、首しゆ謀ぼう者しやと計画の全容を話せ』などといって、われわれのことを聞き出すつもりでは……」

「だからこそ！」

　ついにフェドムは大声を出した。インドルフがはっとなる。

「それらのことがわからぬからこそ、ソロンへ急ごうというのだ」

「し、しかし、わたし自身はキルロを離はなれられぬ身だ。そのわたしの胸のうちも察してくださるがいい」

　フェドムはうんざりした思いが面おもてにのぼらぬよう、必死で嚙かみ殺した。インドルフのほうこそ、父親から落とされる雷をびくびくと恐れている子供のようだ。が、

（それゆえに）

　時間に追われている焦りと裏腹に、フェドムの心の裏側で、別の感情が浮きあがっていた。

（それにゆえに、この男、容易には鞍くら替がえしまい）

　ソロンへ急いだ残り五名は、自分の命と財産を守るためとあれば、あるいは率先して裏切りかねないが、インドルフ・ヨークは皇帝への面会もしばらくはかなわぬ身。露呈を恐れるあまりに、むしろ計画を早めようとさえ思うかもしれない。

（ふむ）

　フェドム・オーリンは大急ぎで、もう一度、愛想笑いをこしらえた。そうしながら、この男がもっとも聞きたがっているであろうことを口にせねばなるまい、と思った。

「大丈夫だ、将軍。わたしは決してそなたのことを見捨てはせぬ。一いち蓮れん托たく生しようと誓いあったあの夜のことを忘れたか。皇帝グール・メフィウスが卑劣な策を講こうじてわれらを陥落せんとしたとて、無む駄だなこと。あの老人の目にはもうまともに物事が見えておらぬ」

「おお」

　インドルフが感かん激げきの声をあげた。この段において、皇帝をじかに非ひ難なんする危険性を彼とて承知している。その後ろ暗さを、いまこのときにあえて共有させようというフェドムの思いに、胸を打たれたのだ。

「確たしかに皇帝は恐れられている。と同時に、いまの皇帝はおかしいと思う人間も大勢いる。わたしはソロンでそうした人間をより多く募つのってこよう。あるいは皇帝は自分の首を絞めたかもしれんぞ、将軍。むしろ仲間は数多く得られるはずだ」

「さ、さすが。さすがはオーリン公でいらっしゃいますな」

　インドルフの顔には嘆たん賞しようの色さえある。

　あとは適当に相手してやり、この単純でやかましい男を部へ屋やから追い出すことに成功した。

　フェドムは短く吐息した。

　インドルフ相手に口にしたことは、その場しのぎの噓うそ八はつ百ぴやくというわけでもない。実際、彼はここキルロにいるあいだも何度か手の者をソロンに向かわせ、その動向をうかがっている。もちろんその理由のひとつには、皇帝一派にこちらの意図が気づかれていまいか確かく認にんするためもあったから、なんの前触れもなしに飛空船が降り立ったとき、誰だれよりもフェドムが肝を冷やしたのも事実であったのだが。

（ともあれ、ソロンが前以上に物々しくなりつつあるのは事実だ）

　肌身に走った怖おぞ気けを振り払うように、フェドムは自分の準備を終わらせ、あとは窓辺に立って、ぎらぎらとした眼がん光こうを飛空船発着場のある塔へと向ける。

　新たな知らせによれば、竜神神殿建こん立りゆうの記念式典がはじまる前々日、ソロンでは火事が起こっている。

　火もとはオーバリー・ビランがかつて邸宅として使っていた屋や敷しきだ。炎はひと晩中燃もえさかり、屋敷を跡形もなく消失せしめたという。現在は寝泊りする使用人もおらず、したがって死者はひとりたりとて出なかったが、辺あたりに火の気がまったくなかったこともあって、

（これは皇子の祟たたりではないか）

　と囁ささやき交わす声もあった。

　こうした噂うわさは、竜神メフィウスの末まつ裔えいを自称する皇族の威光を増して、人々に畏い敬けいの念を抱かせるにはいかにもふさわしくあり、皇帝グールはこれを利用するかに見えたが、皇帝が長老衆に伺うかがいを立てたところ、

「いや、むしろこれは、オーバリー・ビランの生いき霊りようによるものかと。無実を訴える彼の念が、生きながらにしてソロンを呪のろおうとしたのです」

　という答えが返ってきた。

（『無実を訴えるオーバリーの念』だと？）

　フェドムはいぶかしんだ。皇子を暗殺したオーバリーを、多少ならずとも擁よう護ごするような言葉をなぜわざわざ公表せねばならなかったのか？

（これは──）

　気にかけるようなことでもないかもしれない。が、いまの皇帝のこと、なんの目もく論ろ見みもなしにそんなことをするとも思えないのも確たしかだ。

（もしくは、火を放ったのは皇帝自身の命令によるものかもしれぬ。長老衆に望むがままの見立てを口にさせることで、なにかに利用するつもりではないか……）

　そのとき、侍従が駆け込んできて、準備万端ととのったことを知らせに来た。フェドムはすぐさまマントを翻ひるがえして飛空船発着場へと急いだ。

　空へと飛びあがったあとは、ほかに考えねばならぬことが多数あったので、ソロンでの火事に関する思考はいったん途と絶だえた。

　神ならぬ身のフェドムに、もちろんこのときわかったはずはない。

　彼の読みは半分が的中し、半分が外れていた。

　何者かがオーバリー邸に火を放ったのは確かだった。しかしその犯人は、少なくとも、メフィウスの手の者ではなかったのである。




　　　　３




　いかに自宅に閉じこもっているとはいえ、人の口にまでは戸を立てられない。記念式典での出来事は、すぐにシモン・ロドルームの耳にも入っていた。

　レイモン自身とは面めん識しきがなかったが、彼の父とは何度か会ったことがある。まだ評ひよう議ぎ会かいが機き能のうしていたころだ。

　そのレイモンは式典を汚したかどで投とう獄ごくされている。ソロンではなく、わざわざネダインに移送されたあとでだ。これはネダイン領主ジェイラスの独断であるとも聞いた。すなわち皇帝グール・メフィウスはこの事態になんら関心がないということであった。

　シモンは机上に広げた手紙を見やった。先ほどまで、皇帝への嘆たん願がん書しよを書き記していたのだが、途中でやめてしまっている。

（謹きん慎しんを申しつけられたわたしが書いた手紙など、目を通す陛下ではあるまい）

　家臣の声に耳を傾ける皇帝ならば、そもそもいまのような事態になどなってはいないはずだった。

　シモン・ロドルームは椅い子すの背もたれに身を預け、腕組みした。

　ガーベラとエンデのあいだにいさかいが起こった際、シモンは、ガーベラに援軍を送ろうとした皇太子ギルの行動を擁よう護ごし、そのことで真っ向から皇帝と意見を戦わせた。口が過ぎる部分があったのは自分も認めるにせよ、柔らかな物いいなどではグールはそれを意見のひとつとして耳に留めることすらなかったろう。

　結果、シモンは自宅に軟禁状態にある。一時は「メフィウスから出ていけ」と息巻いた皇帝であっても、さすがに長年メフィウスに仕えてきたいちばんの家臣を追放するまでにはいたらなかった。

（とはいえ）

　同じく皇太子が援軍を送ることに同意したと見られるオーダイン・ロルゴ、それにローグ・サイアンの二将はソロンから遠ざけられている。皇帝に歯向かう者のことごとくが、弁明の機き会かいすら与えられず、一方的に処断されているこの現状がある。

　皇帝の逆げき鱗りんに触れることを恐れてだろう、シモンを見み舞まいに訪ねる貴族のひとりもいない。シモンの娘やその婿むこたちから、身を案ずる手紙が届いたきりだ。もっともこれは、シモンが家族にすら「近づいてはならぬ」と厳げん命めいしていたからにほかならない。

（ザット・クォーク）

　侍従を呼び、お茶を用意させたとき、シモンはふとその名前を思い出した。

　数ヶ月前、メフィウス建国祭の折のこと、シモンはまさしく謹きん慎しん状態にあったザットを見舞いに訪ねたことがある。

　ザットといえば、のちに軍を動かしてメフィウスを乗っ取ろうと画策した男であるが、そのときはまだ皇帝に意見を申し述べた身に過ぎなかった。にもかかわらず、否応もなく謹慎を申しつけられたザットは、見舞いに訪ねてきたシモンに直接皇帝への不満をぶちまけたのである。

　思えば、あのときシモンはそんなザットをなだめ、諭さとしながらも、いずれはこうなるわが身をも予感していたかもしれない。

（ザットの行動は正しかったのだろうか）

　生涯メフィウス皇家に仕えてきたシモンですら、そんな疑問が胸をかすめるときがある。それは自身の生き方を否定する言葉であり、歳としを経たシモンには何よりつらいことでもあった。

（ならぬ）

　やるせないため息をついて、シモンは熱あついお茶を口に含んだ。

　窓から見える景け色しきが暗がりに覆おおわれかけている。

　朝起きたときに立てた予定では、手紙を書き終えたあとで二、三冊の本に目を通しておくつもりだったが、手紙を中断してしまったいま、他ほかの何事も億おつ劫くうになってしまった。

（ザットはそも支配者の器うつわではなかった。では陛下以外の誰だれが──となると）

　皇族の血筋は途と絶だえたことがない。王冠を頭にいただき、その手で采さい配はいを振るってきた皇帝は皆メフィウス皇族の血筋に連なる者たちだ。謀む反ほんや反乱でそれが絶えるようなことがあれば、他の誰が玉座につくのであれ、騒そう乱らんが大きな嵐あらしとなって国内に吹き荒れよう。

　十年戦争の傷も癒いえきらぬいまのメフィウスでは、著しい弱体化を免まぬかれない。ガーベラ、エンデとの三国関係もいま以上にきな臭くなる。

　ガーベラとは同盟関係にあるとはいえ、メフィウスに嫁とついでくるはずだったガーベラ王女ビリーナの立場は現在きわめて不安定だ。いうまでもなく婚約者ギルの死去によってである。

　ギル皇子の死から二ヶ月にならんとするいまも、彼女は、いまだメフィウスにとどまっている。

　せめて葬そう儀ぎがおこなわれるまでは国内にいらっしゃるつもりであろう、と噂うわさされていたが、ビリーナ王女に関しては同どう情じよう論ろんもある一方で、いまとなっては厄やつ介かいな存在だという認にん識しきも多数あると聞く。

　メフィウス皇族に、ビリーナ王女と年とし恰かつ好こうが似あいの男子はほかにない。であれば、あとはガーベラに戻るしか道はなくなる。その上で、イネーリ皇女とガーベラ王族の何者かとの縁えん戚せきを新たに考えるのか、ほかの手段を講こうじるのか、また関係そのものを見なおすこととなるのか、模索の道がはじまることだろう。

　近ごろ、エンデ公国からの使者と皇帝が頻ひん繁ぱんに会っているということもあり、

（少女らしい感傷に浸ひたるのもよいが、そろそろ身の振り方をご決断してはいただけないだろうか）

　などと周囲にうそぶいて、皇帝の味方を気取る者たちもいる。

　シモン自身は、ガーベラの姫に多少の同情は禁じ得ない。リュカオン討とう伐ばつのとき、そしてザット謀む反ほんのときにも自ら飛空艇を駆って活かつ躍やくしたあの王女が、ギル皇太子の暗殺を知らされて以来、ほとんど公式に顔を出すこともなくなり、聞くところによれば、ガーベラからの使者が訪れて姫自身の去就を話題にしたときも、言葉少なにメフィウスに留とどまる旨むねを伝えただけだったそうだ。

　いかに勇ましい姫君といえど、そこは十四の少女。

　だが、高貴な身分にある女性が情勢にもてあそばれるのは戦国の常だ。シモンも必要以上にビリーナ姫に肩入れする気分はなかったが、ガーベラとの同盟がどうなるか、それに関しては今後のメフィウスを占う大事であるのはまちがいなかった。

　シモンはカップに残った最後のひと口を啜すすってから、

（さて、中途半端な時間にお茶にしてしまったな）

　夕飯まではもうすぐだ。台所にいって、今日きようの食事は少し遅らせてもらおうか、とシモンがそんなことを考えたとき、侍従のほうから足を運んできた。なにやらひどくあわてた様よう子すである。シモンはぴんと来て、

「客かな」

　と聞いた。

　家族にすら近づいてはならぬと伝えていたシモンだ。侍従が首を縦たてに振るのを見るなり、

（さては沙さ汰たが下ったか）

　と覚悟を決めかけた。しかしその直後、客の名前を聞かされると、メフィウス一の重じゆう鎮ちんに似ず、シモンは当惑に近い顔つきになった。




「これは……、ようこそおいでになりました、といえばよろしいのでしょうが」

　シモンは侍従に新たなお茶の準備を命じながら、客間の腰掛を来客に勧めた。

　実際のところ、彼は客の正体を知っても、邸宅に通すべきかどうか思いあぐねた。しかしほとんどじかに声を交わすことはなかったとはいえ、相手の性格は数々の逸話で伝え聞いている。であれば、一度退しりぞけたとて、二度、三度と訪ねてくるにちがいない。そのときになって周囲におかしな懸け念ねんを抱かせぬよう、一度、じかに顔をあわしておくべきだろうとシモンは決意した。

「わたしとてそうですが、姫とて、微妙なお立場です。わたしのもとへなど、よく参られましたな」

「微妙だからこそ、誰だれもが扱いに困っているご様よう子す」

　にこりと微笑ほほえんだのは、まさしく先ほどまでシモンが思いを巡らせていたガーベラの第三王女、ビリーナ・アウエルであった。

[image: ]

「ですから、正面切ってわたしを止めようとする者もありませんでした。外へ出て気晴らしになるならどうぞ、と勧められたくらいです」

　召し使いが運んできたお茶を「ありがとう」と受け取る。寒いわけでもないだろうが、両の手でしっかりカップを包んでぬくもりに触れている少女の姿は、

（噂うわさで聞くほど、絶望に打ちひしがれている──といったわけでもなさそうだが）

　シモンの目にはそう見えた。

　ただ、以前は少女らしくふっくらしていた顔の線せんがやや細くなっているのは否めない。大人おとなの顔つきになるにはまだ早い時期だ。目ばかりが大きく見えて、ともすればなにか心に病を抱えている人間の顔がん貌ぼうに見えなくもない。

　それでも、ビリーナの声ははきはきとし、その大きな目はまっすぐに相あい対たいする者を見つめる。そればかりは以前と同じままであった。

（さて）

　ビリーナの名を聞かされて以来、シモンはいまだ当惑の念が抜けきれない。

「それで、姫。わたしのもとへ来られたのは何用で？」

　いつもなら無ぶ粋すいに本題を切り出すシモンでもないが、時間も時間だ。窓の外はいよいよ暗さを増している。

「はい」

　ビリーナはカップから手を放し、もう一度にこりとした。

「茶飲み話をしに」

「え？」

「メフィウス一の重じゆう鎮ちんといわれるロドルーム公と、こうしてお茶を飲みに参りました」

「それは」

「ほかに含む意味などありません。わたしはメフィウスに来て以来、皇太子さま以外の男性とこうしてお話させていただくことがほとんどありませんでした。家の内情を知るには、台所を預かる女を捕まえよ、とはよく申すものの、国を知るには、男の方とのお話も重要になりましょう」

　湯気に煙けぶるビリーナの顔が、どこははかなげなものにも見える。シモンは苦笑いして、

「わたしなどは、無力な男ですよ、姫。陛下よりお預かりした土地も兵もありません。まあ、いたずらに歳月ばかりは重ねてきているもので、茶菓子代わりに、王女にお話できることのひとつやふたつはあるかもわかりませんが」

（これは、確たしかにメフィウスにはいない種類の姫君であるな）

　にこやかに応対しながらも、シモンはある種の感嘆と、ある種の不気味さをこの十四の少女から感じ取っていた。やや大人おとな慣なれしすぎている点はいかにも高貴な立場の少女らしいが、たとえばメフィウスのイネーリ姫──例を出すには、立場上、やや忍びないものの──のように、自分の年ねん齢れいや立場を利用して、周囲に溶け込み、かわいがってもらえるような術に長たけているようには見えない。

「なんのお話をいたしましょう」

「そうですね」ビリーナは考える素振りも見せず、即答した。「では、皇帝陛下のお話を聞きたく存じます」

「陛下の？」

「はい」

　不ぶ躾しつけとも聞こえる提案をしながら、ビリーナの表情はあくまでも涼しげだ。いったんシモンは啞あ然ぜんとしかけたが、すぐに口を開いた。いくぶん、彼も王女のとっぴな発言を楽しみはじめていた。

「わかりました。老人の話に少々退屈な思いをなされるかもしれませんが」

　シモンはそのように前置きして、皇帝と、人生の大半を皇帝と共有してきた自身の話とをはじめた。

「わたくしは、ロドルーム家の跡取りとして、幼少時より陛下にお仕えしておりました。皇族男子とともに教育を受けるのがロドルーム家の慣かん例れいなのです」

　そのとき、メフィウス皇家にはグールのほかに世よ継つぎ候補がふたりいた。長男の身ではあってもグールは腺せん病びよう質しつの気があり、また滅めつ多たなことでは他人に気を許さない部分もあって、宮廷でもどこか孤立していた。

　シモンが思うに、それは、当時国をあげておこなわれていた竜狩りの日、目の前で母を亡くしたことに起因しているのだろう。グールがまだ十歳になるかならずかのときだった。

　そんなグールの近辺に仕えるのは、多少ならずとも苦労が要った。彼は気き難むずかしく、気に入らないことがあればすぐに怒ど鳴なり散らした。猜さい疑ぎ心しんも旺おう盛せいで、シモンは、自分は敵ではない、あなたの味方なのだと納得させるのに、五年に近い歳月を費やしたくらいだ。

「あのお方は、若いときからひどく感情的になりやすかった。しかし──というか、だからというべきか──実のところ、理り路ろ整せい然ぜんとした意見には弱いのです。とはいえ、理を諭さとすようにいうと、反発なされる。だから、『あなたの意見もわかるが、参考なまでにわたしの意見としてはこうこう』とお伝えするのです」

　それも、公衆の面前ならもっとよかった。ふたりきりだと喧けん嘩か腰ごしになりやすいグールも、他人の目があれば、臣下の意見を受け入れる寛容さを見せつけることができる。それは、グールがある時期から意い識しきしだしたろう『皇帝らしさ』と符合する。シモンは苦労してグールの望む『らしさ』を見出みいだし、それに反発しない形で意見をしながら、彼の心にひとつひとつ近づいていった。

「おひとりの殻に閉じこもりがちな陛下でしたが、それだけに、いったん得た味方とは強固なつながりをお求めになられる。時折、陛下がその味方にのみお見せする、はにかんだような笑え顔がおが、わたしは好きでした」

　シモンの努力もあって、次第次第にグールは自制心を学び、また、持ち前の猜疑心を周囲への観かん察さつ力りよくへと変えて、広い視野をも得られるようになった。

　そして十七のとき、ガーベラ領土での小こ競ぜりあいで初うい陣じんを飾った。五十人ていどの兵しか与えられなかったが、彼はこの戦いで敵将のひとりを討うち取る大功を立てている。

　それも大きな自信につながったのだろう、グールは歳を経て、経けい験けんを重ねるごとにメフィウス皇帝として揺るぎない地盤を築いていった。

　とはいえ、問題も残されていた。皇帝の座につく以前から妻を娶めとることを要求されていたグールだったが、周囲がやきもきするのをよそに、彼は長いこと独身を貫いていたのである。

　シモンも何度となく苦言を呈したが、そのたびに、

「おれは種馬ではない。どうせおれが死んだあとのことを心配しているのだろうから、そのときはシモン、すべてをおまえに託して死んでやるから案ずるな」

　などと、冗じよう談だんとも本気ともつかないことをいわれた。

　結局、皇帝がラーナという娘を娶めとったのは、四十も半ばを過ぎてからである。ラーナは譜ふ代だい家けの娘であり、名門ではあっても、それまで皇族と縁えん戚せきを持ったことのない家の出だった。

「ラーナさまはそれゆえ、メフィウス皇族の風習に馴な染じめぬことも多々ございました。ほかの皇族方から陰口を叩たたかれることも、また直接非ひ難なんされることもございましたが、その都つ度ど、陛下は大きな盾となってラーナさまをお守りしていたものです」

　守るべきものを得たためだろうか、グールはそれまで以上に為い政せい者しやとしての『らしさ』を身にまとうようになる。

「……が、ある意味では、ラーナさまのほうこそ、陛下をお守りし、わたしなど以上に陛下をお導みちびきになられた面もある。わたしはそう思っております」

　グールの素質をすばやく見抜いたラーナは、それまでシモンが苦労してきた数々のことをたやすくこなした。普ふ段だんこそ口数が少ないが、ここぞというときにグールへ意見して──グールがそうならんとしていた『らしさ』を裏切らない形で──イニシアチブを握った。癇かん癪しやくを起こしたグールに咎とがを与えられそうになった家臣たちをも、ラーナはそのやり方で数多く救っている。それも、あくまで決定権はグールにゆだねたまま、という形を表向き取っていたので、皇帝の自尊心は保たれたままだった──。

　そこまで話してから、ふとシモンは現実に立ち返ったように目を瞬しばたたかせた。

「陛下のお話、というより、年寄りの昔話を聞かせてしまいましたな」

　苦笑いを見せる老公に、「いいえ」とビリーナはかぶりを振る。お茶は冷めてしまったので、シモンが代わりを持ってこさせようとすると、それにも、

「いいえ」

　という。王女は軽く目を伏せて、

「ご馳ち走そうさまでした。なにぶん、他国より来た身、頻ひん繁ぱんにお会いすることもかないますまいが、今日きようこの日、またとない機き会かいに恵まれた幸運と、ロドルーム公のお心遣いに感かん謝しやいたします」

　席を立った。

　最後の最後まで、ビリーナもシモンも、亡くなった皇太子の名を口の端にのぼらせることはなかった。てっきり皇帝の話からギル・メフィウスの話題に持っていくつもりなのではないかと思っていたシモンだから意外な思いがした。

　それが、いっそシモンには気に喰くわなかった。

（この姫御、なにをしに参ったのだ）

　心が読めぬのである。なにか勿もつ体たいをつけ、大人物らしい振ふる舞まいをしてみせて楽しんでいるようにも思えた。

　が、ともあれ邸宅の外まで見送りに出て、別室で待たされていたらしい侍女とともに去っていくのを見届けた。

（わたしも、今日きようはしゃべりすぎたか）

　来客もないから、人との会話に飢えていたかもしれない。

　自室に戻りながらビリーナとの会話を思い出し、シモンはいまになって苦々しい気持ちになった。皇帝のことを得とく々とくと語っていた自分がひどく惨みじめだった。王女に自慢した十分の一ほども皇帝の扱いがうまければ、シモンとていまのような境遇にはなっていまい。

（あっ）

　と、このとき驚おどろきの感情がシモンの胸をかすめた。

　それからすぐに、思いちがいだ、と自らの考えを否定する。

（いや、しかし、まさか）

　ビリーナの性格からして、いまのグール皇帝の振る舞いが正しきものとして目に映っていようはずがない。なんといっても、皇帝は、王女の母国ガーベラへの援軍を阻止しようとしたのだ。

　シモンにはそのとき、王女が、グールに『敵』として立ち向かうための情報を集めたように思えたのだ。

　すなわち、メフィウスに殉じゆんじようとする彼女の意志、そのあらわれのようだった。

（これは、またいらっしゃるかもしれん）

　シモンは太いため息をついた。

　が、その予測は大きく裏切られることとなる。シモンの邸宅に出向いたその翌々日、ビリーナは、シモンが──というより、宮廷の誰だれしもが予想だにしなかった行動に出たのである。
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　記念式典から数えて三日目のこと。ここのところ、ソロンの宮廷は常から重苦しい空気に満たされていたが、今け朝さはすこし様よう子すがちがっていた。

　皇帝への謁えつ見けんに関するあれこれを取り仕切るコーライン・イスファーンのもとへ、昨日きのう、ビリーナ王女から謁見の申し入れがあったのだ。

　本来なら、王女の順番は夕暮れになる予定だったが、皇帝自ら予定を切りあげ、いちばん早い謁見を許した。

　ガーベラ国王女がいよいよ自らの去就を定めたとあってか、広間には、この時間帯には珍しい顔ぶれもいくらかある。いつ彼女が自国へ戻ると宣言する日が来るか、賭かけごとの対象にすらなっていたこともあり、ソロン近辺にいる貴族らの多くが顔を見せていたのである。

「ガーベラ国王女ビリーナ・アウエルどの」

　触れ係の声とともに、謁見の間に敷しかれた赤い絨じゆう毯たんを細い脚が踏みしめた。

　皇太子の妻となるはずだった異国の姫君は、背筋をのばし、しっかりとした足取りで近づいてくる。婚約者ギルの死と、それにともなう自らの流転を思い悩んでさぞ憔しよう悴すいしているだろうと噂うわさされていたが、そのまなざしは強い。

　白金プラチナの髪をさっと背に垂らしつつ、ビリーナは玉座の前で膝ひざを折った。

「陛下の御意を得まして、光栄に存じます」

　挨あい拶さつの言葉を申し述べたのちに、ビリーナは謁見の用向きを伝えた。

　好奇心が面おもてにのぼらぬよう必死に自制していた皆の耳に、

「しばらくのあいだ、ソロンを留守にすることをお許しいただきたいのです」

　やや意外な声が届いた。

（ソロンを？　しばらく？）

　人々が顔を見あわせる。メフィウスから出る、というのならわかるが、「ソロンを」と王女はわざわざ限定的ないい方をした。それも、「しばらくのあいだ」だけだという。

（なんだ、この期ごに及んで）

　野や次じ馬うまたちの顔に失望の色が浮かぶ。なかには、

（いや、決めつけるのも早い。いきなりガーベラへ戻るというのもはばかられて、遠まわしにそんな表現をしたのだ）

　そんなふうに小声でいう者もあった。が、

「ネダインにいきたく存じます。かの地に、ローグ・サイアンさまがいらっしゃると聞きましたもので」

　ローグの名が出てきた瞬しゆん間かん、広間に静寂が舞まい降りた。

　ローグ・サイアンは、皇子によるガーベラへの援軍──すなわち、皇帝の意向に反すること──をむざむざ目の前にしながら見逃したことで、皇帝の怒りを買い、ソロンから遠ざけられた身である。

　興きよう味み本位で集つどった人々は、皆、恐る恐る皇帝の顔色をうかがった。グール・メフィウスは玉座にて頰ほお杖づえをつくいつもの姿勢のまま、

「姫君がローグになに用かな」

　と問う。いまのところ怒りの兆候はない。貴族たちが胸を撫なでおろすより早く、ビリーナは、

「ローグさまのもとに、皇太子さまの近衛このえ兵へい、その生き残りの方々もいらっしゃると耳にしました。わたくしはいまだ母国を救われたお礼も申しあげておりません。そこで、義にあつい、かの方々のもとへ参りたいのです」

　はっきりとした声でそう告げる。もはや静寂ではおさまらず、人々の口からいっせいにどよめきが洩もれ出ていた。

　ビリーナの言葉は、皇帝に歯向かったギルの行動を正当化するものである。またギルを見逃したり援助したりした者のことを「義にあつい」などとわざわざいい沿えた。それはすなわち、ビリーナ自身、皇帝グール・メフィウスに、

（あなたのなさったことは義に反することだ）

　と宣言したに等しい。

（な、なんということを）

　貴族のひとりが隣りん人じんの顔を盗み見た。

（勇ましい姫御だとは知っていたが、まさか陛下に真っ向から歯向かうとは）

（いいや、ただの世間知らずだ。自分が思うがままに何事もうまくいくと思っているのだ）

　広間の空気が一気に緊きん迫ぱく化かしたのも知らぬげに、王女は顔を伏せたまま皇帝の言葉を待ちつづけている。

　一秒──二秒──三秒。

　皇帝の側近たちは、これほどまでに時の歩みをのろく感じたこともなかったろう。静けさそのものが魔ま物ものの牙きばや爪つめとなって彼らのやわな心を切り裂きにかかるようだった。

「ほう」

　皇帝グール・メフィウスが唸うなるような声を発したので、皆、肩をびくりと跳ねあげた。雷のごとき一喝が広間に落ちたときにせめてそのとばっちりを避けようと、家臣たちはいっせいに顔を伏せた。

　が、

「また来月には、ガーベラよりの使節が来られる予定だが」

　グールは王女の言葉など意に介していないふうなことをいう。ビリーナは答えて、

「一週間ばかりのことでございます」

「ならば」と、グールはわずかばかり笑えみを見せた。「わざわざこのような手間をかける必要もなかった。王女には、ソロンとアプターをあわただしく行き来させてしまったこともある。ごゆるりと羽根を伸ばされるがいい」

　皇帝は鷹おう揚ようにいったが、ビリーナがそれこそ「わざわざ」このような手間をかけたのは、皇帝の、そして家臣たちの面前で、皇帝のやり方を非ひ難なんしたかったとも取れる。グールはグールで、そうした手間をまた「わざわざ」指摘し、その上で一笑した。

　広間での緊きん張ちようは、王女が皇帝の前を辞するまで解かれることはなかった。

　冷静に考えれば、ビリーナは他国からの客人である。無む論ろん、相手が意に沿わぬことを口にしたからとて、皇帝が一方的な懲ちよう罰ばつを加えられるはずもない。

　とはいえ、王女と同じことを別の誰だれかが口にすれば、それがシモンのような重じゆう鎮ちんですら投とう獄ごくされかねない、という認にん識しきは皆が同じくしていた。いうなれば、それがいまのグールのいちばん厄やつ介かいなところなのだ。

（いっそのこと）

　と思った者のひとりやふたりはあったはずだ。

　そう、いっそのこと、他国から預かった客人であるビリーナにさえ、横おう暴ぼうな振ふる舞まいをするようならば、これはもう皇帝の器うつわではない、とさしものメフィウス家臣たちですら団結して、皇帝に立ち向かう道を選んだ可能性とてある。

　だが、あくまで皇帝は正気を保っている。保ったまま、常軌を逸する独善ぶりだけを高めつつある。

　グール・メフィウスは厄介な権力者であった。




　謁えつ見けんから三日後には、ビリーナはソロンを発たつこととなった。

　飛空船も用意されたが、ビリーナは馬車でいく道を選んだ。つき従うのは、護ご衛えいの兵士たち五十名余りと、ガーベラから同行してきた侍女のテレジアのみ。

　ネダインに連絡船を飛ばしたところ、ネダインからも護衛の兵を出し、途中で合流させるという。

「姫さま、天気がよろしいですわね」

　車窓から顔を出してテレジアがいう。ビリーナはほんのりと笑みを浮かべた。

「なにかいいたいことがあるようだ。テレジアがそう切り出すときは、いつもわたしを叱しかるか、注意するか、どちらかだからな。そうやってまず天気の話をして、わたしに心当たりがないかどうか探らせようというんだ」

「ご明察。なぜテレジアに相そう談だんのひと言もなかったのです。陛下に謁えつ見けんするなどと。それも、まるで皇帝陛下に嫌いや味みをいうみたいに、ガーベラ援軍のお礼を申したいなどとは」

「いったところで、テレジアは賛さん成せいしないだろうと思って」

「当たり前です」

「わたしだって考えなしの子供じゃない。深い深い熟じゆく慮りよあっての行動だ」

（どうだか）

　テレジアは声に出さず、口の動きだけで自分の気持ちを伝えた。ビリーナは見なかった振りをして、代わりに、テレジアと同じく窓から空を仰あおぎ見る。かつてのガーベラ侍女長がいうほど晴れわたってはいないが、灰はい色いろの雲の隙すき間まから覗のぞける空は目に染みるほど青い。

（とはいっても）

　テレジアは、若い主人の横顔を注意深く眺めていた。

　もしビリーナに相談されていたとして、もちろん反対していたのはまちがいないだろうが、しかし心の底では彼女の好きなようにさせてやりたいと応援していたのもまちがいない。

（ギル皇太子が亡くなられてから、もうどれほど経たつのかしら）

　アプター砦とりででの、あのあわただしい時間が自然と思い返された。

　ギル皇子が狙そ撃げきされた──。

　その知らせを受けるや、ビリーナは「まさか」とひと声つぶやいて、砦中を駆け巡った。ギルは砦の露ろ台だいに出たところを狙撃されてユノス川に転落していったという。すぐさま捜索隊が出た。ビリーナ自身、飛空艇でこの列に加わった。夜中に空を飛ぶというのはもちろん危険がともなう。テレジアのあげる制止の声など耳にも入らぬ様よう子すで、ビリーナは魔素エーテルの保もつ限りユノス川近辺を飛んだ。

　補給のためいったん帰着したところへ、新たな情報が入った。捜索隊が、対岸を走る黒くろ兜かぶと団だんの兵を見たというのである。捜索隊の一部はタウーリア側に遣いを出し、国こつ境きよう線せんを越えての捜索許可を求めた。その間、一秒たりとて惜しい、というようにビリーナは国境線ぎりぎりの付近を飛びまわりつづけている。

　川かわ面もが朝あさ陽ひを反射するころあいになっても、成果はあがらなかった。何度目かに魔素が切れかけて、砦に戻ったビリーナは、そこでまた新たな情報を耳にした。

　捜索に出た近衛このえ兵へいの一団と、国境を越えてタウーリアへ逃げ込みかけていた黒兜団とが衝しよう突とつ。互いがほぼ壊かい滅めつ状態に陥ったという。戦いの犠ぎ牲せいとなり、アプターに帰ることのできなかった近衛兵のなかに、皇子の信頼あつかったオルバとシークの名前があった。両名とも王女の顔見知りだ。

　立てつづけに知人の死を知らされた王女は、ひと晩中飛びまわった疲れもあって、もはやその場に立ってもいられなくなった。十四の少女には、まさしく見知った世界が崩ほう壊かいするような思いであったろう。

　テレジアがあわてて駆け寄ってきて、人を呼び、彼女を城じよう砦さい内ないの部へ屋やへ運び込ませた。

　それからはめまぐるしい速度で時間が流れ去っていった。

　ビラクやソロンからも捜索のための人手がやってきて、飛空艇の一個大隊さえ加わった。タウーリア側も国境近辺の捜索を手て伝つだってくれたが、これも成果はあがらず。ソロンへの帰き還かんを促す声があっても、ビリーナは最後の最後まであきらめきれず、時間の許す限り艇を駆っていたが、ついには皇帝直属の使者がやって来る段になり、さすがに抗あらがいきれなくなった。

　アプターでの最後の一日を、テレジアは覚えている。

　皇子専属の侍従であったディンという少年に頼んで、ビリーナは皇子の私室に入る許可を得た。ついに王女もあきらめて、思い出に浸ひたるか、あるいは身をしのぶよすがになり得るものを探そうかとしているふうに見えたが、

「あの方は『噓うそつき』だ」

　ビリーナは、青みがかった瞳ひとみをきらめかせていった。

「敵を欺あざむくには味方から、を地でいくお方。ザイム砦とりででも、メフィウス建国祭のときも、このアプターでタウーリアと戦ったときも……いつもいつだって、あの方はそうだった」

「どうしていままで気づかなかったんだろう。皇子はまたわたしたちを騙だまして、なにかをやらかすおつもりにちがいない。このビリーナ、そう何度もたばかられてたまるものか。さあ、テレジア、手伝って。きっとこの部へ屋やのなかになにか秘密があるはずだ。あるいは、わたしへの手紙のひとつもあるかもしれない──」

　連日の疲れのためもあったろう、ビリーナは一種の躁そう状態にあった。悲しみも絶望も忘れて、むしろ浮き浮きとしている主人の笑え顔がおが、テレジアにはたまらなくつらかった。これから時間をかけて皇子の部屋を捜索したところで、その一分一秒ごとに、高揚した気持ちは取り払われていき、真綿が水を吸い込むようにじわりじわりと過酷な現実のみが身に染みてきて、最後には、以前にも増した悲しみと絶望が少女の心身を圧迫するに決まっている。

　そしてその予想は的中した。結局、窓の外が明るくなって、迎えの船が来るその直前までビリーナは皇子の部屋にいたが、最後には歩きまわるのも、棚を引っかきまわすのも、テレジアに声をかけるのもやめて、ただぼんやりとその場に突っ立っていた。

　テレジアのほうもまた、そんな主人にかけてあげられる言葉がなかった。

（皇子ギル・メフィウスはひどいお方）

　他国から──それも直前まで血で血をあらう抗争をつづけていたかつての敵国から──はるばるやってきた婚約者に、優やさしい声のひとつをかけるでもなく、贈おくりもののひとつがあるわけでもなく、本来我の強い王女が自分を殺してでもこの国に馴な染じもう、皇子を理解しようと努力しても、その都つ度どふいっと真実をはぐらかして、なにやら自分の作業に没頭しては、王女に孤独を味わわせてきた。

（本当に、ひどい方）

　それでもようやく、本当にようやくのことで、どこか、若いふたりのあいだに心の交流めいたものが芽め生ばえはじめているように、テレジアの目には見えていた。だからこそ、テレジアには許せなかった。

　こんなにも突然、消きえ失うせてしまったことが。ビリーナをこの国にひとりきり、置き去りにしてしまったことが。

　ソロンに帰ってきてから、ビリーナはめっきり口数が減った。アプターで連日へとへとになるまで捜索をつづけていたときのほうがまだしもだ。少なくともやるべきことがあった。ひとりきりで不吉な考えに頭を悩ませることも、悲しみに身がちぎれる思いをすることもなかった。

（まるで魂が抜けてしまわれたかのようだ）

　そんなふうに見えたのはテレジアひとりではない。

　だが、それから二週間もするうちに、またビリーナの様よう子すが変わってきた。ひとりベッドに座り込んでいても、以前のように力のない表情でうなだれてはおらず、なにか考えごとにふけっている。

　テレジアとも次第次第に会話をするようになった。皇子の話題こそ出なかったが、この少女もようやく皇子の死を受け入れ、現実の世界で生活する気力を取り戻しつつあるように思えた。

（あれは、わたしがまずかったのだろうか）

　ふとテレジアが思うのは、その会話が途と切ぎれそうになったとき、手持ちの話題を切らしてはならないと焦ったテレジアが、かつて皇子に仕えていた近衛このえ兵へいのことを口にのぼらせたときのことだ。黒くろ兜かぶと団だんとの戦いで生きのびた数名が、ローグ・サイアン率いる部隊に編へん入にゆうさせられているという話をテレジアは耳にしていた。そのなかに、近衛隊の隊長であったゴーウェン、そして建国祭で鉄仮面のオルバと剣けん闘とう大会で決勝を戦ったパーシルがいるという。さらにはゴーウェンの養女で、女性の身にしては珍しく竜丁の仕事をしていたホゥ・ランもいっしょだ。

　それを聞いて、ビリーナの眉まゆがぴくりと動いた。しまった、とテレジアは瞬しゆん間かんそう思った。長年仕えてきた少女特有の癖くせだったからだ。なにかを思いついたが、それをテレジアに悟られまいとしているときの。

　ローグ・サイアンは皇帝グールの怒りを買って、現在はソロンから遠ざけられ、ネダインという都市にいる。仕方なくそこまで話した時点で、テレジアはあるていどの覚悟は決めていた。

　そしていま、その予想どおり、ビリーナとテレジアは馬車に揺られてネダインへの街道を辿たどっている。

　テレジアはなんとはなしにため息をついた。

　ビリーナの決断、行動の速さはいつものことだ。それに、皇帝に歯向かうようなことを口にしたと聞かされたときは肝きもを冷やしたが、実のところ、ネダインへいくこと自体は悪くない、とも考えていた。

　そこで主人がなにをするつもりなのかは知らねど、近しい人間を亡くしたときは、本人のなかでわだかまっている諸もろ々もろのことを──それがたとえ他人にはまったく無関係のように思えても──ひとつずつ片づけていくことで、現実を受け入れるようになるものだ。テレジア自身、両親や弟を亡くしたとき、折々にそうしてきた。

　しかし、

「姫さま」

　立場上、テレジアにはどうしても主人に釘くぎを刺しておかねばならぬことがあった。

「姫さま。わたしはいつだって姫さまの味方でございます」

「無む論ろん、わかっている」

「なれば、ひとつだけお聞き入れいただきたいことがございます。ネダインのご領主はジェイラス・アビゴールというお方。姫さまならばとうにご存じのお名前でしょうが」

「ふむん」

　ビリーナは軽く顎あごを引く。それは、「うん」と「ふむ」をあわせたような声音ともあわせて、祖父のジオルグが気を許した相手に相あい槌づちを打つときとよく似た仕し草ぐさだ。そしてビリーナが祖父の真ま似ねをするときは、たいてい、大物らしく構えて、相手に意図を読ませまいとする真意が隠れひそんでいる。

「それこそ皇帝陛下にもの申したように、アビゴール公をも直接問いただしたり、お叱しかりなさったり、くれぐれもなさいませぬよう。姫さまのおかれている立場はいま現在のメフィウスではごくごく微妙なものです。ここにいたって事をいっそう荒立てませぬよう」

「わかっている」

　ビリーナは頰ほお杖づえをついて答えた。

　領主ジェイラスと、彼に仕えていたレイモンなる若い貴族が、皇帝の御前で衝しよう突とつしたことはビリーナの耳にも入っている。そののち、レイモンが一方的な処置を受けて投とう獄ごくされたことも。当然、テレジアには、主人がこのことに不快感を抱いていることはわかっていた。

　ビリーナの性格なれば、またしても領主を直接糾きゆう弾だんするような真ま似ねをして、いらぬ騒そう動どうを招きかねない。

「約束ですよ、姫」

「しつっこいな。問いただしたり、叱ったりなどはしない。約束する」

　ビリーナは淡々といった。

　街道を、馬車はゆったりとした速度で進んでいく。

　ソロンを発たって三日目、その日の夕刻にはネダインに着くだろうというころあいに、ネダイン側からの護ご衛えいと合流した。

「姫さま」

　窓の外を見ていたテレジアが声をあげたのは、先頭で馬を駆っていたのが、赤しやく銅どう色いろの肌をした老武人──かつて皇太子直属近衛このえ隊たいの隊長をつとめていた男ゴーウェンだったからだ。

　彼は馬車の近くまで来て、王女に挨あい拶さつの言葉を述べた。

　ともに皇太子のことは口にしない。ビリーナは「ふむん」と寛容に頷うなずきつつ、どこか注意深いまなざしをこの武人に当てていた。
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　ガーベラ王女がソロンを発たったその日。

　イネーリ・メフィウス皇女は自室のなかを苛いら立だたしげに歩きまわっていた。

　グールが後妻として娶めとったメリッサの娘である彼女もまた、皇太子の死を知らされて以来、屋内にこもりがちになっている。もっともイネーリの場合は王女とやや意味あいが異なっていた。

　アプターに赴おもむいた際、イネーリはいまのギル・メフィウスが偽者ではないかという疑念をほぼ確かく信しんに変えていた。これからが面おも白しろくなると思った矢先に、皇子暗殺の報であった。

（そんなはずがない）

　イネーリは認めたくなかった。せっかく手に入れたばかりの楽しみが潰ついえたから、というだけでなく、本物と入れ替わって、宮廷を、そして戦場をしたたかに生き抜いてきたあの偽者が、こうも簡かん単たんに殺されるはずがない、という思い込みによるものだった。

（あの男、何者だったのか）

　顔は、恐ろしいくらいに義兄と酷こく似じしていた。なにしろ父親である皇帝も、じかに顔をあわせて気づかなかったほどだ。だが、その中身はというと、彼女のよく知るギルとはまったくの別人のようだった。

　兵を扱う才覚があって、ザット・クォークと対していたときは銃口を向けられながらも落ちつき払っていたほど豪胆であり、また剣の腕も立った。

　名のある人物だろうか、と思考を巡らせたこともある。しかし皇太子と顔がそっくりな上に、才覚に秀ひいでた人物が、メフィウスで目立たぬように生きられたとは考えられない。他国からつれられてきた人間なのか、あるいは奴ど隷れいか身分の低い人間のなかに、たまたまギルと似ていた人物があり、影かげ武む者しやとして使えると判断した何者かが、長年教育を仕込んできたのか。

（その、何者かとは──）

　イネーリが親指を唇で嚙かみしめながらもの思いにふけっていたとき、ドアをノックされた。途と端たんにイネーリの目がきゅっと吊つりあがって、

「誰だれも入れないで、っていったでしょう！」

　甲かん高だかい声を出した。最近は、仲のよかった侍女や貴族の娘たちにも声を荒らげることの多い彼女だ。

「申しわけありません、姫。妹君のフローラさまが、ぜひお会いになりたいとおっしゃられて」

「フローラ？」

　イネーリは金きん色いろの髪に指を絡ませた。妹がじかに訪ねてくるのは珍しい。不承不承、入室を許した。

　背の高い侍女に先せん導どうされるように、フローラがおずおずと顔を見せる。イネーリと同じく、メリッサが前夫とのあいだにもうけた娘であり、姉のイネーリとは五つちがい。今こ年としの建国祭でちょうど十一になったばかりだった。

　十一といえば、すでにイネーリは社交界にデビューし、たくさんの家庭教師もつけてもらいながら毎日を忙しく過ごしていた記き憶おくがあるが、生来引っ込み思案で、かつ病弱なところもあるフローラは、いまだ仲のよい友達のひとりもおらず、母が皇こう后ごうになってからは後宮からほとんど外に出ていないはずだ。

「なにか用？　手短に済ませてほしいのだけれど」

　イネーリは、茶の準備をしようとしていた自分つきの侍女を制して、冷たく突き放した。

　妹は背の高い侍女に半ば身を隠したままうつむいたきりだ。母から金髪を受け継いだイネーリと異なり、フローラは父親に似て茶ちや褐かつ色しよくの髪。目鼻立ちも繊せん細さいといおうか、これも派は手でめな美び貌ぼうをした母や姉と比較すると、やや地味な印象を受ける。

　居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくがつづいたので、イネーリが苛いら立だたしげに口を開きかけた寸前、

「あの、姉上に、ご本を読んで差しあげたいとおっしゃられて」

　侍女が代わりに説明した。

「ご本？」

　イネーリは、フローラが大きめの本を手にしていることに気づいた。

（まだ持っていたのか。あんなものを、後生大事に）

　うんざりする思いがした。幼いころ、亡くなった父が買ってくれたもので、中身は挿さし絵えのたっぷり入ったおとぎ話だ。もともとはイネーリのものだったが、フローラが気に入って、幼少時には何度も読んで聞かせてくれるよう姉におねだりしていた。なので、数年前の建国祭のときにプレゼントしたのだ。

　父の亡くなった翌年のことだった。

　イネーリはいかにも大人おとなびた仕し草ぐさで、目を閉じながらかぶりを振った。

「もう何べんも読んだから、読んでもらわなくて結構よ。それにフローラ、そんな子供っぽい本はもうやめにして、自分のためになる本の一冊でも読んでおきなさい。そろそろ母上にいって、あなたも踊りや絵画の先生をつけてもらわなければ。さあ、部へ屋やにお戻り」

「……はい、姉上」

　フローラは相変わらず侍女の背に隠れたまま、消え入りそうな声で答えた。とぼとぼとした足取りで去っていく。

　ドアが閉じると、イネーリは細くくびれた腰に手をあてがい、やれやれ、といった具合に肩をすくめた。
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（わたしも、あんな子供の顔をしていられたらいいのだけど）

　イネーリの苛いら立だちは、皇子ギルのことのみに原因があるのではない。

　今け朝さ方がた、皇族顔を揃そろえての食事の席で、

「イネーリも近いうちに十七か」

　と、皇帝が突然いい出した。

「そろそろ、相手のことも考えんといかんな」

　グールの言葉に笑えみで応じながらも、イネーリの心中は凍りついていた。

『相手』というのは当然、イネーリの結婚相手、という意味だろう。夫候補が国内の者になるのか他国の者になるのかはわからない。ただ、ガーベラとの和平、その要かなめであったビリーナ王女がいずれは帰国するだろうと噂うわさされるいま、今度はイネーリ皇女とガーベラ王族の誰だれかとの縁えん組ぐみは可能性として十分あったし、またタウーリアのほうからも、同盟を強固なものとするための打診があったとも聞く。

（冗じよう談だんじゃないわ）

　いまさらメフィウスを離はなれて他国にいくのも、またメフィウスの垢あか抜ぬけない貴族連中や無骨な軍人に嫁とつぐのも、まっぴらごめんだった。

　イネーリとて十六の乙女おとめだし、家庭教師のひとり相手に初恋も済ませている。いま意中の異性はないが、恋愛に対する憧あこがれや願がん望ぼうは人並みにあった。政治の道具として誰だれかに嫁ぐのはそういった女性らしい気持ちから拒否感があったし、なにより、イネーリはただ夫となる人物を陰かげから支えるだけの日々など、考えるだに怖おぞ気けが走る。

（わたしは、ただお飾りなだけの皇女ではないわ。いずれ国や世界に名前を残す存在になるのよ）

　そう自負するからこそ、今け朝さの皇帝の発言には、あるいは義兄ギルの死を知らされたとき以上の衝しよう撃げきをおぼえていた。

　早いうちに手を打たなければいけない。まずは自分が、皇帝の右腕として十分に働ける能力のある人物だというところを見せなければならない。

（そのためには、ギル・メフィウスの謎なぞを解かなければ。あの男が偽者だったことはまちがいない。でもいまさらそれをお義と父うさまにいったところで笑い飛ばされるだけだわ）

　そういえば、建国祭の前後、フェドム・オーリンというあの貴族がやたらとギルに接近していたのを思い出す。イネーリ自身、皇子が偽者ではないかと直接かまをかけてみたこともある。フェドムは自分が思うほど智ち謀ぼうに長たけた男ではない、とイネーリは見ている。実際、フェドムはなに喰くわぬ顔をよそおってはいたが、その目はあきらかに動揺を隠しきれてはいなかった。

　皇子の影かげ武む者しやを立てようとしていたのがフェドムひとりの計略なら、無む論ろんこれは国家を転てん覆ぷくさせかねない大罪である。しかも偽者の死とともに『皇子ギルの死』が公表されたということは、本物のギル・メフィウスとてすでに死去しているということだ。そしてそれにもフェドム・オーリンがかかわっているとしたなら。

（今回のことも、フェドムが企たくらんだなんらかの偽装かもしれない。だって、まだギル・メフィウスの死し骸がいは発見されていないのだもの。きっと援軍のことで皇帝に逆らったから、そのお咎とがめを受けることを恐れて──深く追及されれば、正体がばれる可能性も高くなる──いったん姿をくらましたのだわ。そして実際は、フェドムを中心としてお義父さまを追放しようと裏で有志を募つのって、いざというときに皇太子ギルとしてふたたび表おもて舞ぶ台たいに姿をあらわす……）

　イネーリの洞察力が人並み外れて高いわけではない。感情的になりやすく、理知的に物事を深く考察するタイプでもなかった。だというのに、偽者のギルはまだ自分に復ふく讐しゆうされるためだけに生きているはずだ、というある種病的なまでの思い込みこそが、いまのイネーリを真実に近づけさせている。

（フェドムに会わなければ）

　イネーリがそう決意しかけたとき、またドアが鳴った。侍女の知らせるところでは、イネーリの友人であるバートン・カドモスやトロア・ヘルゲイからの遣いが来たということだ。以前、ギルといっしょにローグ・サイアン邸へ赴おもむいたことがある。いま思えば、あのときからギルは偽者と入れ替わっていたと考えてまちがいない。

　その彼らからの、遊びの誘いだった。剣けん闘とう見物でも、馬の遠乗りでも、とにかく後宮にこもっていたのでは息が詰まるだろうから、いっしょに外へ出かけようという。

　イネーリは鼻で笑って、適当に理由をつくって追い払え、と侍女にいい渡した。

（こんなときに。フローラもそうだけど、皆、いつまでも子供のようね）

　イネーリにとっては、いついかなるときであっても、自分の関心ごとや考えこそが最さい優ゆう先せん事項であって、その他のものは取るに足らない、くだらないものばかりだ。と──、

（ガキが）

　はっとイネーリは目をみはった。透きとおるような白い肌に、見る見る血の気がのぼってくる。

（おまえなどに何がわかる。それ以上ぐだぐだ抜かすと、そっ首、この手で絞めあげてくれるぞ。わかったな、小娘）

　イネーリの細い肩が震ふるえ、背筋が震えて、ほどなくして全身がわななきはじめる。

　あのギル・メフィウスの偽者が、まさしくイネーリを『ガキ』と侮ぶ蔑べつしたときのことがまざまざと脳裏によみがえったのだった。

　イネーリは無む意い識しきのうちに、強く歯を嚙かみしめていた。

（あの男、必ず生きていなければならない。わたしがこの手で殺してあげるために。いいえ、たとえすでに死んでいたとしても、魔ま法ほうの極意を伝えるという東方の国から魔術師を招いてでも、生き返らせたところを、もう一度殺してやるから）




　それとほぼ同じ時期、ビリーナと入れ替わるようにソロン入りした飛空船があった。

　なかから転げ落ちるようにあらわれたのは、ナバール・メッティ。

　表向き、新たに領主に任じられたインドルフを手て伝つだう名目でキルロ入りしていた軍人であるが、いうまでもなく、実際はフェドムの呼びかけに応じた反グール派のひとりであった。

　ナバールが去った直後のキルロでは、その反グール派の面々が揃そろって青い顔をしていたが、当のナバールもまた負けず劣らず顔色は悪い。どころか、皇帝グール・メフィウスのいる場所に近づくにつれて、いまにも卒倒しかねないばかりになった。

（い、いかにするべきか）

　ナバールはいく度たびとなく自分に問いかけていた。飛空船での道中は、あたかも処刑台への、もしくは血肉に飢えた竜たちの待ち構える剣けん闘とう場じようへの道のりそのもののようであった。追いつめられた獣けものさながらにびくびくとし、かと思えば、身の世話をしていた女おんな奴ど隷れいたちを粗そ相そうもしていないのに怒ど鳴なりつけ、さらには拳こぶしまで振るった。もともと彼は女性を蔑さげすんでいる面があった。

　ソロンに辿たどり着いたいまも、明めい確かくな答えは出ていない。フェドムたちの抱いていた危き惧ぐそのままに、いっそのこと彼らの情報を洗いざらいぶちまけて、自分だけは罪を逃れようかとも思った。

（しかし……、いまの皇帝が、それだけのことでわたしひとりを見逃してくれるかどうか）

　真っ先に拷ごう問もんにかけられた挙句に、あることないことを吐かせられ、人も財産も取りあげられて家そのものが潰つぶされてしまうのではないか。

　軍人にしては、ナバールは肥満体である。それもあって、額ひたいを伝う汗はとめどない。

　ナバールは謁えつ見けん用ように用いる広間ではなく、主宮殿のあちこちにある皇帝専用の部へ屋やの控えで待たされた。

　ナバールの大きな身体からだが、その一分ごとに削られる思いがした。グールから招かれたのは、半時間後である。

　グール・メフィウスは机上に地図をひろげていた。傍かたわらには、グールの軍事的参さん謀ぼうをつとめる者たちが数名、顔を揃えている。

「そのほうを呼び出したのはほかでもない」

　グールは切り出した。「は」と応じるナバールの声はかすれている。

「ナバール」

「は、ははっ」

「そのほう、以前、タウランを武力で制して、三国関係からの脱却をとなえていたな」

　グールは数枚の書類を取り出していた。まだガーベラとの十年戦争がはじまる前、ナバールは確たしかに征タウラン論ろんをとなえており、父と協力して練った作戦を皇帝に届けている。結局、ガーベラとの戦争がはじまったのでその意見は封殺されたままになっていた。

　が、

「十年前の論であるが、なかなか興きよう味み深ぶかい。ここに、近年、西方に派遣した斥せつ候こうからの報告をまとめた書類もある。これをそなたに預けよう。参さん謀ぼうたちと協力して新たな作戦を練りあげよ」

「は──、は？」

　かしこまるナバールの顔に、汗の光がおびただしい。

　グールは、そんなナバールを前に、不気味ともいえる表情で笑えんだ。

「ただし時間はさほどない。待てたとしても、一週間。──できるな？」
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　オーバリー・ビランの邸宅が火事になった──、

　という報告を受けているところへ、来客があった。

　ノウェ・サウザンテスは、瑠る璃りの指ゆび輪わをはめた手を振ると、使者を別の出入り口から消えさせて、来客のほうを室内に通した。

「誰だれか来ていたか？」

　部へ屋やに入るなり、前触れもなしにいうのは、ガーベラ第二王子ゼノン・アウエル。こういう、いかにも戦いくさ場ばを駆け巡ってきた戦士らしい無骨さと、王族、貴族としての礼節やきらびやかさ──いい換えるならわずらわしさ──を同居させるこの王子の性格を、ノウェもだんだんつかめてはいた。

「たいした用向きでもありませんでしたので、帰しました」

「そうか。待たせてもらってもよかったが」

　ゼノンとノウェ。以前ならば、宮殿内でもなかなか見かけられなかった顔あわせである。それが、いまや互いの私室に行き来するような仲だとは、ふたりをよく知る人物であればあるほど、にわかには信じがたかったにちがいない。

　ゼノンのほうは、ノウェの智ち謀ぼうなど騎き士し道どうに反するものだと公言するほど嫌っていたし、ノウェはノウェで、立場上ゼノンに反論することはなくても、常に皮肉そうな光を目に宿したこの男のこと、どこかでかゼノンを軽んじていたのはまちがいなかった。

　そんなふたりであるから、ザイム砦とりでを巡るエンデ公子エリックとの戦いにおいてなど、互いの行動が喰くいちがい、思いも意志もすれちがった余りに、あわやゼノンが敵に捕ほ縛ばくされかねないところまで追いやられた。メフィウス皇子ギルの援軍がなければ、確かく実じつにそうなっていたであろう。

　が、その窮きゆう地ちがあればこそ、自らへの過信を悔い改め、ふたりは互いの能力を認めあうこととなった。

　しばし、ふたりはどうということもない会話をした。運ばれてきたお茶は、ノウェの好みで冷やしてある。飛空船の運用が活発なガーベラは、海を越えた北方の土地に、万年雪の山から削り出した氷を貯ちよ蔵ぞうしておく洞どう窟くつを保有しており、年に数度、高価なこの氷が市場で売りに出されることがある。

　ノウェは洒落しやれ者もので知られる割には、部へ屋やの調ちよう度ど品ひんなどはごく質素なもので、私生活にあまり金をかけるほうではない。そんな彼が楽しむ、数少ない贅ぜい沢たくのひとつだった。

「メフィウスでは、ギル皇子の葬そう儀ぎもまだなようだな」

　ゼノンが本題を切り出した。

「これでは、ビリーナを強引につれ戻すこともできん。皇帝グール・メフィウスはなにをためらっているのだろう。息子の死が信じられず、宗教に逃げたという説もあるようだが、十年戦争を戦った相手が、それほど惰だ弱じやくとも思いたくない」

「グールも高こう齢れいの域にあります。長男ギル・メフィウスは歳としを経てからようやく得た後継者であるため、その執着も多少ならずあった、と考えても不ふ思し議ぎではありませんが」

「が？」

「宮廷での話を多数耳にしていると、ギル皇子はむしろその父に疎うとまれていた様よう子す。十三のとき、正式に皇太子となったのちも、皇族の遠とお縁えんにでももっと才の秀ひいでた男子がいれば、これを覆くつがえすこともやぶさかではない、とグールは発言していたほどです」

「ふむ」ゼノンは妹によく似た、柔らかな白金プラチナの髪を撫なであげた。「おれも、噂うわさでギル・メフィウスの『うつけ』ぶりは知っていた。あの皇太子が国を継げば、メフィウスもさぞ弱体化するだろう、とガーベラ騎き士しのほとんどが望みを抱いていたほどだったからな」

「わたしも、その噂でいささか油断させられました」

　ノウェはきわどいことを口にした。彼が、メフィウスの建国祭を利用して、かの国の弱体化を図ったのは独断行為である。結果はギル皇子の手によって失敗に終わらされたが、そのときノウェはガーベラ国王女、すなわちゼノンの妹を暗殺しようともしているのだ。

　それがガーベラのためだと信じればこその行動だったが、果たしていまの自分に同じ計画が実行できるか、といわれれば、ノウェは疑問を抱かざるを得ない。

（おれも甘くなったか。いや、国からあれほど愛される王女ならば、別の使い道もあろうと思えるようになっただけだ）

　人と人の信頼や絆きずなは、決して馬ば鹿かにしたものではない。自らそれを苦手と思えばこそ、求心力のあるゼノンやビリーナといった存在は、ガーベラに、そしてノウェにも必要不可欠なものだった。

　ゼノンのほうは、その『油断』とやらを、ごく一般的な意味で受け取った。ザイム砦とりでを巡るギル、エリック、ゼノンの三者会かい談だんにおけるメフィウス皇子の立たち居い振ふる舞まいを思い出しながらひとつ頷うなずいて、

「噂も当てにならぬと思ったものさ。認めるのも口くち惜おしいが、会談で終始ペースを握っていたのが、あの若い皇子であったのはまちがいない。父と不仲であったというなら、あるいは、グールは息むす子この才覚をこそ恐れていたのだろうか？」

「ガーベラに救援してはならじ、と皇子に釘くぎを刺したという情報もあります。自分を無視して英雄的活かつ躍やくをする存在を、為い政せい者しやが面おも白しろく思わぬのもごく当然。たとえそれが次期皇位継承者であれ、血をわけた実の息子であれ。いまだ権力への執着旺おう盛せいな現皇帝としてはね」

「ギルが生きていれば、むしろいまよりきな臭い状況にあったかもしれぬということか」

　ゼノンは、やるかたなさそうに肩をすくめた。それから宙をにらむ仕し草ぐさをして、

「しかし、いまのメフィウスとて十分危うい情勢にある。ビリーナを置いてもおけぬが、さりとてここで強引に引きあげるようなことをすれば、ガーベラにも火の粉が飛びかかってきかねん。国が混こん沌とんとしているときこそ、矛ほこ先さきを他勢力に向けやすいものだ。外敵があれば、どうあれ、味方はまとまらざるを得ないからな」

　ゼノンも、メフィウス皇帝がエンデに接近しつつあるという情報は耳にしている。実際、三者会談の折、エリックがそのようなことをほのめかしていた。もっとも、エリックには兄の公子ジェレミイがおり、彼もまた別ルートでメフィウス皇帝とつながりを持っているらしい、と聞かされて顔がん面めん蒼そう白はくになっていた。

　エンデはエンデで内ない憂ゆうを抱えている。ではガーベラはというと、これもまた一枚岩とはいいがたい状況にあった。

「姫の今後について、兄君や陛下はなんとおっしゃられております」

「煮えきらん」ゼノンはそれが自分の恥であるかのように片かた頰ほおをゆがめた。「とりあえず、いまは待つしかあるまいということだが──、メフィウスとの同盟をどうするかについても未定のまま。ここは国内をまとめる意味でも、確かつ固こたる言葉のひとつも欲しかったところだ」

　ゼノンが嘆いたのも、現在、ガーベラの情勢がふたたび怪しくなりかけているからだ。

　皇子ギルの死を契けい機きに、国内世せ論ろんも割れている。皇太子の死去を好都合とばかり、王女を手もとに戻して、メフィウスとの決着をつけるべし、と、またぞろメフィウスとの同盟を面おも白しろく思っていなかった者たちの発言が活発になりはじめた。エンデが政情不安定ないまが時期的にもちょうどいいという。そうした発言者たちは、大半がリュカオンの信奉者。彼がザイム砦とりでにおいて決起した影えい響きよう力りよくはいまだ大きく、ガーベラの騎き士したちのあいだには彼を殉じゆん国こく騎士として奉じるべきだという意見もおおっぴらに出はじめている。いうまでもなくリュカオンは国家への反逆者。これは、すなわち王家の威信減退をもあらわしている。

　騒そう乱らんの起き爆ばく剤ざいになりかねないそれらのことについて、ふたりはあえて触れなかった。と、

「しかし、あれも不ふ憫びんな妹だな」

　ゼノンがそうこぼした。

「乱世に生まれた女の定めとはいえ、少女の身にして、あれやこれやと運命を流転されるのだから」

　思えば、確たしかにビリーナはこの一年足らずで嫁とつぎ先さきが二度も変わっている。

　まずは一年前に、リュカオンとの婚約が決められた。そのお膳ぜん立だてをととのえたのはほかならぬノウェであり、ゼノンもそれには賛さん同どうしていた。

　が、エンデ側からの接近により、至急軍事的同盟を結ぶ必要に迫られたガーベラ現国王アイン・アウエルは、秘密裏にリュカオンやゼノンを説得し、ビリーナをエンデ公子エリックに嫁がせる準備をはじめた。

　その矢先に、メフィウスから和平の申し入れがあった。

　アイン・アウエルは葛かつ藤とうの末、エンデとの交渉が非公式なものであったこともあり、メフィウスとの同盟を選んだのだ。

　こうして、本人の意思とかかわりなくあれこれと嫁ぎ先が変えられ、それでもようやくのことでメフィウスに落ちつくかと思われたころあいになって、今度はそのメフィウス皇太子ギルの死去であった。

　これには、ノウェといえど一種の同情を感じなくもない。

　が、そうした感情とは裏腹に、いまのビリーナがおかれている境遇を、ノウェは冷れい徹てつな視点で観かん察さつもしている。ビリーナの進退についてはメフィウスでも論ろんがわかれていると聞くが、

（皇帝が皇子の葬そう儀ぎをおこなわずにいるのは、むしろ率先して王女を足止めするつもりでいるのではないか）

　ノウェはそう見ている。近いうちに、なにか大掛かりな行動を起こすつもりでいて、その際、ガーベラがメフィウスに手出しできぬよう、あえてビリーナを残しているのではないかと。

　そうしてメフィウスの動向に注意を払う一方で、ガーベラ国内にも目を向けねばならなかった。

（リュカオンの件については、生前、彼を英雄としてあと押ししてきたおれに責任がないわけでもない。彼の信奉者たちにじかに会わねばならぬかもしれんな）

　人を諭さとすことについては自信の持てないノウェだったが、彼らと王家とを対決状態に持っていってはならぬ以上、王家の人間たるゼノンにはまだ任せないほうがいい。

「近々、マヴァントに戻られるとか」

「ああ。騎き士し団だんの編へん成せいをやりなおしたい。マヴァントにはおれの隊も複数詰めたままだからな、何人か、久しぶりに顔を見ておきたい者もいる」

　ゼノンはゼノンで、ギル皇子亡きいま、三国関係がほんの少しのほころびでまた崩れかねないことをわかっているのだろう。準備に余念がない。と、

「その前に、コチュン家のほうに顔を出さなくてはならんのだ。宴うたげに呼ばれていてな」

「それは」

　お気の毒さま、とはいわず、ノウェは心持ち微笑ほほえんだだけだ。ガーベラのコチュン家といえば、有力な貴族の家柄だが、その出自から、『金貸しの家』などと陰口を叩たたかれることも多い。いままで、ゼノンはことさらにこの家とは距きよ離りをおいてきた。

「リノア・コチュン嬢じようによろしくお伝えください」

「なんだ、おまえも誘おうかと思っていたところだが。ああいう場は、おまえのほうが如じよ才さいなくやるだろう」

「わたしは、リノア嬢に嫌われておりますれば。多た分ぶん、以前の王子と同じ理由で」

　はっきりしたものいいにゼノンは笑った。

　茶は、最後のひと口まで冷えている。










　三章　その後の英雄
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「あの子がどこにいったか知らないか」

　そう声をかけられたギリアムは、すでに真まっ赤かな顔をしていた。いまのいままで上じよう機き嫌げんだった彼が、声をかけてきた人物をひと目見るなり、なぜか一いつ瞬しゆん気まずそうな表情になったが、

「おお、シーク。どうだ、おまえも一いつ献こん」

「いや、遠えん慮りよしておくよ」

　場所は、エイメンの中央通りにある旅籠はたごの一階。

　ギリアムは多くのゼルド人たちにかこまれている。彼らに乞こわれるがままに、ここエイメンでの戦いについて熱ねつ弁べんを振るっていたところだ。

　なにしろ、ガルダを討うち取ったオルバ隊の一員である。姿を見かけては、酒に誘ってくるゼルド人たちも数多い。英雄英雄ともてはやされながら、ギリアムも勧められれば勧められたぶんだけ酒を口にし、半分以上はほらで誇張した武勇伝を得々と語っている。

　シークはこっそりとギリアムの耳もとで囁ささやいた。

「あまり、浮かれすぎないほうがいい。ゼルド人の皆が皆、メフィウス人を好きになったわけじゃないのだからね。下へ手たをすれば、やっかみもあって後ろから刺されかねないよ」

「わかっている。だから逆に、これくらい浮かれていたほうがいいのさ。むすっとしてたんじゃ、もっと反感を買うだろうからな」

「なるほど、そういう考え方もあるだろうが」シークは、ギリアムに負けず劣らず赤ら顔のゼルド人たちを見わたしてから、「それより。あの子を知らないかい？　昨夜ゆうべから姿を見ないんだが」

「さあ。お偉いさんのところに招かれてるんじゃないか？　ガルダを討うった張本人だからな。そりゃ、おれたちよりよっぽど引く手あまただろうさ」

　ギリアムはいつになく早口だった。酒が進みすぎたのか、首筋に多量の汗を搔かいている。「そうか」とひと声残して、シークは旅籠屋をあとにしようとした。そこへ、

「あっ、あれ。オルバ隊のシークさまよ」

「シークさま、どちらへ？」

　見ばえのする双剣使いは、ゼルド人女性にも人気の対象だ。本来、女性らしい振ふる舞まいをする男子は好まれない土地柄だが、いったん英雄として名をあげれば、そうした点もむしろ異国人らしさを強きよう調ちようして、流行に左右されやすい気質の人々には新しん鮮せんに見えるらしい。

　シークも、いつもならうるさそうに追い払うところだろうが、そこは先ほど本人も口にした、民族感情の問題がある。精いっぱいの愛敬を振りまきながら、足早に去っていった。

　それをなんとはなしに見送ってから、ギリアムは髭ひげについた麦酒の泡を拭ぬぐった。隣となりにいた同じ隊の傭よう兵へいタルコットに、

「さて。気をつけろよ、タルコット。おれたちがあの坊主をどうしたか、あとで知れたら、あいつのほうこそおれたちを滅めつ多た刺ざしにしかねないぞ」




　ここエイメンはガルダ軍の手に落ちて以来、男手は兵隊に取られ、女子供はその大半が人質にされて建物に押し込められていた。ガルダが討ち取られると、ゼル・イリアスにつれていかれていた王族も戻ってきてはいたが、食しよく糧りよう庫こはとうに空であり、経済も機き能のうしていない。農場では半分も実っていない作物すら刈り取られていたほどだったから、復ふつ興こうの見通しがなかなか立たない状況だった。

　しかしここには、いま多くの軍兵が集まっている。

　ガルダを討った西方連合軍は、兵力の半分を故郷の地に返したものの、残り半分はここに留とどめたままだった。各国の王や太守たちも多くがエイメンに残り、これからのことを連日話しあっている。

　為い政せい者しやたちの命令で、各地から食糧や酒がエイメンに運び込まれていた。また、各国から資金を集め、ガルダの跳ちよう梁りよう以来止められていた北方との貿易もすぐさま再開された。いまのところ、利益の半分ほどはエイメンに還かん元げんしている。

　人が集まれば、商売人もやってくる。西方では現在関所は意味をなさず、国境を越える際にむしりとられる税金もない。手持ちの少ない資金と物資とで、地元の人間たちもたくましく商売を再開させつつあった。

　ガルダ討とう伐ばつからまだ一週間ほどしか経たっていないが、西方はいまのところ砂混じりの風に血の色を舞まわせることもなく、いつにない穏おだやかな時間を過ごしていた。

　そんななか──、

「おれは帰る。あとはおまえたちで好きにしろ」

「おっと、今晩はそうはいかないんだよ、隊長」

　昨さく夜やのこと。

　そのときもしたたかに飲んでいたギリアムとタルコットは、左右からひとりの男を足止めしていた。

　仮面をつけて、武人たちのなかでは小柄にも見えるその男は、往来でも人目を集めている。いわずと知れた、魔ま道どう士しガルダを討うった『アークスの剣士』──オルバである。

　三人は、立派な門構えをした建物の前にいた。もとは豪商人の屋や敷しきだったが、主人がガルダ軍に殺され、空き家になっていたところを、ゼルドの女ぜ衒げんたちが共同で買い取って、娼しよう婦ふに客を取らせている場所である。窓のあちこちから灯あかりが洩もれていた。

　タルコットがオルバの腕を抱えたまま、得々と語った。

「タウランの地では、踊り子を兼ねた娼婦を舞まい姫ひめと呼ぶんだそうだ。普通の娼婦よりも数段格が上、ってところかな。教養も芸事も、基き礎そから叩たたき込まれている。気位も高くて、特別に客におもねることもないし、逆に嫌われちまえば客のほうが追い出される。なかには王族に身受けされて、そのまま后きさきになる例だってあるくらいさ。こういう舞姫と一人前に遊べてこそ、ゼルド人では『通』ってことになる」

「それがどうした」

「隊長もいまから遊ぶんだよ」ギリアムは赤ら顔をオルバに近づけて、酒臭い息を吐いた。「安心しろ、話は前もってつけてある。あのオルバが来てくれるんなら店の格があがる、ってんで、ほとんどただに近いような料金だ」

「なんでおれが」

　オルバがふたりの腕を振りほどこうともがいている。足は半ば宙に浮いていた。部隊を指揮するときには、その仮面の効果もあって年ねん齢れい不詳の雰囲気をも漂わせる彼だが、いまは本当にそこらの十六、七の少年と変わらない。

　あれが噂うわさのオルバか、と見守っていた人々のなかにも、「同じ仮面をつけた、目立ちたがり屋の偽者じゃないのか」などと見限って、去っていく者とて多数ある。ギリアムはにやにやとして、

「女に興きよう味みがないわけじゃないだろう」

「初対面の女に、なにかしようって気にはならねえ」

「そりゃ変わってんな」タルコットがしげしげとオルバを眺めた。「初対面で、しかも金のつきあいだからこそあとくされもないんじゃないか。恋に生きるのもいいがね、その合間合間に女遊びで男を磨いていくのが真の洒落しやれ者ものなのさ」

「放せ」

「まあまあ、こりゃ隊長、おまえさんのためでもあるし、ひいてはおれたち他国出身者のためでもある」

「なに？」

　いまにも嚙かみついてきそうなオルバに、ギリアムは説明した。

「仮面をつけた英雄、ってのは物語のなかじゃいかにも謎なぞめいていていいが、現実じゃうさん臭いだけだ。それも、みんなにもてはやされているのに、ぶすっとして、酒の席にも加わらない、女とも遊ばない堅物となるとなおのことでね、あいつにはなにか裏があるんじゃないか、と痛くもない腹を探られることになるし、やっかみも相当なもんだ。そりゃあいつはおれたちにできないことをやらかした、ああ、すげえ、だから、あいつはあんな態度でおれたちゼルド人を見下していやがるんだ、ってな」

「──」

「舞まい姫ひめには五つの階級がある」抵抗をやめかけたオルバに、今度はタルコットがいった。「そのなかで中級の、それも、ゼルド人の目からしていちばん器量の悪そうな娘を選んで遊ぶんだ。なんだ、メフィウス人の好みってのは変わってるな、と思われるくらいでちょうどいい。ただそれだけで、親近感が湧わくってものさ」

「それが嫌いやなら、もっと浮かれてみせろ。酒を飲め。はしゃいだ挙句に、アークスに叱しかられてみろ。そっちのほうがおれにはよほど難むずかしそうに思えるがね」

　オルバは抗弁しなくなり、もがいていた足の動きも止めた。

　チャンスとばかり、ギリアムとタルコットは、オルバの背中を半ばどやしつけるようにしながら店のなかへと入った。屋内に一歩入ると、そこかしこから嫋じよう々じようとした笛の音が聞こえてくる。

（うまくいった）

　とふたりはオルバの背後で目配せしあった。

　もともと、オルバをつれてくれば無料にしてやる、と店主にいわれての計画だから、先ほどの長々とした理屈はあとづけもいいところだ。ギリアムは、

「力ずくで連れていくか」

　といったのだが、それにタルコットがかぶりを振った。

「あの隊長さん、相当難なん物ぶつに見えるが、実際は単純そのものだとおれは見ている。まあ任せといてくれ。おれにかかればいちころさ」

　オルバを説得するための理屈を練りあげたタルコットは、しかし自分が口にすると信しん憑ぴよう性せいに欠けるというので、ギリアムに説得役を任せた。このあたり、自分のことはよくわかっている。本人曰いわく、「つきあいの浅い男に好かれた試しがねえ」らしいから、女性相手は別だと信じている節もあったが。

　奥へ進むと、薄うすい衣を裸身にまとった踊り子たちが複数いた。

　ほのかな灯あかりに褐かつ色しよくの肌が複数浮きあがって、笛の音とともに時に激はげしく、時にやさしく舞まい踊っている様は、どこか浮うき世よ離ばなれした、別世界に迷い込んだような錯さつ覚かくに陥らせる。

　客たちは酒を飲みながらそれを見物し、相手を決めるようだ。ただしギリアムがいったように踊り子たちには階級があって、上の者は誘いを断ることもできる。一いち見げんの客ならばなおのことだった。客は踊り子たちに顔を覚えてもらえるよう、何度も通い詰めなければならず、また、贈おくりものや話題を豊富に取とり揃そろえて、気を惹ひきつづけねばならなかった。

　高級舞姫と契ちぎりを結んだというのは、ゼルド人男性としてステータスになり得るから、ただ一夜の快楽を求めるだけでない、熾し烈れつな競きよう争そうがそこには存在する。

　オルバは、いわれたとおり、中級──俗に、「花の位」と呼ばれる──の舞姫たちがいる区画に足を運んだ。むっとするくらい、化粧と、室内に炊たき込められた香の匂においがきつい。

　あのオルバが来たとあって、一いつ瞬しゆん女たちが動きを止めかけた。えもいわれぬ緊きん張ちようと高揚感が走る。とはいえ、そこは教育を仕込まれた女たち、すぐに踊りを再開したものの、円座を軽やかに舞まいながらも、ねっとりとした視し線せんを仮面に当てるのは忘れない。

　オルバはほかの男たちと同じく、地べたに座り込んだ。酒を飲む振りをしながら、女たちをあれこれと見比べてみた。ギリアムがいうには、ゼルド人から見て器量の悪い娘を選べ、ということだったが、

（くそっ、ゼルド人の趣しゆ味みなんかわかるものか）

　舞まい姫ひめたちは、目鼻を派は手でに飾りつける独特の化粧をしているから、どれも同じに見えて仕方ない。

　そよそよとした風の音にも似た曲が奏かなでられている。女たちは円をつくって、目には見えぬ月を愛めでるかのように、いっせいにまろやかな腕で宙を撫なでた。それぞれの指が床を掃はいたと見えたとき、笛の音が一転、激しいものへと転じた。

　いつしか女たちの両手には短剣が握られている。今度は戦いの舞ぶ踊ようだ。長い、しなやかな脚が右へ左へとすばやく位置を変えては、隣となりの舞姫と交差する。短剣同士が中空で絡みあい、太ふと腿もも同士が触れあって、体たいを入れ替えた両者が、また隣となりの舞姫へと挑んでいく。

　踊りそのものは見ごたえがあったが、

（馬ば鹿か馬ば鹿かしい）

　オルバは苛いら々いらとして、何度も脚を組み替えていた。

　ギリアムやタルコットのいうことにも一理ある。──そう思えばこそ、店内に足を踏み入れたオルバだった。自分が、場に迎合するのを得意としないことも、そして周囲から注目される立場になればなるほど、それが致命的な反感を買いかねないということも、彼は十分に承知していた。

　メフィウスの皇子ギル・メフィウスとして振ふる舞まっていたときならば、そういうこともあるていどは無ぶ難なんにやりこなすことができた。自分には芝しば居いの才能があるんじゃないかと自負したくらいだが、しかし、もともと剣けん奴ど隷れいの身分に過ぎなかったオルバだ。『皇子』という役柄はあまりに現実離ばなれしすぎていて、逆にいえばそうだからこそ、お芝居を演じるような気分でこなすことができたともいえる。

　そこへいくと、『英雄』という役柄はなかなかに難むずかしい。こちらを注目する視線ひとつごとに、期待される役柄が異なる気がする上に、なにしろ今度は別名の別人格を演じるわけではなかった。加えるなら、ゼルド人とメフィウス人の問題もある。態度を誤れば、英雄どころか、憎しみの対象になるだろうということも、当然オルバは予期していた。

　だからこそ、ギリアムたちの強引な誘いに一応は乗ったオルバではあったものの。

（もういい。知ったことか。別の方法を考えりゃいい）

　そう思い、席を立とうとした。

　瞬しゆん間かん、ひとりの踊り子が彼のほうへと倒れかかってきた。蹴けつまずいたのだ。

　短剣の切っ先がオルバの仮面へと迫った。思わず周囲から悲鳴があがったが、ひょいと右手をあげたオルバは、女の手首を摑つかむ一方で、もう片方の手で倒れかかってきた腰を軽々と支えた。

　間近で見ると、目のぱっちりした──というより、やや目の大きすぎる娘である。ぱちくりと瞬まばたきする娘と正面から見つめあっているうちに、舞まい姫ひめたちの指し導どう者しや格と見られる中年女が走り寄ってきて、オルバに非礼を詫わびた。それから鬼のような形ぎよう相そうで舞姫のほうを見て、

「ヤーニ！　おまえはまったく、いつになったらあたしに楽させてくれるんだい」

「ご、ごめんなさい、姐あねさん。ちょっと、気を取られちまって」

「気を取られた？　舞姫が踊りの最中に？　そりゃお上手じようずな言い訳もあったもんだね」

　女は、本当の意味での言い訳はしなかった。オルバは一部始終を見ていたのだが、実際のところ、ヤーニと呼ばれた舞姫のせいではない。彼女の後ろにいた踊り子のほうがオルバに気を取られすぎて、身体からだがぶつかったのである。見ると、後ろの踊り子は年若く、まだ十代後半といったところだ。怒りの矛ほこ先さきが向かうのを恐れてか、化粧した顔が青ざめている。

　それで、オルバの胸が固まった。

　のちのちのことだが、仲間の踊り子たちにいわせれば、

「ヤーニはうまいことやった」

　というところだ。




「お客さんもだいぶ変わっている」

　二階に取った部へ屋やのなか、オルバとヤーニは差し向かいに酒を飲んでいた。

　肌にまとわりついた汗は、互いの体温の名残なごりを残している。

「そうかな」

「どうして、あたしを選んだの？　もっときれいで、踊りのうまい娘はいくらもいたでしょうに」

「さあ」

　ヤーニはこの珍客をやや持て余し気味になった。

　ちびちびと酒を舐なめるように口にしながらも、ヤーニの振る話題には乗ってこない。目もずっと伏せがちである。情事を済ませたあと、女に冷たくなるような露ろ骨こつな男など、舞姫のなかではいちばんに嫌われる。

　今夜の相手がヤーニでなければ、オルバには悪い噂うわさのひとつも立ったかもしれない。彼女の歳としは二十五。経けい験けんもそれなりにある。それで、赤くなったオルバの首筋を眺めた彼女は、

（この人、照れている）

　と気づいた。

　遊びには不ふ慣なれなのだろう。くすりとした笑えみがヤーニの唇に浮かんだ。

（父とうさんに似ている）

　実直で、口数の少ない父だった。朗ほがらかに笑ったところを見た記き憶おくさえほとんどない。だからといって、終始不ふ機き嫌げんというわけではなかった。ヤーニより五つ年上の姉が結婚式を迎えたとき、父は珍しく酒を飲んで、人前で歌って、笑い、そして人知れず泣いていた。

　そんな父は六年前、近きん隣りんの都市国家と起こった小こ競ぜりあいで兵士として徴用され、帰らぬ人となった。ヤーニが舞まい姫ひめに志し願がんしたのはその翌年である。

　ヤーニは、オルバとのあいだに生じる沈ちん黙もくを、知る限りの歌で補った。

　その後、横笛を披ひ露ろうした。しばし、情感のある、しなやかさをも感じさせる音色が響ひびきわたった。なによりオルバが関心を示したのがこの笛だった。

「舞姫は、皆、笛が得意なのか」

「ゼルド人の女性は、みんなうまいよ。たしなみのひとつだからね。だけど、あたしほどの腕前はそうはいない」

「ほう」

　西方タウランの横笛は、北との交易においても人気の高い輸ゆ出しゆつ品ひんのひとつだ。

　オルバが気に入った様よう子すなので、数曲、さらに吹いて聞かせたあと、

「気に入ったのなら、一本、つくらせようか。あたしたち舞姫専門に笛をつくる職しよく人にんがいるのよ」

「なら一本──いや、二本、つくってもらえないか」

　ヤーニは微笑ほほえみ、それからオルバの目を仮面越しに見つめて、

「余計なお世話かもしれないけれど。もし、女性へのタウラン土産みやげなら、ふたりには別々のものをあげたほうがいいと思うよ」

　そういって、またオルバを赤面させた。




　そういうわけで、二日目は、オルバ自ら足を運んだ。

　笛の細工を指示するためで、その図案は絵の得意なタルコットに描かせている。大層からかわれるのを覚悟していたオルバだが、タルコットは自分の得意領域においてはある種ストイックだった。頼んだその数時間後には、何枚ものデザインができあがっていて、

「気に入ったものがあるかね」

　などと、やや心配そうに聞くタルコットのそんな一面は、オルバにも意外だった。

　そのなかから二枚を選んでヤーニに持ち込んだオルバは、それだけで辞すつもりだったが、結局は、二日目もヤーニと寝た。

　忘れかけていた肌のぬくもりだった。

　オルバも、復ふく讐しゆうをただひとつの糧かてに生きていたときとはちがう。ガルダとの戦いも終えたいま、ふとした空虚な時間ができた。倦けん怠たいというのではない。ただ、次へ、そしてまた次へと前のみを見つめて階段をのぼっていたオルバが、次の段に足を踏み出そうとするその直前、自分の足もとを見つめるほんのわずかな間ができた。

　その、わずかな時間を女性の肌に包まれた。

　オルバも十代の少年だった。

　五日後、三度目に足を運んだときは、

「英雄どのはヤーニがお気に召したらしい」

「もっといい女をより取り見取りだろうに、いささか変わっているな」

　そんな噂うわさにもなった。羞しゆう恥ちを覚えたオルバだったが、どうせそうなることが目もく論ろ見みのひとつでもあった。噂の数々に耳まで赤くなりながらも、

（勝手にしろ）

　と思いながら館やかたへと足を踏み入れ、ヤーニの手から笛を受け取った。

　夜も更ふけて。

「手を取ったとき」

「はい？」

　髪を縛しばりあげながら、ヤーニが振り向いた。裸の肩が丸い。

「あの店で、最初に手を取ったとき、香の匂においがきつくなかった。だからだよ」

　ヤーニは勘の鋭するどい女性だ。「どうして自分を選んだのか」という問いかけに対する、数日越しのオルバなりの答えがそれだ、と気づいた。

　ヤーニは目を細めて笑った。




　　　　２




　その一報を受けたとき、

（逃げたか）

　アークス・バズガンはまず思った。

　ガルダ討とう伐ばつの英雄オルバに対してである。計ったとしか思えないタイミングだったからだ。

　連日連夜の会合だった。目の回るような忙しさがようやっとのことで一段落しかけて、さて、英雄と一いつ献こん交わすか、と彼を呼びにやろうとした矢先に、

「オルバどのから使者が来て、タウーリアへ戻りたい旨むねを伝えてまいりました。ただし、アークスさまはお忙しくていらっしゃるだろうから、連絡は落ちついたころで構わない、とのことで。昨さく日じつ、ここエイメンを発たった模様です」

「なぜ、タウーリアへ？」

「ここにいると、姿が目立ちすぎて身動き取れない、と仰おおせでした。西方はいまだ混こん沌とんとしていて、いかなる勢力に狙ねらわれるかわからぬ、と、すぐにタウーリアで防ぼう衛えいの任に就つきたいと」

（ふん）

　タウーリア領主はわかったような、わからないような顔で鼻息を噴ふいた。

　アークスのもとにも無む論ろん、タウーリアで謀む反ほん騒さわぎが起こったという情報は入ってきている。アークスが西方連合軍をまとめて、いよいよエイメンへ迫ろうかという時期に、アークスの甥おいであるラスワン・バズガンが、タウーリアの城じよう館かんを武力で制圧しようとしたという。アークスの弟トゥーンが抱える兵たちのなかにもラスワンの側についた者も多数いたらしい。その際に、父の代からバズガン家を補佐してきた大公ヒルゴは斬ざん殺さつされている。

　その謀反を喰くい止めたのが、ヒルゴの養子であり、タウーリアでトゥーン以外に『将』を名乗れる唯一の男ボーワン・テドス。そしてほかならぬアークスの娘エスメナ・バズガンであったと聞く。

（にわかには、信じがたい話だが）

　なにもかもが物語めいていて、いまだアークスには実感がともなわない。

　ラスワンは、アークスがメフィウスに古代王朝の玉ぎよく璽じを奪われた、というのを謀反の大義名分にしていたようだった。それはまったくの事実であったが、アークスにしてみれば、甥に勘づかれていた、という驚おどろきよりも、エスメナがほかならぬその玉璽を振りかざして、兵たちの士気を盛り返し、ラスワンに対抗した、という事実のほうが青天の霹へき靂れきであった。

　そのエスメナは謀反の混乱にまぎれて、ガルダ配下の者に連れさらわれ、エイメンまで運ばれている。そのため、父と娘はガルダ討とう伐ばつの直後に顔をあわせていた。しかし彼女は魔ま道どうによる影えい響きようのためか、心身ともに憔しよう悴すい状態にあった。

　一度、彼女を寝かしつけた天幕を訪れたアークスは、

「これを……お父とうさま。メフィウス皇太子ギルさまから、お父さまに、友好の証あかしとして」

　と、娘の手から軍配を受け取っている。古代王朝の玉璽もそのなかに確たしかにあった。一時はメフィウスの手によって奪われていたはずのものである。

　その経緯いきさつを詳しく知るより先に、娘の容態を心配した父は、わざわざ飛空船を用いて、ひと足先に娘をタウーリアへと返した。信頼の置ける第三兵団長ニダールを同行させ、謀反後のタウーリアの復ふつ興こうも命じてある。

「二日はガルダ討伐の祝いをさせよ。宮殿にある酒や糧りよう食しよくを解放してもかまわん。ただしそれだけだ。あとは戦時中と同じく民たみの暮らしも制限せねばならん。タウーリアは北との交易がもっとも遅れる土地だからな」

　そういった情勢にあるいま、オルバがタウーリアに戻って防衛の任務に就きたい、というのはいかにも殊勝な心がけのように思える。が、

（おれからの追及を避けたな）

　アークスにはそう見えた。

　一いち傭よう兵へいの身分ならば、仮面をつけていようが、たとえ顔がふたつあろうが構わないが、アークスの家臣のなかで──というより、西方全体のなかで──いちばんの手柄を立てた英雄となると、その仮面の下にいったいどのような顔があるか当然好奇の目が集まるし、その出しゆつ自じに様々な憶おく測そくが飛び交うこととなる。

　アークスにしてみても、思うところは多々あった。

（ただ一介の剣けん闘とう士しであったとは思えない。兵を使ったことがあるはずだ）

　しかしあの男、じかに対面したところ、歳としは相当若い。若いながら兵を使う身分にあるというのは、おのずと限られてくる。

（王侯貴族）

　アークスは、エイメンの王宮内にある広い一室をあてがわれている。ここに詰めて、周辺国のそれこそ王侯貴族たちと連日話しあっている。現在エイメンの門には、西方タウランに現存するほとんどの都市国家勢力が旗を出し、風にはためかせていた。彼らは不可侵条約を結ぶにいたり、それから、北との交易を再開するに当たっても、いままでのようにそれぞれが好き勝手にやるのではなく、もっと効率のいい手段を模索することにしていた。経済を立てなおし、復ふつ興こうを早めないことには、現在のタウランは、血肉に飢えた狼おおかみにとって格好の餌えさになりかねないからである。

（ゼルド人であれば、国を失った若い王子や貴族が、身分を隠して他国の傭兵になることも考えられるが、しかしあ奴やつはメフィウス人を自称しているし、それが真実でなくとも、少なくともゼルド人ではない）

「ふうむ」

　アークスは供の者に着替えを手て伝つだわせると、どっかと窓際にある長なが椅い子すに座り込んだ。

（どうあれ、放っておくには危険な男だな）

　しばし考えごとにふけっていたが、もとより、ひとりで物事を熟じゆつ考こうするに向いた性質ではない。行動の速さがアークスの取り柄でもあり、すぐさま第六兵団長ナトークを部へ屋やに呼んだ。

　ナトークに兵五十名を預け、彼にもタウーリア帰国を命じた。母国防ぼう衛えいのためだけではない。もうひとつ、彼には命令をいいわたしておいた。

「部下を使い、オルバを見張っておけ。ラバン老師の体たい調ちようが戻っている様よう子すなら、老師にも相そう談だんするのだ。いい換えるなら、老師と信用できる部下以外の人間にこの命令を表向きにしてはならぬ」

「はっ」

　ナトークは疑問を挟むでもなく、ただちに首肯した。

　彼を選んだのは、ナトークの実直な性格ゆえにであり、それ以外のもくろみはなかった。アークスはこのとき、ごく一部の兵たちのあいだで囁ささやかれているとある噂うわさ──ほかならぬ、オルバの正体について──を知らなかった。そういったこまごまとした情報収集は軍師ラバン・ドウの仕事であったからだが、もしこの場にラバン本人がいたならば、それらの情報をもとにして、やはり同じ任務をナトークその人にいいわたしていたであろう。

　つまりはナトークを選んだアークスの判断は、偶然であったとはいえ、正しかった。

　ただしそれが今後の西方タウランの情勢において、吉と出るのか、あるいは凶と出るのか──判断するには、いましばらくの時間が必要となった。




　ゼル・タウラン時代に整せい備びされた街道を、馬の列が進んでいく。

　かつての時代からすればあれこれつくり変えられてはいるものの、ここをいく限り、盗とう賊ぞくや、この混乱時に便乗して略奪行為を働こうとしている傭よう兵へい崩くずれに襲おそわれる心配はない。

　エイメンから南に下って数日、ソーマ湖が見えてくるころあいになれば、街道を守しゆ護ごする、ヘリオやチェリクの正規兵たちの姿も見えてきた。

　そんな道中、ギリアムは常に背中に突き刺さるような視し線せんを感じていた。

　ある意味で盗賊よりも恐ろしい、白々としたシークの視線である。オルバがヤーニという舞まい姫ひめに夢中になっている、という噂うわさはシークの耳にも届いていた。そしてそれがギリアムたちの差し金であることも、彼はすぐに察知した。

　無む論ろん、ギリアムはオルバ本人にも口にしたような理由を必死で説明した。シークは納得したのかしていないのか、それからほとんど無言である。

（これは、本気で後ろを狙ねらわれかねんな）

　歴戦の剣けん闘とう士しギリアムも、さすがに冷や汗を禁じ得ない。が、

「きみも、だいぶわかってきたようだね」

　ソーマ湖のほとりにある、旅人のための休きゆう憩けい所じよで、シークのほうからそう声をかけてきた。

「わ、わかってきた、とはなにがだ」

「あの子の扱い方がさ」

　及び腰になるギリアムを尻しり目めに、シークは馬たちが飼い葉を貪むさぼり食っているのをなんとはなしに見つめながら、

「あの子に感情的にものをいえば、喧けん嘩か腰ごしになる。だけど理を説くようにきちんと一から説明すれば、彼は案外聞く耳を持つものだよ。自分が経けい験けん不足なのは自覚しているのだろうね」

「そんな大げさなものかね？　女を抱くのにいちいち理屈が必要なのか──っと」

　シークは、じろりとした視し線せんでギリアムにそっぽを向かせたあと、

「まあ、いいさ。確たしかにあの一件で、ゼルド人たちもオルバへの複雑な感情がやや単純化したのはまちがいない。だけど、あまりぼくの知らないところで、あの子に関してこそこそやらないでくれたまえよ」

（まったく、乳う母ばのような奴やつだな）

　ギリアムはそう思ったが、さすがに口には出さなかった。長年来のつきあいである男のそんな顔色を読んでか、シークはやや笑って、

「ぼくはね、オルバが女と寝たことを怒っているんじゃない。いや、多少はそうした気持ちもあるかもしれないが、きみがぼくに隠してこそこそやっていたという怒りに比べれば、微々たるものさ」

「ほ、ほう」

「なんというんだろうねえ──。ぼくは、むしろうれしい気持ちもあるくらいさ」

「うれしい？」

「あの子が、やっと復ふく讐しゆうという枷かせから自分を解き放とうとしている。素顔のオルバがだんだん見えてくるようでね。これは、ほかではちょっと得がたい楽しみだな」

[image: ]

　ギリアムにはさっぱりわからない楽しみとやらだが、抗弁するような愚は犯さなかった。

　ちなみに傭よう兵へいたち五十名以上を率いて先頭をいくオルバは、仮面を外して、最初にタウラン地域を訪れたときのように包帯を顔中に巻いている。

　仮面をつけた剣士オルバとくれば、いまや西方中がその名前を知っている。いく土地土地で歓待を受けた。部下たちが喜ぶので、最初は仕方なくそれらを受けていたものの、しまいには我慢がならなくなって、包帯を選んだのだった。

「そろそろ出発するぞ」

　オルバが、ギリアムやシークをはじめ、兵たちに声をかけた。

「なんだ、もうか」休きゆう憩けい所じよで働いていた若い娘に声をかけていたタルコットが、うんざりしたように重い腰をあげる。「急ぎの旅でもねえだろう。もう少しゆとりを持ったっていいんじゃないのか？」

「急がない理由もない。さあ、馬に乗れ」

　オルバはにべもない。が、いわれてみてはじめて、

（急いでいる？──そうか、急いでいるか）

　オルバは気づいた。

　どこか、焦りのようなものが内心にあるのを認めないわけにはいかない。具体的に、なにか差し迫った脅威があるわけでもなかったのだが、

（そろそろ動かねば）

　ガルダを討うって以降、そうした思いが常にあった気がする。

　オルバは功を立てて名をあげた身分だ。幼少のころから憧あこがれつづけた『英雄』にさえなりかけている。

　だというのに、気分はまるで冴さえなかった。理由はいくらもある。錦にしきを飾るべき故郷はすでになく、顔を隠す不自由さからはいっこうに逃れられず、いつもなにかから逃げまわっている気さえする。

（逃げたか）

　とアークスが感じたのも、あながち噓うそではない。オルバは、彼に素顔を見せろと迫られるのを恐れていた。

（それで、なにが英雄なものかよ）

　街道の左右に立った衛えい兵へいが手を振っているのに、タルコットやシークらが応こたえている。仮面の英雄であると気づかれていなくとも、オルバはタウーリアの正式な甲かつ冑ちゆうを身につけているため、同志と見られているのだろう。

（さあ、これからどうする）

　エイメンを発たつ寸前には、そんな自問をしていたオルバだった。馬ば鹿か正直にタウーリアに戻らずとも、あるいは北の沿岸諸国をまわるか、西をさらに進んで砂漠へ足を踏み入れるべきか。選択肢は無限にある。

（いや──）

　しかしそう思うたび、オルバの胸になにか重くのしかかるものがあった。そんな未来を阻害する感情が、得え体たいの知れない形をとって胸に広がってくるのを感じる。

　胸をかすめるのは、西方での戦いの日々。エイメンの神殿でガルダと対たい峙じしたその瞬しゆん間かん。そして、

（逃げるのか）

（おれたちをおいて）

（あたしたちを放って、逃げる気か）

　ガルダの魔ま術じゆつによってあふれかえった闇やみのなか、亡もう者じやたちが叫んだ言葉の数々。一時は膝ひざを屈しそうになった。懐なつかしい顔にかこまれ、あるいは取り込まれて、そのまま心身が溶けていくのに委ゆだねそうになった。

　それを振り払ったとき、オルバは自らの仮面を外した。その瞬しゆん間かんだけは、オルバにも、未来へつながるひと筋の光こう明みようが見えたような気がした。ガルダを討うち滅ぼしたのちの西方タウランに待ち受ける未来、ではなく、ほかならぬ自分自身の、そして、彼がかつて皇太子として数々の苦く難なんを乗り越えたメフィウスの。

　だが、実際には、いまなお素顔を隠して、砂っぽい風の舞まう街道を、先ゆきも見えぬままただ馬を走らせていくのみ。

　ただ、

（タウーリアに戻れば）

　メフィウスの内情も知れるかもしれない──。

　そんな思いつきもあった。

　メフィウスにおいてのオルバは、復ふく讐しゆうがすべてだった。復讐のみが生きる目標であり、復讐こそが彼の糧かてであり、復讐により人格を陶とう冶やされて、復讐に導みちびかれてきた。

　振り返りたい思い出ばかりがあるはずもない。しかし、復讐という枷かせから放たれたいま、いままでとはちがった視点でメフィウスを見つめられる気がするのも確たしかだ。

　当然、オルバのなかで『メフィウス』という言葉はそれ単体などでは存在しない。いくつもの名前や顔がそこには付随していた。

　為い政せい者しやグールや、シモン、ローグといった重じゆう鎮ちんたち。ゴーウェンやホゥ・ラン、パーシルといったかつての仲間たち。

　そうした様々な顔が『メフィウス』にまとわりついて巡っていくなかに、ビリーナ・アウエルの顔もあった。『メフィウス』の内部にこそ存在しないが、少なくともその一部になろうと努力していた少女の姿。

　その微笑ほほえみが脳裏をよぎるとき、オルバの胸には鈍にぶい痛みが突き刺さった。

　メフィウスを離はなれる際、オルバは皇太子ギルの死を偽装せざるを得なかった。とともに多くの別れを代だい償しようとした。立場上、ビリーナには事情を説明することもできず、また無む論ろんのこと別れの挨あい拶さつなどもできなかった。

　そしてやってきたこの西方の地で、オルバは別の姫君と思わぬ形で再会を果たした。

　タウーリアのエスメナ・バズガン。

　ギルとして、わずか二度ばかり、顔をあわせたきりの少女だった。

　そのエスメナの憔しよう悴すいした顔が、オルバの胸にいまも焼きついている。

（ビリーナ・アウエルは──）

　考えまいとしても、どうしてもその名が浮上してきてならない。婚約者を亡くした彼女が、いま、メフィウスでどのような暮らしを送っているのか、そんな疑問がこみあげてくる。もっといえば、どのような顔をし、どのような声でしゃべって、どのように歩いているのか。

（馬ば鹿かな。ギルがいなくなった以上、もうメフィウスに留とどまる理由もない。さすがにガーベラへ帰っただろう）

　自分の思いつきを恥じるように、何度もオルバはそう思いなおすのだが、しかしタルコットに指摘されたように、ある種の焦りを彼は認めないわけにはいかない。

　空は晴天。

　赤茶けた大地に、まだこの目で見たこともないはずの異国の風景が重なって見えた。風に揺れる草花があり、やはり青くひろがる空があった。そこを、一いつ機きの飛空艇が駆けている。白金プラチナの髪をなびかせ、少女は故国の空を軽やかに舞まっている。

（翼つばさを、彼女は取り戻せたろうか）

　幻は、オルバが見あげる先から風に吹き流され、消えていった。
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　ネダインは、ビラクとソロンのほぼ中間に位置する。峡きよう谷こくに守られた砦とりでであり、メフィウス領内にあるほかの砦がそうであるように、小規模の都市も付随していた。

　当初は、交易都市であるビラクと帝都ソロンとをつなぐ、飛空船の中継基地のひとつに過ぎなかった。まだ西方のタウラン地域とも交易があったころの名残なごりであり、これが断絶した二百年前には、いったん基地を打うち壊こわして、ビラクと川を挟んで北東の位置に、北との交易をもっと効率的にするための海上船用の港を建設する予定であったという。

　が、その計画がはじめられたまさにそのとき、はるばる山を越えて北、ホーリン地溝周辺は獣じゆう頭とう人じん身しんの神を崇すう拝はいする都市国家イオにおさめられていたのだが、川をわたってこのイオの狂信者たちが群れなして押し寄せてくるという事態があった。

　メフィウスは基地に砦を急増する必要性に迫られ、そのときに現在のネダインの基き礎そができた。グールから数えて三代前、ヴラド高地一帯が地方の豪族に奪われた際にも、ソロン、イドロとあわせて三方からにらみを利かせることで敵の進軍を抑える役目を果たしている。

　加えて、当時から祭さい儀ぎを取り仕切っていた竜神教長老衆が、ビラクのすぐ東側は「卦けが悪い」と見立てた。同地域にはメフィウスにおいて貴重な森林資源が残っていることもあって、結局港の建設は断念。そのような経けい緯いで、ネダインは、ビラクとソロンとをつなぐ都市として現在も残されている。

　とはいえ、ヴラド高地もふたたびメフィウス領となった現在、国こつ境きよう線せんを守しゆ護ごするアプターや、交易で栄えているビラクに比べれば、いくらか寂れた雰囲気があるのは否めない。ただでさえ非文化的で無骨だと他国で陰口を囁ささやかれることの多いメフィウスだが、そのメフィウスにおいてさえ、「ネダイン人」とは「田舎いなか者もの」の代名詞でもある。

　さらに、ほんの半月ほど前には、奴ど隷れいひとりをかくまったかどで村ひとつが軍事部隊に消滅させられている。村々を押し包んだ恐怖は、都市部にも伝染して、高い城じよう壁へきの内側には、どこか身を切るような空気が流れていた。

　そんななか、

「ガーベラのビリーナ王女がやってくるらしい」

　という情報が入った。

　ネダインといえば、郊外に小さな剣けん闘とう場じようがあるきりで、娯楽の少ない土地でもある。ネダインの住民たちは、この噂うわさに浮かれた。

「なんでも、メフィウス女とは比べものにならないほど、白い肌をしていらっしゃるとか」

「しかしまた、なぜこのような時期にこのネダインへ？」

「ガーベラを救ってくれた礼を、サイアン将軍さまにしたいのだそうな」

「それもあるだろうけど、きっと、傷心を癒いやすためのご旅行でもあるんじゃないかしら。メフィウスを隅々まで歩いて、目に焼きつけてからガーベラへお戻りになりたいのだわ」

（ガーベラ王女。ギル・メフィウスの婚約者か）

　ネダインの砦とりで内ないを歩いていく剣士パーシルは、脳裏に王女の姿を思い浮かべようとしたが、彼とてソロンやアプターで遠目にしたきりなので、確たしかな実像を結ぶにはいたらない。ただ、まなざしの強さだけは記き憶おくしていた。

　パーシルは、『豪腕』とも『鉄腕』とも呼ばれた、歴戦の剣闘士である。剣奴隷にさせられ、妹とも離はなれ離ばなれにさせられた恨うらみを抱いて、一時はメフィウスを火の海に投じようともした男だった。

　が、その計画は、ザット・クォークなる男が権力を握らんとしたがために起こした謀む反ほんに利用されただけであり、また、そのどちらも、皇子ギル・メフィウスによって阻はばまれた。

　パーシルも本来なら死刑に処されるところを、ギルの手によって拾われ、皇太子近衛このえ隊たい直属の歩兵隊隊長にまで任じられている。

　アプターを巡るタウーリアとの戦いくさに参戦しており、また、その後に皇子がガーベラ援軍のためにザイム砦とりでへ向かった折にも同行、それなりの手柄を得た。

（この皇子。どういう男か）

　オルバという部下を通じて自分を騙だまし、メフィウスへの復ふく讐しゆうを止めたギルを、パーシルは殺したいくらいに憎んでいたが、しかし同時に、自分の抱く王侯貴族への印象を時折大きく裏切るこの男に、強い関心をも抱いていた。

（歴史に名を残す英えい傑けつとは、こういう男なのか）

　そうまで思ったパーシルだったが、ギルはその直後、アプターにおいて銃じゆう撃げきされ、暗黒に包まれたユノス川へと消えた。

　パーシルももちろん、捜索隊として川周辺をひたすら歩きまわった。彼は、アプターで戦功を立てたのちも兵として残ることを決めていた百名ほどの剣けん奴ど隷れいたちと行動をともにしていたが、ユノス川の北にある森のなかで、突然ゴーウェンに呼び止められた。

　ゴーウェンはゴーウェンで、もともとは同じく剣けん闘とうの世界に身をおいており、やはり出自を同じくする近衛このえ隊たい五十名ほどを率いていたのだが、

「どうやら皇子を狙そ撃げきしたのは、黒くろ兜かぶと団だんオーバリー麾き下かの兵士のようだ」

　と口を開いた。黒兜団の装具を身につけた兵を、部下の何人もが目撃したらしい。

「おそらく連中は西方へ逃げ込むつもりだろう。われわれはそのあとを追う」

「では、おれたちも」

　とパーシルがいいかけたとき、ゴーウェンは手を出してそれを遮さえぎった。手には、ずしりと重そうな皮袋を下げている。

「なかに、給金が入っている。いざというときのため、皇子からお預かりしていたものだ。部下たちに分配せよ」

「どういうことだ？」

「これだけ捜索しても見つからぬということは、もはや皇子は亡きものと考えたほうがいい。われわれは皇子をお守りするための近衛隊だ。たとえ首しゆ謀ぼう者しやを捕らえたところで、皇子を守れなかった責任を問われて処刑されることもあり得る。が、もともとはおまえたちがそうであるように、おれたちもメフィウスに犬畜生の扱いを受けた奴隷の身。皇子にお仕えこそしたが、メフィウスなどにふたたび鎖くさりをつながれるつもりはない。だから、ここで解散しよう」

　ゴーウェンの言葉に、パーシルの背後にいた兵たちがどよめいた。赤しやく銅どう色いろの肌をした老剣士はつづけて、

「われわれは皇子に恩義以上のものがある。せめてこの手でオーバリーを討うとう。その後、おれたちも解散するつもりだ」

「待て。では、おれたちもオーバリーを討つまでは……」

「大人数で接近すれば気け取どられやすい。おまえたちはいけ。われわれ奴隷を拾ってくださった、皇子のご恩に報いる唯一の方法だ」

　パーシルは、ゴーウェンのいかつい顔をじっと眺めた。

　その後、ゴーウェンと近衛兵が森を越えて、ユノス川を北から迂う回かいする道を選ぶのを見届けてから、パーシルは部下たちに貨幣の入った袋を預けた。

「パーシル、あんたはどうするんだ？」

　ひとり、貨幣を取ろうとしなかったパーシルに、ミゲル・テスという兵が聞いた。彼ももちろんもとは剣闘士だ。建国祭で開催された剣闘大会の折りには、あの鉄仮面の剣士オルバと戦ったこともある。

「おれは……」

　パーシルは答えあぐねた。彼は、ゴーウェンの態度に、

（なにかある）

　と思った。ゴーウェンとそれほど面めん識しきが深いわけではないが、さほど噓うそが得意な人間とも思えない。対面している際、ゴーウェンの視し線せんは逃げがちだった。

　皇子ギルは、策さく謀ぼうを巡らしてきた男だ。アプターでの攻防戦においてなど、味方であるはずの正規兵をも欺あざむいた面もある。もしや、とパーシルは感じていた。これもまたなにかの策略ではないのか。

　それはパーシルの勘でしかなかったが、自身のその思いつきを彼は捨て切れなかった。どこかでか皇子ギルの死を認められないという気持ちもあった。

（この目で奴やつの死し骸がいを見ないことにはおさまらん。もし仮にこれが奴の策謀であったとしたなら、またもあいつに騙だまされたことになる。あいつに笑われることになる。そんなものはもう二度とごめんだ）

　具体的にそこまで考えていたかどうか、いまとなってはわからない。なにか、理由が欲しかっただけかもしれなかった。アプター砦とりでへおめおめと戻っていく、愚かしい自分自身を納得させるだけの。

　なぜかミゲルも同行してきた。もともと、どこか飄ひよう々ひようとした面のある若者だ。こうした展開を面おも白しろがっているふうでもあった。

　翌朝になって、近衛このえ隊たいもまたアプターへ戻ってきた。ただしゴーウェンを含む、わずか数名のみだ。各都市から協力のため集つどいつつあった兵士たちがどよめきながら彼らを迎えた。ゴーウェンの甲かつ冑ちゆうはあきらかに真新しい血で塗装されていたのである。ゴーウェンは荒い息をつきながら、昨さく夜や起こったことを告げた。

　ゴーウェン自身が予期したとおり、彼らは、黒くろ兜かぶと団だん百名ほどがタウランとの国境を越えようとしているところを発見した。追われていると気づいた黒兜団は、ゴーウェンたちの発する問いかけに応こたえることもなく、抜剣。それでもはや言葉は必要なくなった。疑いようもなく、オーバリーとその部下たちは皇子ギルを暗殺した一味である。

　あとは剣と力にものをいわせた殺しあいとなった。ただし、黒兜団のほうはここで命を落とす愚を犯すよりは、と大半が逃げ腰になっていて、数で劣るはずの近衛隊の善戦を許した。

「あと一歩のところで」

　ゴーウェンは、血を吐くかのようにそういった。

　死力を尽くした戦いの末、ほとんどの近衛兵の命を犠ぎ牲せいに黒兜団を壊かい走そうせしめたが、首領格であるオーバリーを討うち洩もらしてしまった。

「相当な手傷を負わせたはずで、また、見る限り、タウランの方角には逃げられなかったはずだ。頼む、すぐに国境線を封ふう鎖さし、領内を捜索してくれ。奴の死に顔を見ないことには、おれは死んでも死にきれんのだ」

　そう訴えるゴーウェンを、パーシルは遠巻きにしていた。なにかある、という確かく信しんはこのときに深められた。パーシルほどの剣士が注意深く見れば、ゴーウェンや生き残りの近衛このえ兵へいが負っている手傷がごく浅いものであることはわかる。凄せい惨さんな戦いを演出しようとしてか、返り血を多量に浴びているように見せかけてもいた。

　なにより、近衛隊にいるはずのあの仮面剣士オルバ。彼の姿が見受けられない。森で出会ったときもいなかったはずだ。

　皇子の命令に忠実な男のはずだった。謀む反ほんを企たくらんだパーシルたちのなかに潜もぐり込み、計画を暴あばいたのも彼である。正体を見抜かれればその時点で殺されてしまいかねない、それほど危険な任務に自らを置いたあの男が、ひとり、行方ゆくえをくらましている。

（あの悪鬼のごとき男め、今度はなにをたくらんでいる）

　だから、その後もアプターに残った。ゴーウェンは、パーシルが残っているのを見て驚おどろいたようだったが、あえてなにもいわなかった。パーシルのほうもいきなり問いただすような真ま似ねはしなかった。もくろみがあるのならば、いまさら打ち明けはしまいという判断からである。

　しかし数日経たって、国中を巻き込んだ大がかりな捜索隊が組そ織しきされるようになっても、皇子や、オーバリーの姿は見つからなかった。

　結局のところ、彼らはいったんソロンに呼び戻されて、捜索の結果と、皇子が狙そ撃げきされる前後の状況とを報告させられることとなった。

　さらに数日が経過したころ、皇子があらかじめ書いてあった手紙が発見された。アプターでの戦いが終わったのちに、彼はもともと近衛隊を解散するつもりであったらしい。これから皇位継承者としてまっとうな道を歩むため、近衛隊も、もと奴ど隷れいなどではなく、一から選抜しなおすという意思が記されてあった。またそれにあたって、もと奴隷たちをローグ・サイアン将軍のもとに編へん成せい替がえしてほしいという要望も添えられてあった。

（なにもかも、やはり最初から考えていたとおりの計画だ）

　そうは思ったパーシルだが、ほぼ同じ時期、皇帝は皇太子の座を空位にすることを発表した。すなわち皇子ギルの死を公表したのである。パーシルにしてみれば、これが計画だったとして、ますます皇子の考えが読めなくなった。

（わからん。あるいはあの男、すべて投げ打ってメフィウスから逃げたのか。皇帝の怒りを恐れて？）

　そう考えたとき、脳裏に浮かんだのは、ガーベラ救援の直前に見たギル皇子の顔だった。どこか気が抜けていて、いまにも消えてしまいそうなほどはかなく見えた。そして実際、彼は戦場において命を落としかけた。そのときに──、

「パーシルさま」

　横から投げかけられた声に、パーシルははっとなる。歳とし若わかい娘が並んで歩いている。

「なにかお考えごとですか？」

「ああ……いや、たいしたことではない」

　ミラだ。もともとソロンの競きよう技ぎ場じようで働いていた奴ど隷れい娘むすめだった。剣けん闘とう士したちの世話をしていたが、パーシルたちが近衛このえ隊たいに組み込まれた際に、彼女もまた世話役として拾われている。ミラは顔色を曇くもらせて、

「お仲間を多数失われ……おつらいでしょう。わたしでは、パーシルさまをお慰なぐさめすることもできませんけれど」

「そんなことはない。ミラがいてくれれば、おれとて救われる」

　パーシルは苦い思いでいった。ミラには、近衛隊解散の事情は知らせていない。

　皇太子が空位になった以上、皇太子直属の近衛隊は本当の意味で解散となった。ゴーウェンやその養女ホゥ・ラン、もとタルカス剣闘商会所属の二十余名の剣闘士、そしてパーシルとミゲル、世話役のミラは、皇子の遺言どおり、ローグ・サイアン将軍に召し抱えられることとなった。

　ローグ将軍も歓迎した。とはいえ、将軍自身、謹きん慎しんの身である。また、ローグ将軍の指揮する暁ぎよう光こう翼よく団だんは、竜石船を所有する飛空部隊であり、諸隊長の大半が翼竜士官としての資格を得ているか、もしくは飛空艇乗りである。歩兵、騎き馬ば隊たいも抱えてはいるものの、数はさほど多くない。傭よう兵へいも募集していないため、この時期に兵が補充されてくるのは前例がなく、パーシルらは団のなかでは若干浮いた存在だった。

「いまの状況に不満はないさ。おれも、そうしようと思えば、それなりの禄ろくを得てメフィウス兵の任から脱することもできた。だが、剣以外なにも知らんのがおれだ。いまさら鉱山で働くのもどうかと思う」

　パーシルは歩きながらとりとめもないことをしゃべった。女性と話すのがそもそも慣なれてはいない。自然、自分の話になる。

「足をつなぐ鎖くさりがなく、獣けもののごとき扱いでなければいい。もっとも、いわれたがままの場所へいき、いわれたがままに戦うのが奴隷とどうちがうのかとも思うのも確たしかだが」

（下らんことを）

　愚ぐ痴ちにしかならない。パーシルは自分自身に舌打ちしたい気分になった。

　と、

「さすがは皇子さまにお仕えしていたご身分だ」

「砦とりで内ないの巡回も、女づれとはな」

　嫌いや味みを口にしながらあらわれたのは、いずれもたくましい体格をした男たちだった。ローグ・サイアン直属の兵で、見るからに気が立っている。

　パーシルはひとつ目礼したのみで、ミラをつれて通り過ぎようとした。その前にひときわ大柄な男が立ちはだかる。目め線せんの位置はパーシルより高いほどだ。パーシルはそこでやっと足を止めて、

「おれになにか用か」

「新参者が、でかい顔をしやがって」巨漢が歯を剝むいた。「世間知らずの剣けん奴ど隷れいのために、おれたちが団の流りゆう儀ぎを教えてやろうというのさ」

（なるほど）

　パーシルは前後を挟もうとしている兵たちを見た。数は五名。

（鬱うつ屈くつが溜たまっている）

　彼らの将軍ローグがソロンから遠ざけられているその原因は、皇子の行動に同どう調ちようしたためである。皇子直属だったパーシルらに対して、憎しみに近いものを抱いていても無理はない。

「その流儀とやら、婦女子も従わねばならぬものか？」

「なにっ」

　落ちつき払ったパーシルの態度が癇かんに障ったらしい、巨漢は目を三角に吊つりあげたが、

「女はいい。どこへなりといけ」

「パ、パーシルさま」

　顔を仰あおぎ見るミラに、パーシルは「いけ」と身振りで示した。ためらいを見せたミラだったが、もう一度、強く目め線せんで促されると、そろそろとその場を去っていく。

「さて。では、なにを教えていただけるのかな」

「知れたことよ」

　いうなり、巨漢が拳こぶしを大きく振るった。小さく身を屈かがめて避けたパーシルは、代わりに巨漢のどてっ腹に自分の拳をぶち込んだ。

　声もなくうずくまった。その前後から、男たちが跳びかかってくる。かろうじて身をかわしたが、ふたり目の横っ面つらを殴り倒したところで、三人目に組みつかれた。パーシルの足腰ならば踏んばれたが、

（ここでいいか）

　柱を背にしたところで、そのまま腰から崩れ落ちる。あとは男たちの殴る、蹴けるに身を任せた。

　太い腕で顔や急所のみをかばう。相手とて殺すつもりはあるまい、とパーシルは踏んだ。

「今こ年としのフェリペさまは図ずう体たいだけで、たいしたことねえな」

　剣けん闘とう大会準じゆん優ゆう勝しようの称号を持ち出して、兵が蔑さげすんだ。もはや「流儀を教える」という名分もどこへやら、彼らは憎しみも露あらわにパーシルを痛めつけつづけた。

「メフィウスに謀む反ほんを働いた男が、どの面下げて兵士の振りしていやがるんだ」

「将軍の経歴に泥を塗るような真ま似ねさせやがって」

　拳や足の猛打に身を委ゆだね、しばし暴ぼう風ふうが過ぎ去るのを待とうとしていたとき、

「待て！」

　芝しば居いにあらわれる救世主よろしく、声を張りあげて駆け込んできたのはミゲル・テスだった。

　その目が少年っぽく輝かがやいているのを見て、パーシルは、

（余計なことをするな）

　とにらみをくれたのだが、

「ぼくが来たからには百人力だぜ、パーシル」

　悪いことに、ミゲルはこれ以上もなく張り切っている。鬱うつ憤ぷんが溜たまっているのはなにも正規兵ばかりではない。剣けん闘とう場じようにおいては人気の剣士だっただけに、ミゲルは陽ひの当たらない場所がなにより嫌いな性分らしかった。

　彼がパーシルに蹴けりを見み舞まいかけていた兵士を突き倒すと、

「野郎！」

「こいつもやれっ」

　ミゲルもまた兵士たちに群がりかかられる。パーシルは舌打ちしたい思いだったが、ひとりを殴り倒したミゲルが背後から組みつかれて、その身が危うくなれば、こちらも立ちあがって加勢せざるを得なくなった。

　あとはもう乱らん闘とう、乱戦。

　パーシルの頰ほおに石つぶてをぶつけられたような衝しよう撃げきが走る。かさにかかって殴りかかってきた兵に、口のなかの血を吐き捨てた。勢いを殺された相手の顎あごに、下から拳こぶしを叩たたき入れる。ミゲルも複数の兵たちのあいだをすいすいと水を搔かくように動いて、跳びあがっては拳を、腰をひねっては蹴りを見舞う。

「なんだ、なんだ」

「フェリペが暴あばれていやがるぜ」

　ついにはほかの兵たちも通りかかって、加勢に入る者、野や次じを飛ばす者、と、一種お祭り騒さわぎじみたものになった。

　戦っていくうちに、パーシルの血も熱あつくざわめいてきた。なぜさっきは相手の暴ぼう力りよくに身を委ゆだねようとしたかわからないほど、戦意がみなぎってくる。その頑丈そうな体たい軀くを信じがたいほどの敏びん捷しようさでひらりひらりと動かすたび、兵たちは顔や腹部や足に打撃を見舞われて、また、組みつこうとした者は自分でもなにがどうなったかわからぬうちに振りほどかれ、天地をひっくり返されて、地面に叩きつけられていた。

「強いな、パーシル」隣となりに並んでミゲルが笑う。顔は鼻血まみれになっていた。「無手なら、あのオルバ相手だってわけないぜ」

「だらしねえぞ、おまえら」一方、野次に熱がこもっているのは正規兵たちだ。「おれたち暁ぎよう光こう翼よく団だんは、空の荒くれ者ぞろい！　新参者に好きにやられてんじゃねえよ」

　パーシルもミゲルも衣服はぼろぼろで、返り血を浴びた筋肉を剝むき出している姿は、まさしく歴戦の剣闘士そのものだ。

　メフィウスの正規兵たちも、さすがに相手への感嘆を隠しきれない。しかしここでいいようにやられては、ますます彼らの沽こ券けんにかかわる。いよいよ人数は増して、そのまま一気にふたりの剣けん闘とう士しを吞のみにかかるかと見えたとき、

「なにをしておる！」

　大だい喝かつが飛んだ。

　兵たちがはっとなって直立したのは、駆けてくるのがほかならぬ将軍ローグ・サイアンだったからだ。

　パーシルが目をやると、遠くの柱に、ミラが姿を半ば隠しているのが見える。呼びにいったのだろう。

　ローグが息せき切って駆け込んできても、兵たちは直立したまま動かなかった。さすがにこのあたりの統率は取れている。ローグは声もなくひとりの頰ほおを張り、また次の兵の頰を張った。

「持ち場に戻れ」

　ふたたび大声で命じられると、彼らは、起きあがれずにいる仲間たちを抱えつつ、駆け去っていった。

「なんだ、これからだったのに」

　ミゲル・テスが小声で悪態をつく。剣闘場ではその甘いマスクも売りにしていた男だが、すでに顔のあちこちが腫はれかかって、形が変わりつつある。

　パーシルは、顎あご鬚ひげにかかった血や汗を拳こぶしの裏で拭ぬぐい、

「将軍」

「なにもいうな」ローグは、肩で息をしながらかぶりを振った。「わかっておる。上の者がだらしない証あかしだ」

「彼らは、将軍を愛しておられる」

　パーシルは言葉短かにいった。ローグはしばし黙だまってから、

「それも、わかっている」

　といった。




　その日の夕刻、ビリーナ王女を乗せた馬車がネダインに到着した。










　四章　淑女たちの秘めごと
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　兵舎の部へ屋やへ戻ってきたゴーウェンをひと目見て、

「姫が来たのか」

　と、ランが聞いた。当然、彼女もゴーウェンがビリーナ護ご衛えいの任に就ついていたことは知らされている。確かく認にんの意味あいでしかなかったが、

「ああ」

　と答えたゴーウェンは、なにやらうそ寒そうな表情をしていた。ランが小首を傾かしげて、

「顔色が悪そうだ。薬茶を淹いれようか」

「いや」

　ゴーウェンはどっかと木製の椅い子すに身を落とした。剣けん奴ど監かん督とく官かんのころには、誰だれにも見せたことがないような疲れっぷりだ。が、ランには心当たりがあったらしい。

「いつかと同じような顔をしているな」

（そうだろうさ）

　思ったが、ゴーウェンは口には出さなかった。

「ゴーウェンさま、お帰りなさいませ」

　そこへ、ふたりの世話役をしている少年が姿を見せた。ゴーウェンの外した甲かつ冑ちゆうをてきぱきと片づけて、着替えの服もすでに用意している。

「リーノ、湯ゆ浴あみの準備を頼む」

「かしこまりました」

　愛らしい顔立ちを生き真ま面じ目めな表情でよろいながら、少年は一礼して去っていく。

　またも、ゴーウェンは疲れたようなため息をついた。実際、彼は戦いくさ場ばや剣けん闘とう場じようでは感じたことのない脅威にあって、心身ともに疲れ切っていた。

　王女を護衛する道中、ゴーウェンは何度となく視し線せんを感じた。馬車の窓からビリーナ王女がこちらを見ている。

（これは、面めん倒どうなことになるか）

　とその都つ度どゴーウェンは覚悟した。そもそも王女がネダインにいきたいと皇帝の前で告げた、と聞かされた時点で、同じ危き惧ぐを彼は抱いていた。

　姫の性格上、悲しみに浸ひたっているばかりではあるまい。皇子の死が唐突過ぎたこともあって、その真相を確たしかめようとするのではないかと考えたのだ。

　ゴーウェンは無む論ろんその『真相』とやらを知っている。皇子ギル・メフィウス──すなわち皇子になりすましているオルバから、じかに計画を打ち明けられたのだから当然だ。

　オルバがそれを話しているあいだ、ゴーウェンはひと言も口を挟まなかった。

「それで、いいんだな」

　ゴーウェンは長々と言葉をつむぎたい衝しよう動どうを抑えて、それだけを聞いた。時間がないのはわかっている。ガーベラ救援からアプターに戻る道中のことであり、すでにアプター砦とりでは目と鼻の先にまで迫っていた。オルバは軽く顎あごを引いた。

　ゴーウェンもひとつうなずいて、

「わかった。協力しよう」

「最後まで世話をかける、監かん督とく官かん」

　いいさ、ともゴーウェンはいわなかった。環かん境きようの流転に目がくらむ思いがしていたのは、オルバだけではない。このわずか数ヶ月でゴーウェンが得てきたものも多数あった。

「ランには話したか」

「これからのつもりだ」

　それを耳にして、自分では抑えたつもりだったのが表情に出たのだろう、オルバが一いつ瞬しゆん不快そうに眉まゆをひそめた。

「なにがおかしい」

「いや」

　これまでのオルバを思えば、計画に直接絡んでこない相手にその内容を打ち明けるのは珍しい。また、ゴーウェンよりあとまわしにしたいというオルバの気持ちもなんとはなしに理解できた。それを機き敏びんに察してオルバが怒ったのも、当然自覚があるからだ。

　その後、アプター砦に帰着した。もろもろの準備を終えて、ゴーウェンは兵舎内の一室にいた。同じく準備を終えたと見えて、シークがひとりきりで訪ねてきた。夕暮れどきだったが、雲が多く出ていたので、すでに室内には暗がりが落ちかけていた。

　思えば、彼とも不ふ思し議ぎな縁えんだ。このメフィウスで、皇子が影かげ武む者しやに入れ替わっているという恐るべき秘密を共有する数少ない人間だ。

「彼にはまだいっていないのだけど」シークがはるか眼下を流れるユノス川を見つめながらいった。「ぼくは、彼に同行するつもりですよ。いまいってしまえばどうせ反対されるだろうから、無む理り矢や理りついていくつもりなんですけどね」

「そうだろうと思ったよ」

「ゴーウェンどのはいかがなさいます？」

「おれは……、そうさな。どうせこの歳としで、もう新しくなにかをはじめるには遅すぎる。メフィウスに残るよ。ランといっしょに──まあ、彼女が望めば、だが」

「お元気で」

　振り返ってシークはそういい、それから快活に笑った。

　笑った理由も、ゴーウェンにはわかった。剣けん奴ど隷れいと、その監かん督とく官かん。両者が別れ際に「お元気で」などと挨あい拶さつを交わすことなどあり得ない。ただそれだけのことが、この数ヶ月におよぶ自分たちの運命がいかに奇怪であり、いかに異常だったかを示すかのようで、ゴーウェンも苦笑いを禁じ得なかった。

　シークは最後に、

「オルバがね。最初にタルカス商会にやってきて、あなたに鉄てつ槌ついを振るわれた晩。あいつを殺してやる、って何度も息巻いていたんですよ。ああ、この小僧、きっとやるだろう。やるだろうけど、返かえり討うちに遭うのが落ちだな。そしてそんな性格じゃきっと長生きできないだろうな、ってぼくは思ったものです」

　そんな、幸せな思い出話ともいえないような話をして、部へ屋やを去っていった。

　計画はすみやかに実行へと移された。その晩、オルバは銃声とともにユノス川へまっさかさまに落ちた。ゴーウェンとシークは近衛このえ隊たいを率いて、探索のために真っ先に砦とりでを出た。シークがオルバを小船で引きあげると、灯ひのひとつも掲げずにいったん川の対岸へ向かう。それが目立たぬよう、逆にゴーウェンたちはことさらに灯を掲げて、川の探索をつづける振りをした。それからのことは、パーシルが回想していたとおりだ。

　ひとまず計画を無事に終えてひと息ついたゴーウェンだったが、その直後、いままでにないほどオルバを強く怨うらむ羽は目めになった。これより先、どのようなことがあってもこれほど強く人を怨むことなどあろうはずがないというほどに。

　オルバは、こともあろうにホゥ・ランに話していなかったのだ。

「ゴーウェンは知っていたのか」

　迫ってくるランを前に、ゴーウェンはたじたじになった。表情そのものは常つね日ひ頃ごろとさほど変わりないのに、いや、だからこそ、その目が白々とした光を放っているのがいっそう恐ろしい。

「なぜ、わたしには知らされなかった。わたしでは秘密を話してしまうと思ったのか。それほど信用がなかったか」

「つ、つらかったのだろう」ゴーウェンは、知りあいが見たら別人かと思うほど怯おびえきって答えた。「相手と密接な関係にあるからこそ、別れを切り出すのがつらいということもある。おまえにもわかるだろう」

　ゴーウェンにとって幸運だったのは、この直後、彼女が世話をみていた竜が産卵の時期を迎えたことだ。ランはしばらく竜にかかりきりになった。

　それもやがて落ちついたとき、

「ゴーウェン。わたしにも多少の『見立て』はできる」

　といってきた。すこし顎あごをそびやかし、微笑ほほえんでいるのは、自慢げにしている証あかしだ。いっしょに住むうちに、ゴーウェンは養女のそうした些さ細さいな感情表現を理解しつつある。

「なんのことだ？」

「あの子たちとオルバ、つまりわたしとオルバの縁えんは切れていない。ゴーウェン、あなたもだ」

（ほう？）

　ランに不ふ可か思し議ぎな力があるとするなら、竜を手なずける手管がずば抜けていることで、予知能力や占いのたぐいができるとは聞いたことがない。ともあれ、そういうことで納得できるのなら納得させてやろう、とゴーウェンは思った。

　これにて、ゴーウェンにとって未み体たい験けんだった脅威の一種は過ぎ去ったかに思えたが、

「いつかと同じような顔をしている」

　とランが指摘したとおりに、ビリーナ護ご衛えいの道中、もと剣けん奴ど監かん督とく官かんを見み舞まったのは、まさに養女とのそうした日々の再来であった。

　王女の視し線せんは、なにかもの問いたげであった。実際、ゴーウェンは質問攻めにされることを覚悟していた。なにを聞かれても尻しつ尾ぽを出してしまわぬよう、あらかじめ答えはあれこれと考えてあった。

　しかしビリーナは無口だった。ゴーウェンと目があうと軽く会釈するのみ。なにやら不気味な悪お寒かんを感じた。

　そのまま何事もないかと思えば、食事休きゆう憩けいを取ったときに、王女は一度だけ気まぐれのようにふいっと近づいてくるなり、

「ゴーウェンも、さぞや大変でしょう」

　などと微笑ほほえみかけてきた。

　あまりに唐突、しかも意味がつかめなかったので、ゴーウェンは準備していた答えのひとつも出せずにただ戸惑うのみだった。

『大変』とは護衛のことなのか、それとも別のことか。

（あの姫君、ネダインでなにかやらかすつもりではないか）

　ビリーナの行動力にはこれまでもたびたび驚おどろかされている。度胸も据わっていた。アプター攻防戦のとき、敵船の襲しゆう来らいに怯おびえた自軍の船のなかで、士官たちに檄げきを飛ばして艦かん橋きように居座った、という話を聞いたときにはオルバでさえ舌を巻いていたほどだ。

　ゴーウェンは養女のほうを見て、

「姫は、おまえにも話を聞こうとなされるかもしれん。気をつけろよ」

「噓うそは苦手だ」ランはいった。「本当のことを話さなければいいのだろう。それはわかる」

　ゴーウェンとランはこの兵舎の一室で生活している。これもおかしな縁といわざるを得ない。なにせ、剣けん闘とう商会時代にはほとんど声を交わしたこともなかったのだから。近衛このえ隊たい隊長に取り立てられたときに、ランが厳きびしい規律を課かせられる近衛隊兵舎での生活を嫌いやがったため、一軒家を与えられたゴーウェンと養子縁組をした。そのときは身のまわりを世話する奴ど隷れいもつけられていたが、現在はリーノという少年ひとりがついているきりだ。そのリーノだが、サイアン将軍が用意してくれた侍従ではない。ゴーウェンは以前からこの少年を知っており、身銭を切って雇っていた。

　ランは日がな一日、竜の世話をしている。ソロンやアプターで面めん倒どうをみていた近衛このえ隊たいの竜をそのままつれてきていて、なかには、タウーリアと和平を結んだ際に貰もらい受けたユニオンという品種もあった。

　部へ屋やは、食事をするときと眠るときに使用するきりだったが、時折、ランが食事の支し度たくをすることもあった。もともと西方の遊牧民出身の彼女だから、ゴーウェンの舌にあわないものも多いが、ジジズという昆虫を炒いためた料理──もとは竜のためにつくる食事の一種だ──は、強めの香辛料と相性がよくて、酒しゆ肴こうとしてゴーウェンは気に入っている。が、一度部屋に招いたローグ・サイアンにはあわなかったようで、酒ばかりをぐいぐい飲んでいた。

　翌日。

　その日も、早くから竜舎へと足を運んだランだったが、

「お久しぶりです」

　彼女よりも早く姿を見せている者があった。

　ビリーナ・アウエル。

　なぜだか、農民の娘が着るような長いスカートと、厚手のブラウスを着込んでいる。

　ランは、注意深く見なければわからないくらい、かすかに眉まゆを寄せた。




　　　　２




「お手て伝つだいさせていただきます」

　ビリーナは張り切っていた。長靴まで履はき、なにか新しいものに挑戦しようとする活発な子どもにも似て、目を輝かがやかせている。

　しかしランは、

「やめておいたほうがいい」久しぶりの再会だというのに最初からつれなかった。「怪け我がをするだけだ。下へ手たをすれば、わたしが目を離はなした隙すきにビリーナが竜の胃袋におさまっていることになる」

　飾らぬもののいいように、さしものビリーナも一いつ瞬しゆん言葉を失った。

　しかし性格上、脅されたとて逃げる王女でもない。ホゥ・ランもことさらに止めはしなかった。

　作業開始。

　ランはまず竜舎の掃除からはじめた。なかは、竜の種類や一定の頭数ごとに檻おりで区わけされている。ランはためらう様よう子すもなく檻のなかへ入ると、奴ど隷れいたちが汲くんできた水を桶おけに入れ、それで流しながら鋤すきで竜の糞ふんや古い干し草を外に出す。

　竜たちはランの誘ゆう導どうで邪じや魔まにならない場所へいくものの、檻おりから離はなれるわけではない。あちこちで重い身体からだをのしのしと歩ませており、見みよう見み真ま似ねで作業中のビリーナも、ついつい注意を奪われそうになる。

　また当然、竜数頭を収容できる竜舎内は広いため、力作業になる。正直、体力にはそこそこ自信のあったビリーナでも、竜に気を配りながらでは相当心身をすり減らすこととなった。加えて、臭においも相当きつい。竜の調ちよう練れんをする竜丁でも、普通、こういった作業は奴ど隷れいか下働きの者にやらせる。

　ホゥ・ランはというと、慣なれた調子で軽々と動きまわっている。背丈はビリーナよりあるが、それでもすらりとしたあの身体になぜあれほどの力があるのかとも思う。

　はじまって十分と経たたないうちに、ビリーナは汗まみれになった。臭いはいよいよきつく、吐き気を催すほどだ。しかし歯を喰くいしばってつづけていくうちに、ようやくのことで慣れてきたかと思えた。

　その瞬しゆん間かん、背後に気け配はいを感じた。人のものではない、と直感したビリーナがはっと振り返るより早く、いきなり背中を強く押されて、前のめりに転倒してしまった。

　事情もわからぬうちに、ランが飛んできた。ビリーナの背中から伸のしかかろうとしかけていた中型竜バイアンの前へと立ちはだかる。最初、抵抗するみたいに唸うなりをあげていたバイアンだったが、ランがじっとそのガラス玉にも似た瞳ひとみを見つめていると、今度はか弱い声をあげてあとずさっていった。

　振り返ったビリーナの顔から、血の気が引いていく。ランは王女のそんな顔に一いち瞥べつをくれて、

「この子に嫌われたね」

　といった。

「ほかのことを考えているからだ。竜は、近くにいる人間の気持ちを読む。でも人間の思考すべてがわかるわけではないから、自分のことを考えていない人間というのは、ひょっとしたら敵かもしれない、と思って、恐ろしくて仕方ないんだ。それに、この子は長いこと苛いら立だっていて、いつもよりずっと機き嫌げんがよくない。油断すれば、わたしにだって嚙かみついてきかねないくらいだ。さあ、あとはわたしに任せて帰るといい。ビリーナには、ビリーナにふさわしい場所がある」

　ビリーナは押おし黙だまってしまった。

　干し草を膝ひざにまとわせながら、ぺたんと座り込んだ姿勢のまま動かない。ランは作業を再開した。

　ややあって、

「なにか、わたしに話したいことでもあるのか？」

「わたしの気持ちが読めるのですか」

「竜じゃなくても、これくらい」

　力ない瞳ひとみでランの動きまわる様よう子すを眺めていたビリーナが、そのときひとつ頷うなずいた。




　いったん立ちあがって檻おりの外に出たビリーナ・アウエルは、鉄格子の向こうで働くランの姿を視界の端にとどめながら、自分の気持ちをぽつぽつと語りはじめた。

　ランはいっさい口を挟まない。作業をつづけながら、しかもビリーナのほうをちらりとも見ないので、果たして聞こえているかどうかも疑わしくなるほどだったが、王女は話しつづけた。
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「わたしは──」

　ソロンに戻ってからは、無為な時間を過ごしてきた。なにをする気力も湧わかず、テレジアをはじめとした周囲の人々が気き遣づかってくれるのはわかっても、それすら疎うとましく思ってしまうほど、自分の殻に閉じこもりがちになった。

　だが、母国ガーベラから使者がやってきて、帰国を促す声を耳にした瞬しゆん間かん、

（このままでは帰れない）

　そんな思いが、めらっと内心で燃もえあがった。

　そしてこのとき、以前から渦を巻いていたとある疑念が、確たしかな形をもって心の表層部に浮きあがってきたのである。

「ランも、知っているはずです。ギル皇子が、オーバリー将軍率いる黒くろ兜かぶと団だんと、アプター近辺の村で衝しよう突とつしていたことを」

　そのとき皇子に説明されたことによれば、オーバリー将軍はアプター周辺の村々を荒らした過去があった。作物や金品を奪い、女たちを襲おそって、歯向かう者たちはもちろん、降伏した村人をも口封じのために虐ぎやく殺さつして、村に火をかける。

　アプターの城主となったギルはその過去を暴あばいたが、村々で情報を収集しているとき、オーバリーがこれも口封じのために部隊を動かした。いち早くそれを察知したギルは、村で罠わなを張って待ち受けたというのだ。

　ギル皇子を捜していたビリーナ、そしてランは、この現場に立ちあっている。

「その後、ギル皇子を狙そ撃げきしたのは黒兜団の兵士だったと聞きました。皇子への復ふく讐しゆうのためでしょう。ですが──」

　狙撃を指揮したと見られるオーバリー将軍は、国境付近で近衛このえ隊たいと戦せん闘とうになった。負傷しながらも、ソロンへ逃げ帰ったところを捕ほ縛ばくされている。

「皇子が黒兜団を迎むかえ撃うったとき、その場には将軍もいたはず。なにより、わたし自身がこの目で見ています。では、皇子はあのとき将軍をいかに処されたのでしょう？　村から出てきた皇子に焦ったご様よう子すはありませんでした。ということは、将軍を逃がしてしまったとも考えられません。それに、まさか自分に刃やいばを向けた者をただそのまま放ほう逐ちくする皇子でもありますまい。生かして捕らえたにせよ、あるいは戦いのさなかに命を奪ったにせよ、その後の狙撃事件、そして将軍の捕縛には矛む盾じゆんが生じます」

　ビリーナの白い肌に血の気が戻りつつある。

「ソロンやここネダインであれこれ噂うわさを耳にしたところ、どうやら皇子が黒兜団と村で戦った事実は伏せられている様子。いえ、伏せられているのか、それとも事実を誰だれも知らされていないのか、それすらもわかりかねますが、だからこそ、わたしは引っかかりを覚えてならないのです。この矛む盾じゆんには意味があるのではないか。あの皇子のことです。『死』という事実にただひとつでも疑問の挟まる余地があるならば、それは事実ではなく、なにか策さく謀ぼうがあってのことではないかと。……もちろん、愚かにもわたしがそう信じたいだけのことかもしれません。ですが、わずかでも疑念がある以上、それを吞のんで『死』を受け入れることのできるわたしでもないのです。すべての疑問を解消して、その上でギル皇子の『死』が覆くつがえらぬというのならば、そのときこそ受け入れて……」

「──」

　ふと気づくと、ホゥ・ランが動きを止めている。珍しく、きょとんとしたような顔で王女を見ていた。

「ど、どうしました？」

　思いに任せて、なにか妙なことを口走ってしまったのではないかとあわてたビリーナだったが、

「すごいな」

「え？」

「答えの与えられていないなかで、そうまでよく考えることができる」

　ランのまじまじとした視し線せんに、ビリーナはなんとはなしに気恥ずかしさを覚えた。相手に感嘆しているのは、お互いに同じことだ。ランはちょうど真横を通りかかった一角竜ユニオンの鱗うろこを撫なでてやってから、

「じゃあ、それを確たしかめにここまで来たのか」

「ええ」ビリーナはこくりと顎あごを引いた。「オーバリー将軍にじかに会えればよかったのだけど、さすがにそれはかないません。ゴーウェンやあなたならなにか知っているかもと思い、ここまで来たのですが」

「ですが？」

「わたしが切り崩そうとしても、ぼろが出るだけですね。こうして、ランの懐ふところに入ろうとして、ご迷惑をかけてしまったように。だから他人に聞くよりも、いまの本音としては、このままアプターまで足を延のばしてみたいのです」

　ビリーナは自分でそう口にしてみてから、

（そうか）

　と感じていた。

　他人に話してみて、はじめて自身の本音に気づくということもある。

「アプターへか」

「あのとき、わたしは正直にいって、冷静ではなかった。だから、いま、あらためてこの目で見てみたい。手がかりのひとつも見つけられるかもしれません」

「──」

　アプターへいきたい。

　それは実際のところ、いま唐突に湧わき起こった願がん望ぼうでありながら、本当はソロンにいたときからそうしたかったのではないかと思えた。

（いまのわたしなら、皇子の足跡を見つけられるかもしれない。皇子の残したなにかに気づくことができるかもしれない）

　裏を返せば、自分はアプターにいながらにして、その大事なものを見落としてしまっていたのではないか。そう思うと、いても立ってもいられなくなった。皇子の痕こん跡せきが時の経過によって風化して、消えてしまわぬうちに、いまこの瞬しゆん間かんにでもネダインを発たちたくなった。

　だが、この一週間のネダイン滞在とて、ビリーナに許されたぎりぎりのわがままである。これが終われば、ただちにガーベラ側の使者が訪れ、またメフィウス側からも圧力をかけられて、否応もなく帰国させられかねない。

　下唇を嚙かんで、こみあげてくる焦りと願望とを必死に吞のみ込みながら、

「あなたはどうですか」

　ビリーナが問うた。それは、ここを訪ねる以前に彼女が想定していたより、ずっと穏おだやかで、静かな問いかけになった。

「皇子は、本当に亡くなられたと、そうお考えですか」

「わたしは」

　口を開いて、数秒。

「……彼の死し骸がいを、この目で見たわけではない」




　昼。

　飛空船発着場の隅に、倉庫の立ち並ぶ区画がある。その倉庫の屋根の上で、でんと巨体を投げ出してひと眠りしているのは、クラウという名の奴ど隷れい女おんなだった。

　ビラクの豪商ザジ・ハーマンに仕えて飛空船を飛ばす仕事をしていたが、主人の命令で皇子ギルのために働くこととなった。

　その皇子も死去したいま、ゴーウェンの推すい薦せんを得て、彼ら近衛このえ兵へいと同じくローグ・サイアン将軍のお抱えとなっている。ローグ率いる暁ぎよう光こう翼よく団だんは飛空部隊を主力としているから、クラウにはうってつけの部署である。が、やらされることといったら、船の整せい備び、船内や倉庫の掃除といった雑用ばかり。商人仕えだったころや近衛隊のころとちがって、女性、それも奴隷の身分にある者に操そう船せんが任されることはなかったのだ。

　クラウはこの雑事に目がまわるほど追い立てられた。さしもの彼女も、一年といわず半年ほども同じ仕事をつづけていれば、余計な脂肪がごっそり削そげ落ちるのではないかというほどだったが、そこはしたたかな彼女のこと、得意の賭かけごとで仲間の作業員や奴隷たちに貸しをつくっては、彼らを代わりに働かせて、空いた時間はこうして惰だ眠みんを貪むさぼっている。

　ぽかぽかとした陽光のもと、太い腕を枕まくらにしながら、いかにも幸せそうな表情だ。

「やっぱり、ここにいたか」

　屋根にのぼってきたランが、そんなクラウをひと目見て、くすりと笑った。あとにつづいたビリーナのほうを振り返って、「しっ」と唇の前に指を立てる。

　そろりそろりとした足取りでクラウに接近したランは、その口から信じがたい音おん声じようを発した。

　竜の咆ほう哮こうによく似た響ひびきが、辺あたりの空気を打うち震ふるわせる。

「ひええ」

　跳ね起きたクラウは、あわや屋根から転げ落ちそうになった。

「ひ、ひどいじゃないのさ。身が細る思いがしたよ」

「ならちょうどいい。いつも瘦やせたい瘦せたい、って口くち癖ぐせみたいにいっているじゃないか」

「死ぬ思いをして瘦せるのなんてごめんだよ。まったくあんたときたら……って、あら？」クラウは、ランの後ろにいた少女の存在に気づいて、「珍しいね。誰だれかといっしょなんて。新しいお友達？」

「お久しぶりです、クラウ」

　ビリーナが笑えみを嚙かみ殺して一礼すると、クラウは一いつ瞬しゆん太い眉まゆを寄せて、それからはっとなり、凄すさまじい速度でその場に平伏した。

「こ、これは王女さま。見苦しいところをお見せしまして」

「構いません。面おもてをあげてくださいな」

　ビリーナは今度こそ微笑ほほえんで、それから、クラウと目め線せんをあわすべくその場に片かた膝ひざをつきながら、

「実はクラウ、あなたに折り入って頼みがあるのです」

　声にこそ出さなかったが、クラウはそのとき、恐ろしいほど嫌いやな予感を抱いて、表情をこわばらせていた。




　ビリーナはネダインに一週間ほどの滞在予定だった。

　その間、ローグ・サイアンのもとにも足を運び、ガーベラ救援の礼を口にしている。

「わたしなどは」

　とローグは恐れ入った。

　本来なら彼も皇子とともにザイム砦とりでへ向かうつもりだったが、その皇子に止められている。

「陛下からお叱しかりを受けるのは自分ひとりでよいとおっしゃられて……。そのお言葉に甘えてしまったのです。まさかあのようなことになろうとは想像だにせず」

　しゃべっているうちにローグは涙ぐんだ。婚約者を亡くしたばかりの王女を元気づけようと、ネダインにいるあいだ王女が好きに使ってよい飛空艇を準備していた彼だったが、むしろ王女のほうから慰なぐさめられた。

「アプターでの出来事は、ガーベラへの援軍とはまたかかわりのないことです。将軍、あなたがお気に病むことなどなにひとつありませんよ」

　そして王女がやってきてから五日目。

　領主ジェイラス・アビゴールが、ビリーナを食事の席に誘った。

　ジェイラスはソロンでの神殿建こん立りゆう記念式典に参加したあと、すぐさまここネダインに戻っている。当然、ビリーナの到着も知らされていたが、

（面めん倒どうな客だ）

　ジェイラスにしてみればそんな本音もあって、忙しさを理由にいままで会わずにいた。

　彼は、ほかの家臣たちと比べればいくぶん皇帝に近い位置にあることを自負している。皇帝には、ガーベラとの同盟を長引かせるつもりがないのではないかと推察もしていた。

（どうしていまになって、そのガーベラ王女の物もの見み遊ゆ山さんなどにつきあわされねばならんのだ）

　だからこそ、王女は面倒な客でしかない。しかしさすがに一度も会わずに放っておくこともならず、仕方なく、たった一度、王女との夕食の席を設けたのである。

　もっとも、ジェイラスも当の王女相手にそんな態度をあからさまにすることなどない。せいぜい歓迎ムードを演出することにしていた。

　一方、

「姫、くり返すようですが」

　食事に向かう直前に、テレジアがビリーナに声をかけた。

「このテレジアとの約束、お忘れではないでしょうね」

「テレジアも」

（くどいなあ）

　といいたげに、ビリーナは微笑ほほえんだ。『約束』とはレイモンの件だ。この若い貴族は、ネダインの現状を皇帝に直じき訴そしようとしたため、ジェイラスの不ふ興きようを買って地ち下か牢ろうに閉じ込められた。見せしめのためもあったろう、いまだ投とう獄ごくされたままである。

　そのことでジェイラスを追及したり、責めたりしてはならない、とテレジアは固く念を押していた。

「信義と騎き士しの国ガーベラの王女が約束をたがえるものか。さあ、いってくる。服や髪型におかしなところは？」

　少女はくるっと一回転してみせる。テレジアは疑い深そうな顔をしていたが、母国ガーベラの名を出した以上、この愛国心の強い姫が、その誇りを傷つけてまで噓うそをいうとも思えない。

「大丈夫でございます」テレジアは力を込めてうなずいた。「派は手でになりすぎず、メフィウスにおもねりすぎず、といってガーベラ一色にも染まらず。このテレジアの見立てにまちがいはありませぬ」

　ジェイラスとビリーナの両者、それぞれ思うところはありつつも、やがて時間どおりに長い卓の端と端に腰かけた。

　ふたりは互いの立場と礼れい儀ぎを十分にわきまえて、なんの問題もない、いってしまえばなんの面おも白しろみもない時間を過ごした。

　デザートが両者の前に運ばれてきたとき、

「そういえば、アビゴール公」

　王女が小首を傾かしげるようにして、

「レイモンさまの件はいつになさるおつもりです？」

　実に、ごくあっさりとその名を口にした。

　ジェイラスはというと、あわや口に入れたばかりの果物を吐き出しそうになった。

「い、いつとは？　なんのことでございましょう」

　ジェイラスはブドウ酒を口に含み、冷静さをよそおおうとしたが、

「まあ。おとぼけになられて」

　ビリーナは少女らしくころころと笑うのみである。ジェイラスは相手の真意が読めず、なんとか話題を変えようとした。

「こ、このような田舎いなか町まちで、姫もさぞ退屈してらっしゃるでしょう。北にすこし足をのばせば、いくらか眺めのよい場所もあります。うちのせがれを同行させますので、明日あしたは、そこへ遠乗りに出かけられてはいかがでしょう──」

「レイモンさまは、村々で人気のあるお方ですからね」

　ビリーナは無視して、ひとり納得のいったように頷うなずいている。

「確たしかに出過ぎた真ま似ねをしたことはとがめられねばなりません。アビゴール公も、実に毅き然ぜんと処理されました。しかし、レイモンさまのその罪をいずれ公ご自身がお許しになればこそ、民たみもアビゴール公のご寛大さに胸を打たれ、レイモンさまもまた心の底から反省なさることでしょう」

「──」

「加えて、奴ど隷れいの乱を未然に喰くい止めたアビゴール公の手腕も、あらためて民に称たたえられることとなりましょう」

　ビリーナは微笑ほほえみながら、きらっと光るまなざしをネダイン領主に向けた。ジェイラスの喉のど仏ぼとけがぐびりと動いた。奴隷の乱を喰い止めた、といえば聞こえはいいが、ジェイラスは、たったひとりの奴隷をかくまった村を焼やき討うちにしているのである。

「わたしがネダインに発たつ前、陛下もそのようなことをおっしゃられていたようです」

「へ、陛下が？」

　ジェイラス・アビゴールの声が裏返る。油で固めて尖とがらせてある長い口くち髭ひげを、落ちつかなさそうに撫なでつけながら、

「陛下が、なんとおっしゃられていたのです」

「わたしもじかに耳にしたわけではありませんが。ただ、大体の想像はおつきになるでしょう？　レイモンさまを処刑されてしまうようなことになれば、かえって人々の不安や恐怖を煽あおり、キルロで起こった悲ひ劇げきの再来ということにもなりかねません。おそらく、そのようなことです」

　曖あい昧まいにいって、ビリーナはなおもにこにことした。

　それから王女は、ジェイラスの手腕を褒ほめ称たたえつづけた。

　ネダイン領主が、レイモンの罪を許すと公表するのは、この翌々日のことである。

　それによって事情を知ったテレジアは、天てん井じようを仰あおいで、それから何事かわめいた。




　やがてネダインでの滞在予定期間を終えかけたビリーナだったが、翌日には帰るという段になって、王女をソロンまで運ぶ予定だった船に異常が見つかった。

　整せい備び班はんが口を揃そろえて、

「この船では中継基地にも辿たどり着けない」

　というのである。

　なら別の船を用意させよう、ということになったが、なぜかこのときに限ってビリーナが意い固こ地じになった。予定の船の白い外装をいたく気に入って、どうしてもこの船で帰りたいといって聞かない。

　結局、この船を不眠不休で修理することとなった。

　クラウなどは船を点検するなり、大仰に驚おどろきを表現して、

「魔素エーテルの噴ふん射しや口こうがいかれている。推進プロペラも不ふ調ちようだし、ちょっと時間をかけて調しらべたほうがいいかもしれないね」

　無む論ろん、船の整備と修理を担当した男たちが、この丸々とした女に財産すべてを握られていようなどとは、周りの者が知るよしもない。




　　　　３




　ゴーウェンは王女の行動をいぶかしんでいた。

　ビリーナ王女はネダインに来て以来、結局一度もゴーウェンのもとを訪ねるでもなく、また呼びつけるでもない。

（必ず皇子やオルバのことを詮せん索さくするだろうと思っていたが。気でも変わられたか）

　王女の来訪を受けて身構えていたシモンと同じく、どこか拍子抜けの感が強かった。

　ガーベラ王女がネダインへ来て十日目。

　陽ひが没してすぐに、ゴーウェンはローグ・サイアンに呼ばれた。少し前、ソロンから伝令のための飛空船が到着したという知らせはゴーウェンも受け取っていた。王女をソロンへ戻すよう勧告にでも来たのかと思ったが、

「なんと」

　ローグから事情を知らされるや、このもと剣けん奴ど隷れい監かん督とく官かんは率直に目を丸くした。

　将軍自身、皺しわ深ぶかい顔に、当惑の感情を薄うす皮かわみたいに貼はりつかせていたが、そこは長年戦いくさ場ばを経へ巡めぐってきた身、すぐさまゴーウェンをはじめ、全隊長に準備を命じた。

　ゴーウェンはいったん兵舎で自分の抱える歩兵隊──といっても、パーシル、ミゲルを筆頭にした十数名の一個小隊に過ぎない──に号令をかけてから、大急ぎで自室へと戻った。

　ところが、そこにランがいない。

　侍従のリーノに聞くと、

「夕刻、一度帰ってこられたのですが」

　と、先ほど見たローグにも負けず劣らず当惑の体ていで、少年は答えた。その理由はゴーウェンにもすぐ知れた。

　食卓の上に、例のジジズの炒いため料理が、でんと乗っている。十名以上も来客があるのかというほどの量だ。

「なんだこれは？」

　ゴーウェンはゴーウェンで、先ほどローグから命令を受けたときと同じ表情になっていた。




　ゴーウェンがローグに呼び出されたのとほぼ同じころ。

　多くの下働きに給仕されながら食事を摂とっていたビリーナが、突然席を立った。

「姫？」

　驚おどろいて声をかけてくるそばかすだらけの若い女性をひと目見て、ビリーナはやや気が重くなった。食卓の上には、以前ビリーナが「おいしい」と評したものばかりが並んでいる。ソロンへの帰き還かんを控えたビリーナへの、砦とりでで働いている人間たちのせめてもの心づくしだろう。

　領主ジェイラスの性格はともかく、ここネダインの人々の気質は素朴で、あたたかい。

　それだけに、自分がやらねばならぬことを考えると、胸を塞ふさがれる思いがした。

「もう結構です」

　ビリーナはそれでも身を切る思いでいいきった。食事はまだ半分以上が残っている。

「ご、ご加減でも悪いのですか、姫」

「すぐ、お医者さまをお呼びして──」

「もう結構と申しました」

　ビリーナはおろおろとする下働きの女性たちを振り切って、貴人専用の食堂を出た。ばかりか、

「いますぐソロンへ帰りたい。もうこんな田舎いなかで夜を過ごすのはごめんです」

　ぷりぷりと怒った足取りで港へ向かうのである。

「なんです、この町は。食事はお芋いもやぱさついた肉だけだし、遊ぶ場所もない、客を楽しませる芸人たちもいない。あたくしのいたガーベラでは、考えられませんことですよ」

　いつもとは様よう子すがあからさまにちがう。普ふ段だんのガーベラ王女を知る者が見たなら、

（ああ。芝しば居いはことさらに下へ手たな方だ）

　とわかったろうが、なにしろネダインの人間たちはビリーナの性格など知りようもない。

　あれほどこだわっていた白い船にはさっさと見切りをつけて、ビリーナは勝手にソロンへ帰るための船を用意させた。十人乗りていどの中型船だが、速度よりも航続距きよ離りを重視していて、このサイズにしては足の長い船だ。

　操そう舵だ士しはクラウ。その他諸もろ々もろの部署につかされたのは、クラウとともに船の修理をおこなっていた整せい備び員いんたちだ。彼らは、クラウじきじきに操船の技術を叩たたき込まれてあった。

　クラウがエンジンの点検をしていると、港の管理人が飛んできた。

「よほどのことがない限り、飛行予定表にない船を飛ばさせるわけにはいかんのだ。おまえにもそれくらいのことはわかるだろう」

「さて。お姫さまが一日も早くソロンへお帰りになりたいというのが、あんたのいうよほどのことに該がい当とうするのかどうか。あたしゃ、じきじきに命令をおおせつかった奴ど隷れいの身。これも、よほどのことがない限り覆くつがえすのが難むずかしいんじゃないですかね」

　管理人たちは顔を見あわせる。

　うまくいくかどうか、クラウも半々の賭かけだろうと思っていたが、そのときから周囲がにわかにあわただしくなった。武装した兵士たちが走りまわっているし、クラウも顔を知っている整せい備び士したちが他ほかの船に取りつき、大急ぎで飛行準備をはじめている様よう子すだ。

　管理人もあちこちから大声で呼ばれた。クラウはその隙すきを衝ついていったん艦かん橋きようにあがった。

「なにかあったかもしれません」

　と報告する艦橋内には、王女の姿はもちろん、ホゥ・ランの姿もある。

　ビリーナはちらと怪け訝げんな顔をして、

「夜間の飛行演習でしょうか」

「いえ。予定表にはこっちも散々目を通しましたから、それはあり得ません。第一、サイアン将軍ご自身のお姿が……」

「姫さま！」

　そこへ、テレジアが姿を見せた。事情を聞いてすっ飛んできたらしい。そのためもあってか顔が赤かった。

　目を吊つりあげながら、

「今度はなにをたくらんでいらっしゃるのです？」

「人聞きが悪い。わたしが突とつ拍ぴよう子しもないのはいつものことじゃないか」

「確たしかにね」テレジアは認めつつも、「ですが、なんの考えもなしにこういうことをする姫さまでもありません」

「どうかな」

「つきあいは誰だれよりも長なごうございます」

　無む論ろんテレジアにしてみれば、散々釘を差したにもかかわらず、主人がネダイン領主ジェイラスにレイモンのことを持ち出した恨うらみもある。なにより厄やつ介かいなのは、

（以前より、込み入った手を使うようになられた）

　という点に尽きる。

　ビリーナは、ジェイラスを「問いただしたり、叱しかったり」はしなかった。ある意味でテレジアとの約束を守ったのだ。いままで猪ちよ突とつ猛もう進しんだった姫君が、多少は知恵をつけてきた、といえばいいか。

「逃げても無む駄だですよ。このテレジアに一いつ切さい合がつ財さい、打ち明けなさいませ。いったいなにを──ひっく」

　テレジアの語尾にしゃっくりが混じった。顔が赤いのは、走ってきたせいばかりでもない。夕方、ビリーナからネダイン名産の酒をプレゼントされている。

　するとクラウが大声を出した。

「艦かん橋きようは揺れやすい。酔っていたら危険だよ。第二層の船室がいちばん安全だ。案内しておやり！」

　整せい備び士しのひとりを呼んで、テレジアを連れ出そうとする。船そのものから追い出そうとすると抵抗するだろうから、あえて船室に閉じ込めようという腹だ。テレジアは「主人とちがって」常じよう識しき人じんだ。こういうとき、事情のわかっている者の言葉に従いもする。

「あとで、お仕置きですからね……ひっく」

　港はいよいよ騒さわがしい。管理人も次々声をかけられ、応対に大わらわだった。

「いかがなさいます？」

　クラウが不安を隠そうともせずにいうと、ビリーナは意を決した。彼女もこの想定外の事態に不安は否いなめなかったが、ここまで来たらむしろ好都合ととらえるよりほかない。

「飛びましょう」

「え？」

「いまのうちに。──さあ、クラウ、急ぎなさい」

　らしくもない芝しば居いまで打って、ようやくのことで摑つかんだ機き会かいだ。少女の心はもうとっくにアプターまで飛んでいる。あとは肉体が追いつくのを待つばかりだった。

「さあ！」

　ビリーナの号令を受けて、クラウも仕方なく操そう舵だ輪りんを手にした。

　船の魔素エーテルエンジン音がひびきわたりはじめると、ちょうど近くにいた男たちがぎょっとなってあとずさった。

　重々しい身体からだを引きずりながら、船体が浮上をはじめる。

「誰だれだ、先走っているのは！」

　遠くからそんな声が聞こえた。ローグ将軍その人の声のようだった。

　将軍にも申しわけない思いがありながらも、ビリーナはとうに引き返せないところまできている。そのまま船はネダインの夜空へと舞まいあがった。

　さすがにこの船にビリーナ主従が乗っているということ、それに王女がソロンへ帰りたがっていたという事実はローグにもジェイラスにも伝えられただろう。その証拠に、飛空艇が飛んできて追いかけてくるという事態にはならなかった。

　ジェイラスにしてみれば、

（勝手にしろ。こっちは見送りの手間が省けて済んだ）

　というところだろう。

　が、ビリーナの目的地はソロンなどではない。

　いったん北に出て、ソロンに帰るよう見せかけてから、南西のアプターへと向かうつもりだった。

　通常、夜間の飛行となると、必ず二隻以上で航行する。それぞれ灯あかりを掲げて互いの位置を確かく認にんしながら飛ばねばならないからだが、クラウはザジ・ハーマンのもとで長きにわたって単独での夜間飛行を叩たたき込まれていた。当時メフィウスでは禁じられていた西方との商取引が、クラウの主な任務だったからだ。

　操そう舵だ器きの近くにコンパスと地図を持った整せい備び士しを立たせ、航路をナビゲートさせる。下士官並みの知ち識しきと技量はあった。

　ひとまず空へ出られて、ビリーナは安あん堵どの息をついた。

　とはいえ、これから向かうアプターでも騒そう動どうは免まぬかれまい。王女のわがままというにはやや度を越した行為だ。ガーベラ本国にも噂うわさは届き、不名誉のそしりを受けることにもなるだろう。

（それでも）

　最後の最後まで自分が納得しない限り、ガーベラの土を踏むわけにはいかない。どれだけ窮きゆう地ちに追い込まれようと、どれだけ味方から蔑さげすまれようと、必ずや機きを見て行動を起こし、結果を導みちびいてきたギル皇子がそうであったように。

　と、

「ひえっ」

　クラウが突然悲鳴じみた声を発した。

　南西へのルートに船を向けて一時間も経たたないころだ。

　クラウが船体の高度を一気に落としにかかる。突如前傾姿勢にさせられたビリーナは、あわや座席から転げ落ちそうになった。

「どうしました？」

　クラウは目がいい。双そう眼がん鏡きようを覗のぞき込んでいた整備士も、遅ればせながら気づいた。

「船せん影えいが見えます」緊きん迫ぱくした声で告げる。「数は、二……三つ。中央にあるのは、よもや、サイアン将軍ご自身の旗き艦かんでは？」

「こちらを追ってきましたか」

　ビリーナもさすがに表情をこわばらせた。アプターに向かおうとする意図に気づかれ、進路を阻はばむ気だろう。こちらは中型規模の船とはいえ、速度の出る船ではない。相手に飛空艇を出され、数にものをいわせて陣形を組まれれば、振り切ることは難むずかしい。

（将軍ご自身が船に乗っているなら）

　ちらりとビリーナは考えた。皇子びいきの将軍のことだ。事情を説明しさえすれば、説得も可能かもしれない。

　しかしローグはただでさえ皇帝ににらまれている身だった。これ以上巻き込んで、汚名を着せてしまうのは、当然ビリーナの本意ではない。

　ここをいかに脱すべきか──ビリーナが知恵を振り絞ろうとしていた矢先、

「いいや」クラウが目を細めながらつぶやいた。「こっちに気づいた気け配はいがない上に、飛空艇を飛ばして探索に当たっている風でもない。どうも、あたしたちのほうを追ってきたわけじゃなさそうだねえ。姫、あれは、港で準備されていた船たちでしょう。どうやら向かう方角がわれわれと同じのようです」

　クラウの説明によれば、ローグ・サイアン麾き下かの船団は、こちらに先行して同じ航路を飛んでいるらしい。つまり、

「サイアン将軍も、アプターへ向かっている？」

　ビリーナはその疑問を口にした。

　クラウは、今夜の予定表に船の出港はなかったはずだといった。だというのに、ローグは三隻もの船を急きゆう遽きよ飛ばしている。しかも向かう先はアプターだという。これは容易ならざる事態だ。

　クラウも丸々とした顔に汗を浮かべて、ビリーナのほうを振り向いた。

「いかがなさいます？」

「仕方ありません」

「引き返しますか」

　ほっとした様よう子すのクラウだったが、

「いや。見つからないよう、距きよ離りをおいてあとにつづきましょう」

　主君の返事に、クラウは一いつ瞬しゆんだけ天てん井じようを仰あおいだ。




　ネダインからは一両日の行程だ。

　ビリーナたちの船だと、魔素エーテルの積せき載さい量りようぎりぎりの距きよ離りである。

　アプターが見えてくるころあいには、結局、ビリーナたちの船はローグ・サイアンの船団との距離を縮ちぢめざるを得なくなった。

「こ、これ以上近づけば見つかります」

　クラウはわめいたのだが、

「構いません。見つかるのではなく、見つけてもらうのです」

　ビリーナはきっぱりとした表情で返した。

　速度を固定して船団の後方に位置したままでは、港に辿たどり着く前に魔素が尽きる恐れがある。

　それに、アプターは目と鼻の先だ。

　ここで見つかっても、引き返すよう命じられる恐れはない。ビリーナの計算だった。

　クラウは破れかぶれの心境で速度をあげ、ローグ・サイアンの船にぐんぐん迫った。当然、こちらの船にもメフィウス国の紋章が描かれているが、所属を怪しんだローグが、飛空艇を差し向けてきた。

　ビリーナの指示どおり、抵抗もせずこれを船内に受け入れる。

　操そう縦だ士しの若者はそのまま艦かん橋きようへとのぼってきたが、

「ひ、姫さま！」

　ビリーナ王女をひと目見て、声を裏返らせた。

　王女のほうも、その顔に見覚えがあった。ニール・トンソンという名で、もとギル皇子の近衛このえ兵へい。飛空艇隊のリーダーをつとめていて、アプターに詰めていたときには、ビリーナが彼らの操そう縦じゆうを指南したこともあった。

　現在、ゴーウェン指揮下の小隊に所属している。

　ニールの動転振りをよそに、ビリーナは実に涼しげな顔をして、

「先に着艦します。案内を頼みたいのですが」

　ちゃっかりとそんなことをいう。ニールはもともとの赤ら顔をさらに赤らめて、

「は、ははっ」

　従う以外になかった。




　ニールの飛空艇が水先案内人をつとめるなか、ビリーナの船、そしてサイアン将軍の船団があとへとつづいて、次々とアプターの発着場へと降り立っていった。

　港へ着くと、ローグ・サイアンがほかの兵士たちを押しのける勢いで、船から姿を見せた王女のほうへと駆け寄ってきた。

　が、それより先にビリーナたちを出迎えた人物がある。

　ナバール・メッティ。

「これは、予想だにしない珍客でありますな」

　当然、王女の来訪など彼も寝耳の水である。

　面おもてからは不快の色が拭ぬぐえない。

　ローグは、ふとこの男の態度がいつものそれとちがうように見えた。

「わしも、おまえがアプターで待っていようとは思っていなかったぞ。キルロにいたのではなかったか？」

「ああ、将軍」ナバールは一転して、老将軍のほうへは笑え顔がおを見せて、「明日あしたには、ロルゴ将軍の部隊も到着する予定です。サイアン将軍におかれましては、十分英気を養っていただきたい」

「なに。オーダイン・ロルゴも？」

　ローグも初耳だったらしい。となると、アプターには十二将のうちふたりが顔を揃そろえ、また、ナバールがもともと駐ちゆう留りゆうさせていたであろう兵士に加えて多数の兵力が集結することとなる。

　ビリーナもローグと同じく不ふ審しんを強めた。ナバールのほうを仰あおぎ見て、

「これはいかなることです？　アプターに、なぜこれほど多くの軍勢が必要になるのです」

「姫さまにも部へ屋やをご用意いたしましょう。明日には、すぐお帰りいただくことになるかと思われますが」
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　ビリーナの質問を無視すると、ナバールはひとつ指を鳴らした。

　彼が港で待っていたのは、なにもローグや王女を歓迎するためではなかったらしい。ナバールの背後から、彼の配下と思おぼしき兵士たちが多数あらわれたのだ。剣や銃で武装している。

「待て」

　と思わずローグは怒ど鳴なりかけようとした。ナバールが、王女を力ずくでも拘こう束そくして送り返そうとしているかのように思えたからだが、

「サイアン将軍の部隊には、皇子のもと近衛このえ兵へいたちがいたはずですな。彼らの身柄を、わたしが一時預からせていただく」

　ナバールは相手側の驚おどろきを余裕を持って受け止めながら、予想外のことを口にした。

「ど、どういうことだ？」

「皇帝の勅ちよく命めいですよ」

　皇帝の、という言葉に、ナバールの態度、その変へん貌ぼうぶりが理解できた。だからといって無む論ろん、納得できるはずもない。

　ゴーウェンが率いていた兵士たち、すなわちパーシルやミゲルといったもと剣けん奴ど隷れいや、ニール・トンソン、ホゥ・ランまでもがこの場に引っ立てられた。

「待て」

　と何度ローグが制そうとしても、その都つ度どナバールは皇帝の勅命、ということを強きよう調ちようした。

　ゴーウェンのほうは表情こそ険しいが、さすがに抵抗しようとはしない。養女のホゥ・ランがここにいることに関しては、あらかじめ予期してもいてか、さほど驚おどろいてはいなかった。あの、たっぷりとした量のあったゴーウェンの好物は、文字の書けないランがせめてもの気持ちを示したものだったろう。

　ローグは、

「わしが預かった兵だ。それをこのように扱う以上、納得のいく説明はしてもらえるのだろうな。無む論ろん、これからのことも含めて」

　ナバールをにらみつけながらせいぜい脅しに似た文句を吐きかけたが、

「当然」

　ナバールは冷ややかに頷うなずいたのみ。王女はというと、状況を理解できず、ゴーウェンらと同様に立ち尽くすしかない。そんな王女をちらと見やったナバールの目に、蔑さげすみの感情がよぎっていた。




　陽ひもとっぷりと暮れた時刻。

　砦とりで内ないの食堂にて、ビリーナとローグの姿があった。

　ローグはナバールと会かい談だんをした直後である。すでに時間が遅かったのでためらいはあったが、王女もいますぐ説明を聞きたいはずだと思い、この時間にもかかわらず、面会することとなった。

　とはいえ、未婚女性と夜中にふたりきりで会うわけにはいかず、無理をいって士官用の食堂を開けてもらっていた。周囲に侍従やテレジアの姿があるのはそういうわけだ。

　酒や茶の準備をしていた彼らが、ふたりの会話が聞き取れない距きよ離りまで引きさがると、

「どういうことです」

　待ちかねたようにビリーナが口を開いた。ローグは白髪しらが頭あたまを搔かき、

「それをお尋ねしたいのはこちらのほうでしたが──。はて、わたしにも今回のことはわかりかねます」

　ローグの表情にも当惑の色がある。

　ネダインでビリーナが船を飛ばそうとしていた直前、ソロンからやってきた使者は、

「武装をととのえ、三隻の船を率いてアプターに急げ」

　という皇帝からの勅ちよく命めいを携たずさえていた。

　意味もわからず駆けつけてみれば、ナバールが待っていた。そして先ほど彼本人から聞かされたことは、歴戦の将軍ローグにしても仰天するようなことばかりだった。

　当然、ビリーナも同様である。

　話を聞いているあいだ、

「そんな」

　とビリーナは何度となくつぶやいた。顔色が赤くなったかと思えば白くなり、その衝しよう撃げきぶりたるや、遠くから様よう子すを見つめていたテレジアが、主人はいまにも倒れるんじゃないかと案じたほどだ。

　まず、ナバールはソロンにおいて急きゆう遽きよ十二将軍の座に任命されている。謀む反ほんを起こしたザット・クォークの空きを埋めるものだが、彼が率いていた蒼そう弓きゆう団だんそのままでは縁えん起ぎが悪いので、『蒼そう穹きゆう団だん』と名を改めている。

　そして十二将となった彼が最初に受けた任務とは、

「タウラン征せい伐ばつ」

　であった。

　ビリーナが最初に衝しよう撃げきを受けたのはそのときだったが、驚おどろきがまだ引ききらぬうちに、ローグ・サイアンはさらに畳みかけた。

「それに関連して……、どうやら、オーバリー・ビランが牢ろうから釈放されたようなのです」










　五章　風に吹かれて
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　ビリーナ・アウエルは、アプター砦とりでの最上段にいた。

　かつてギル皇子が爆ばく撃げきしたこの砦とりでも、いまは一定の修復が進んでいる。以前、やはりこうして高い位置から街を一望したが、そのときは兵舎の屋上だった。ギル皇子と肩を並べて、夕刻の空と街を眺めていたものだ。

　いまは朝まだ早い時間で、朝あさ餉げの煙がほんのわずかに立ちのぼっている。山の稜りよう線せんにほど近い、空の低い位置には薄うす桃もも色いろの帯が張り巡らされ、数羽の鳥が帯をなぞるように舞まっているのが見えていた。

　昨夜ゆうべ、ローグからナバールとの会かい談だんの内容を聞かされてから、ビリーナは結局一いつ睡すいもできなかった。それほど衝撃的だったのである。

　オーバリー・ビランは数ヶ月にもおよぶ幽閉生活から解放された。彼はもはや罪人ではなく、すなわち皇子ギル暗殺の容疑が晴れたということでもある。

　皇帝グール・メフィウスが宮廷で発言したことは、いまのビリーナと同様、ソロンの人々に多くの衝しよう撃げきを持って受け止められた。

「ギル皇子を暗殺したのは、タウーリアの手の者だ」

　オーバリー自身の言と、西方に間者を送り込んだ皇帝自らが得た情報だという。

　タウーリアには、メフィウスとの同盟を快く思わぬ者がおり、彼らが企くわだてた計画だった。まさしく王女の母国ガーベラでリュカオンが決起したがごとくだ。皇帝グールは、「最大限の慈悲」を持って、アークス・バズガンに書状を届けたのだという。

　犯人を引き渡せ。そうすればタウーリアの意思でないことは認めよう──と。

「だが、バズガンめはこの慈悲を蹴けりつけた」

　あろうことか、使者の首を送り返してきたのだ。

　おそらくアークス・バズガンは、メフィウスとの講こう和わを選んだ時点で、家臣たちからの相当に強い突きあげにあったものと思われる。その時点で後悔していただろうアークスは、だから家臣の暴ぼう走そうも止められず、またこれをメフィウスから責められても、唯い々いとして従うわけにもいかなくなった。またも弱腰と家臣たちから突きあげられかねず、といってもちろんこれをアークス自身の意思によるものととらえられるわけにもいかず、

「まったく根拠のないこと」

　として、怒りを使者にぶつける以外になかったのだ。

　皇帝はタウーリア成敗を決意した。この征せい伐ばつ軍ぐん総大将として、かねてより征タウラン論ろんを唱えていたナバールを抜ばつ擢てき。十二将軍の座にもつけた。

　これは皇帝にほど近い位置にある陪臣たちにすら驚きよう天てん動どう地ちの展開だったはずだ。皇帝があきらかにしたタウーリアとのやり取りなど皆初耳だったし、あまりに唐突のことだったので、十中八九、虚偽であろうという見方が大半を占めたが、しかし異を唱える者は皆無であった。

　やはりシモン・ロドルームの不在は大きく、また反グール派という派は閥ばつをつくりあげかけていたフェドムらもこのとき大急ぎでソロンに駆けつけてはいたものの、ナバールを通じて皇帝に計画が露ろ見けんするのを恐れる余りに、むしろ率先して皇帝に賛さん同どうの意を示していたからだ。

　ことは緊きん急きゆう、また速やかにおこなわれた。市民にこのことが伝わるのを恐れてか、ソロンから発たった軍団はナバール率いる新設の蒼そう穹きゆう団だん七百のみ。これを補佐するのはちょうどソロンから遠ざけられていたローグ、オーダインの両名。ローグが戦せん艦かん一隻、巡洋艦二隻の空船部隊、そしてオーダインはというと予備軍をも動員して一千もの兵を率いてアプターへ向かえという命令が飛ばされたのである。

（そんな）

　ナバールが皇子の近衛このえ兵へいたちを拘こう束そくしたのも、彼らが語った『証言』が、皇帝の押し通そうとしている『真実』とかけ離はなれていて、都合が悪かったためであろう。

（そんな──馬ば鹿かな）

　ビリーナは早そう暁ぎようのアプターを見おろしながら、苛いら立だたしげにかぶりを振った。

　当然、彼女も、皇帝の突然の行動には疑念を抱いた。疑念というより、怒りに近い。あきらかに皇帝グール・メフィウスは事実を捻ねじ曲げ、大陸中央の三国関係が膠こう着ちやくしたこの機きに乗じて西方を手中にしようとしている。

　王女という立場も忘れて、ビリーナは拳こぶしを胸きよう壁へきに叩たたきつけたくなる思いがした。

　思えば、メフィウスを訪ねて日も浅いころから、皇帝に意見する者の少ないこの国の体制に一いち抹まつの不安と反感を覚えたものだ。

　いまになってまた、それがビリーナの胸に黒い波紋を広げている。

（わたしは……）

　もちろん、タウーリアを討うつための軍勢を見送るために、アプターへ来たわけではない。少しでも皇子生存の手がかりがないかを求めに来た。だが、こうして事態が戦いくさに流れていこうとする現在、それがいかにも幼い、少女の感傷に思えた。

　そして戦火とは、いく多もの感傷を吞のみ込んでひろがっていくものだ。




　翌日、オーダイン・ロルゴもアプター入りした。予備兵力を含めて、全軍団を動かさねばならなかったので時間がかかったようだ。

　彼はローグと異なって途中村や町に寄っての行軍だったため、すでにナバールがアプター入りしていること、彼が十二将に引き抜かれたことなどは耳に入っていた。

　当然、そのなかで様々な憶おく測そくを立てていたのだろう、アプターでローグと顔をあわせたとき、あるていどの覚悟は固まっていた。

「陛下がわれわれを選んだ理由も、当然考えてはいました」

　三七歳とまだ若いオーダイン・ロルゴだが、その風ふう貌ぼうには落ちつきがある。やや堅物なところを除けば、ローグも彼には武人として好感を抱いていた。

「陛下も、いかに理由をつくりあげたとて、この戦いに大義名分が立たぬことはご承知なのでしょう。だからこそ、一度皇帝に歯向かったわれらをあえて指名した」

「──」

「それがいかなる命令であろうと、これ以上勅ちよく命めいに従えぬというなら」

　あとの言葉を、オーダインは吞んだ。「酌くみ交わそう」といって部へ屋やに酒を用意させたのはローグだが、両名ともまだ口をつけていない。

　アプターの街は、過剰な兵員を受け入れたばかりだというのに、変に静まり返っている。

　ローグもオーダインも、家族はソロンに残していた。それがソロンを離はなれる際に下された命令のひとつであった。無む論ろん、その意味とて両名は理解している。

　だからあえて口にしなかった。

　そういうこともあり、互いに思うことはあれど、じかに言葉にできる話題はごく少ない。ふたりは戦いくさ場ばを駆け巡っている勇猛な姿が噓うそのように、ぼそぼそと声を交わした。

　アプターにいく機き会かいがあればかねてからユノス川で釣りをしてみたいと思っていた、とローグがいえば、オーダインは、アプターがガーベラの手に落ちた際、ガーベラが部隊を伏せさせていたという森を見てみたかった、と語った。

「ほう、勉強熱ねつ心しんだな」

「それもありますが」オーダインは苦笑いともいえぬほどかすかに唇をほころばせた。「物語や歴史の付随した光景を見るのが好きなのですよ。あれこれと想像を巡らせながら、そうした場所を歩くのもね。古い遺跡が数多くあるというタウランも、本来ならちがう目的でいってみたかったものです」

「意外な一面があるものだ。いや、意外というのも不ぶ躾しつけか」

「構いません。わたしは、家族にすら木石のように思われている節がある」

　最後に、

「皇太子殿下が」

　といいながら、オーダインは自分の首に手しゆ刀とうを当てた。

「わたしに剣を向けながら、いわれたことがあります。おまえは誰だれかの奴ど隷れいなのかと。なにも考えず、ただいうことに従って生きていけばいいのならそれほど楽なこともない、と」

「──」

　ローグはまたも答える言葉を持たなかった。聞かなかった振りをしたというのではない。その証拠に、彼は、最後の最後に空のままだったグラスに酒を注ぎ、片方をオーダインに手渡した。

「殿下に」

　といい、グラスを掲げる。オーダインもならった。

「殿下に」




　そして翌日の夕暮れ。

「卑ひ怯きよう千せん万ばん」

　ローグ・サイアンが唸うなるようにいった。

　アプター砦とりでの会かい議ぎ室しつだ。地図をひろげた机を前に、ナバール、ローグ、オーダインの三将が顔を揃そろえている。

　ナバールが作戦を口にした直後、ローグは自分の感情を隠せなかった。

　普ふ段だん、ナバールは決して我の強い性格ではない。十二将のなかでも最さい高こう齢れいのローグにそう断じられれば、当然怯ひるむべきところを、

「どう申されようと結構」居なおったようにいった。「陛下とわたしとのあいだで綿密に立てた作戦です。先遣隊五百の準備はすでにととのえてある。あとはわたしの触れを待つばかりです」

「綿密な作戦だと？　宣戦布告もなしにタウーリアへ攻めのぼるのが作戦だというか」

「お言葉に気をつけていただきたい」

　ナバールはまるで人が変わったようだ。大きな後ろ盾を得て、まさしく神をも恐れぬ心境であったにちがいない。太い首を巡らせ、ローグ、オーダイン両名の顔を何度も見つめながら、

「タウーリアは以前、このアプターにまさしく予告もなしに攻めあがってきた。その報復も兼ねております。メフィウス一国が卑ひ怯きよう者ものの烙らく印いんを押されることもありますまい」

「一度は和わ議ぎを結んだ相手に、なんの報復だ」

「その和議とて、もとはといえば皇太子さまが勝手にお決めになられたこと。タウーリアのアークス・バズガンといえば、狡こう獪かつな男ですよ。まだ歳とし若かった皇子を言葉巧みに騙だまして、いいように誘ゆう導どうし、五分の同盟を結ばせたにちがいない。これをそのままに捨ておいては、メフィウスの外交手腕を諸外国に笑われることとなりましょう」

「貴様、皇太子さまのご遺志をも侮辱するかのような……」

「ナバールどの」

　顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なりつけかけたローグを、そのとき遮さえぎるかのようにオーダインが口を開いた。ナバールよりオーダインのほうが三つほど若い。ナバールは、立場も自分のほうが上だといわんかりに傲ごう然ぜんと答えた。

「なにかな」

「いかに奇き襲しゆうといえど、タウーリアを陥落させるには速度が肝要かと」

　オーダインは、十年以上も前、メフィウスがやはりタウーリアに侵攻したときの例を持ち出した。竜神を信仰していた遊牧民を始祖とする西方タウラン人は、たとえ内々であい争っていても、外敵に対しては奇妙なほど連携し、立ち向かっていく性質がある。実際、そのときも、一時はメフィウス軍がタウーリアを占拠するまでにいたったが、血けつ縁えんを頼って逃げのびていたアークスやその軍師ラバン・ドウの号令を受けた西方の諸勢力が手を組んで、メフィウス軍を三方から攻こう撃げきしてきた。

　これが思いのほか早かったため、いまだタウーリアに防ぼう衛えい陣じんを敷しくこともできずにいたメフィウスはまともに抗戦することもかなわず、結局はタウーリアを放棄して逃げ帰ることとなってしまった。

「そして速度をもってタウーリアを落とすには物量が要いる。足下の強気も結構だが、われわれの連携とて肝心なのではないか」

　オーダインにしてみれば、一種の脅しである。皇帝から拝命された以上、もちろんオーダインもローグもこの戦いに参加せねば家族の命が危うい。が、総司令官はナバールだ。もし彼がローグ、オーダインをまとめきれず、タウーリア攻撃に失敗すれば、その責は当然ナバールも負うこととなる。

　が、

「ご両名が乗り気でないなら、それも結構」

「なに？」

　ナバールは相変わらず涼しげな顔で、なおかつ、見下すような視し線せんをローグとオーダイン、それぞれに当てながら、

「どうぞ、アプターでごゆるりと茶でも飲んでなさいませ。すべてはわたしが取り仕切り、終わらせてごらんに入れましょう。ああ、無む論ろん、陛下には、わたしのほうからそう申し出たと伝えますれば」

「──」

　ローグもオーダインも、一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

　宣戦布告もなしに攻めのぼるということは、敵タウーリアの戦力を決して軽んじていない証あかしだ。だというのに、自ら率いる七百の手勢だけでタウーリアを落とすのだという。

（こ奴やつ）

　とローグはナバールを見つめた。

（なにか、西方に関する情報でも摑つかんでいるのか。いや、いくら征タウランを唱えていた男とて、それは何年も前の話。もし摑んでいるとしたら……）

（それは、陛下のほうか）

　なにやら、得え体たいの知れない悪お寒かんが身体からだを這はいのぼってくる思いがした。皇帝は家臣の誰だれにも打ち明けることなく、ずっと以前から西方の地を狙ねらっていたのかもしれない。綿密に情報を収集しながら時じ機きをじっとうかがっていた。そして皇太子の死は、グール・メフィウスにとってまたとない好機になったのだ。

　本来、空戦力に弱点のあるタウーリアを短時間で攻めるには、ローグ・サイアンの空船部隊は不可欠なはずだった。

　しかしナバールはよほど策に自信があるらしい。作戦に乗り気でない仲間を扱う苦労よりも、単独で動く利を選んだ。ある種、武人らしい果断な処置ともいえる。

「では、見させていただこう」オーダインがいった。「後方の守りはわれわれにお任せ願ねがいたい」

「お頼み申しあげる」

　ナバールは、最後まで強気の姿勢を崩さなかった。




　会かい議ぎ室しつから出たナバールは、その足で砦とりでの兵舎地下にある広間へ赴おもむいていた。そこでは、もと近衛このえ兵へい二十名ほどが軟禁状態にある。

　うち、ひとりを呼び寄せた。

　当然武装解除され、丸裸に近い格好だが、目の前にすると、いまにも喉のど笛ぶえをかっ喰くらわれかねないほどの圧力がある。

　今こ年としの剣けん闘とう大会準じゆん優ゆう勝しよう者しや、英雄フェリペの座を射止めた剣士パーシルである。そのパーシルへ、ナバールはぞんざいにいい放った。

「貴様、皇子とともに、戦いくさ場ばでも見事に戦ったらしいな」

「──」

「いますぐ蒼そう穹きゆう団だんの武具を用意してやる。手柄のひとつも立ててみせろ。そうすれば貴様の、そして仲間たちの待遇も少しは変わるかもしれんぞ」

　パーシルに決定権はない。すぐさま士官のひとりに連れられて、武装させられることとなった。が、本来は彼の得物ではない弓を担がされ、甲かつ冑ちゆうもやや大仰なものをつけさせられた。どちらとも、戦いというより儀ぎ礼れいの際にでも用いそうな代物だ。

　ナバールの気まぐれである。

　新設の蒼穹団には、ナバールに仕えていた傭よう兵へいあがりの正規兵ばかりではなく、そのほかの団やそれこそ傭兵隊からまわされてきた兵たちも多い。

　大会の準優勝者フェリペを従わせるのは、その新米たちに見せつけるステータスの一種だ。

　また、もとからナバールに仕えていた兵たちも、この剣闘士からなりあがった男に手柄をひとり占めされてはならじと、常以上に張りきってくれるだろう、という計算もある。

　どうせ、のちのちは皇子死亡の理由を秘ひ匿とくした重犯罪者として処刑されてしまう男だ。使えるうちに使っておこう、とナバールは考えていた。
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　ここのところ上じよう機き嫌げんという噂うわさだった。

　部下たちには鬼のように厳きびしく、普ふ段だんから冗じよう談だんをいって笑うことも数少ない男だが、ここ数日、都市部を見まわりに出ては民たみたちに声をかけたり、訓練をおこなっている兵士たちをねぎらったりもする。

　しかしそれもごく当然のことだった。西方を長いこと苦しめてきたガルダ軍との戦いがようやくのことで終結し、またラスワン・バズガン蜂ほう起きの際、いつの間にやら姿をくらましていたエスメナ姫も、先日、飛空船で無事帰き還かんしてきた。

　タウーリアにかかっていた暗雲がきれいさっぱり晴れた思いであろう。

　が、ボーワン・テドスの心中は余人が想像するほど単純ではなかった。

　というよりも、むしろ複雑極まりない。

　なにしろコルドリン丘きゆう陵りようの戦いで負傷したせいで、当のガルダ討とう伐ばつ軍ぐんには同行できず、あまつさえ城内に潜もぐり込んでいた魔ま道どう士しにエスメナを連れさらわれてしまった。武人としては晴れがましいどころか、悔いても悔やみきれぬほどの恥を負ってしまっている。

　しかし、タウーリアの防ぼう衛えいを担っているトゥーン・バズガン──アークスの弟にして、ラスワンの父──が、息むす子この謀む反ほんを受け、

「兄君がお帰りになり、正式な沙さ汰たを受けるまでは」

　と、自主的に謹きん慎しくしているいま、ボーワンはタウーリアの実質的な最高責任者だといっていい。

　その責任者が兵や民たみの前で暗い顔をしているわけにもいかず、ボーワンはだからこそ上じよう機き嫌げんに振ふる舞まっていた。

　今日きようも近きん隣りんの村々を見まわってきた。皆、顔があかるい。男手を兵隊に取られて、また貯蓄してあった食しよく糧りようをも兵糧として搾さく取しゆされていたから、決して楽な暮らしではなかったろうが、馬上のボーワンを見あげる目は輝かがやき、口々に戦勝の祝いを述べていた。

　なかには、

「兵隊さんのために」

　と、なけなしの酒や、山で獲とってきたばかりだという獣けものの肉を差し出してくる者たちもある。

　ボーワンは心よりの笑え顔がおになった。

（英雄になれなかったからとて、小さなことで悩んでいてどうする。民たちは日々たくましく生きている。彼らの生活を守るのがおれの仕事だ）

　そんな思いを新たに、夕方近くになってからタウーリアの門をくぐると、街なかの様よう子すがやや変わっていることに気づいた。

　駆けつけてきた兵によって、その理由が知らされた。

（ほう）

　ボーワンの指揮する第五兵団、いまやほぼ壊かい滅めつ状態にあるその軍のなかにあって、唯一実戦部隊として機能していた一隊が、エイメンからたったいま帰着してきたらしい。

　すなわち、ガルダ当人を討うった、オルバ率いる傭よう兵へい小隊である。

（なるほど、英雄の帰き還かんか）

　街や城内の空気がなんとはなしに浮き立っている。

　と、城じよう館かんへ足を踏み入れたボーワンに、また駆け寄ってくる者があった。

　意外といえば意外、しかしある意味で予想できた顔でもあったから、ボーワンはその心中と同じく、複雑な表情を浮かべかけた。

　こちらに一礼したのは、エスメナつきの侍女長だった。




　タウーリアに戻る直前、包帯から仮面に戻したオルバは、タウーリアの街路でこれまで以上の歓待を受けた。エイメンより遠く離はなれたこの街にも、魔ま道どう士しを討った剣士の話は届いていたらしい。

　街路の左右には人波があふれ返らんばかりであり、オルバは、いつか皇子ギルとして、アークスと馬を並べてこの道を通ったことを思い出した。タウーリアとメフィウスの講こう和わが決まった翌日のことである。そのときも民たみから大歓迎を受けた。

　先頭をいくオルバは、近くに、タウーリア出身の、またそうでなくても西方出身の傭よう兵へいたちを従えていた。シークやギリアムといった他国人の傭兵は列の最後尾である。理由はいうまでもない。また、これはシークの助言を受けて、タウーリア国の紋章がついた旗はた指さし物ものを馬にくくりつけている。

　人々の歓声はやむことを知らない。そこへ、大人おとなたちから指示を受けたらしい子供たちが数名、オルバのもとへ駆け寄ってきた。

　馬上から身を屈かがめたオルバへ、背のびした女の子が花はな輪わをかけて、男の子が酒の入った皮袋を差し出してくる。

　オルバはそれを天に掲げ、

「アークスさまへ」

　と叫び、それから喉のどを反そらして酒をあおった。

　拍手と歓呼の声が万雷となって降り注ぐ。

　仮面の剣士オルバは、いまやまちがいなく西方の英雄であった。

　──その英雄だが、城に入るなり、

「少し休ませてくれ」

　といって、戦いくさの話を聞きたがる兵やタウーリア重じゆう鎮ちんたちから身を遠ざけた。

　代わりに、ギリアムやシーク、その他の傭兵たちが国のあちこちから引っ張りだこになった。もちろんタウーリア出身者などは、ある意味でオルバ以上の英雄である。家族のもとに帰るなり、親族一同から、あるいは隣となり近きん所じよに住む大勢の人々からの歓迎を受けた。

　一方、部へ屋やに閉じこもったオルバは、しばらくぶりにひとりきりになった。

　仮面を外して、ちらりとうかがった窓の外には、夕ゆう影かげが色いろ濃こい。タウーリアには円形の塔が数多く、それらが街並みのあちこちで黒い影となってそそり立っている。

（さて）

　距きよ離り的てきに近いという思いがあるからだろうか、夕暮れの空が、いつかアプターで見つめたそれと重なりあって見える。

　オルバは帯から外したばかりの剣を、鞘さやから引き抜いて、窓から射さし込む光に当てた。いつも腰に携えている小剣である。ぎらりとした赤い光が、刀身に刻印されたとある名前を燃もえ立たせた。

　オルバ。

　メフィウスの、名もなき村で生まれた少年の名である。

　剣けん闘とう場じようにおいては、『鉄の虎とら』の異名で知られた剣闘士の名である。

　この一年、メフィウス皇太子ギル・メフィウスの近衛このえ兵へいとしていくらか戦功を立てた男の名前としても知られている。

　そしてここ西方においては、アークス・バズガンの指揮のもと、見事魔ま道どう士しガルダを討うった英雄として爆ばく発はつ的てきに広がりつつある名前である。

（だが──）

　オルバは刀身をゆっくり鞘さやに戻した。目を射いるようだった光の反射がやんで、その代わりにというように、窓から吹いてきたかすかな風がオルバの素肌を舐なめた。

　オルバは、その気になりさえすればまた別の名前を持つことができる。

　人前で仮面を外し、その名を名乗りさえすれば、彼はいまおかれているのとはまったくちがった境遇に立たされることとなるだろう。

　多くのものを捨て去ることになる。とともに、多くのものを背負い込むこととなる。そしてなにより、そこには数知れぬ危険が牙きばを剝むいて待ち受けている。

　せっかく英雄の栄誉に浴しながら、むざむざ破滅を選ぶようなものだった。

　だが、

（そうやってしか、得られないものも確たしかにある）

　オルバは痛切に思う。そしてそれは、身の危険と数多くの責任と引き換えにするにはわずかばかりのものであるにせよ、いまのオルバが求めてやまぬものであるのも確かであった。

「オルバさま」

　と、そこへボーワンからの遣つかいがやってきた。ふたたび仮面をつける時間がやってきたようだ。




　ボーワンは、いまやほとんど人ひと気けのない、第五兵団の兵舎、そのいちばん高い位置にある将軍室にオルバを招いた。

「英雄を迎えるのに、なんのおもてなしもないが」

　とボーワンが笑ったとおり、卓上には一本の酒瓶と、鳥肉と野菜を並べたばかりの質素な酒しゆ肴こうがあるばかりだ。

　ボーワンはまずガルダを討った功こう績せきを称たたえ、そして太守アークスをよく手助けした労をねぎらった。オルバはこれに、

「武運に恵まれました」

　と答えた。また、

「コルドリン丘きゆう陵りようでは、わたしも助けられた。武運というなら、あの地でわたしの武運も尽きるかと半ば覚悟していたものだが」

　ボーワンがそういえば、

「ダンカン隊長のご命令と、隊長がわれらに示された最後の矜きよう持じがあればこそ」

　と答える。

　ともに、口数の多い男ではない。加えて、どちらも酒を多量にたしなむ習しゆう慣かんがないので、どうしても黙だまりこくる時間が多くなる。とはいえ、居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくではなかった。たまにボーワンが戦いくさの話を聞けば、オルバがぼそぼそと答える。カダインで魔ま術じゆつの罠わなにかけられた話には、ボーワンもさすがに驚おどろきを隠せなかった。

「エンデやアリオンにも魔道士が数多くいるという。彼らがそうした魔術を効果的に使えば、戦場はわたしの知るそれと大きくさま変わりしてしまうだろうな」

「おれも──わたしも、多くは知りませんが、ガルダ軍は占拠した街の神殿をつくり変えていたようです。おそらく大規模な魔術には、それに比した準備も必要になるものなのでしょう。飛空船を多量に飛ばすのに、相応の魔素エーテルが必要になるように」

「なるほど。伝説に語られるほど万能な力というわけでもないのだな」

　ボーワンが大きく頷うなずいた。

　いつしか陽ひが沈んで、室内にはランプの灯あかりがともされた。長い時間をかけて一本の酒瓶をようやくのことで空にしかけたころ、

「実はな」とボーワンが改まって切り出した。「おまえにどうしても会いたいという方がおられる」

　いくらか遠まわしに話を持っていこうとしたようだが、ボーワンがその人物を敬うやまっていると思おぼしき言葉遣づかいをしたことで、オルバには想像がついた。

「エスメナ姫……でいらっしゃいますか」

「よくわかったな。そのとおりだよ。無む理り強じいはしたくない、ただ一度でいいからぜひ部へ屋やを訪ねてほしい、とそうおっしゃられている」

　ボーワンは無表情をよそおっていた。傍はた目めにもそうわかるくらいだから、根が実直なのだろう。

　が、オルバも相手の複雑な心境を慮おもんぱかってやれる余裕はない。エスメナが自分に会いたい理由にもいくらか想像はついていた。

　いつもなら、

（どうごまかすか）

　と考えるところだったが、なぜかこのときに限って、そのような思考が働かなかった。ただ、

（来たか）

　と考えただけである。

　オルバは仮面の奥でひとつ息を吐くと、

「わかりました。お会いいたしましょう」

　といった。
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「みんな、いったいどうしたというの？」

　エスメナ・バズガンが居室できょとんとなったのは、侍女たちがさっきからきいきいと騒さわがしいからだ。

　所狭しと駆けまわっている者もあれば、箒ほうきを愛用の剣に見立てて構える者まである。

　さながら、先日このタウーリアを見み舞まった、悪夢のごとき謀む反ほん騒さわぎの再来かと思わせたが、

「姫さまのほうこそどうかしていらっしゃいます」

　侍女たちは鼻息も荒い。

「どうして、あの無礼な男をふたたびお招きになろうなどとお考えになられたのです？」

　オルバのことだ。

　今日きようの昼過ぎ、後宮にあるこの一室を訪ねてくることになっている。オルバといえば、まだヘリオでの戦いが起こる前にもこの部へ屋やに招かれている。そこで彼は、エスメナの、ギルをいまだ想おもう気持ちをあざ笑うようなことを口にした。エスメナにはしては珍しく激げき怒どして追い払い、それから大声で泣きわめいたのだ。

「みんな、はしたなく騒ぐのはおやめなさい。姫さまにも立場というものがあるのですよ」

　侍女長が、若い侍女をたしなめにかかった。「オルバに会いたい」という姫の意向をボーワンに伝えたのは彼女自身だ。

「オルバどのといえば、もはや西方に名を知らぬ者のない英傑です。姫君をお救いくださった張本人でもあられる」

「それは──」

　侍女たちは不満顔だ。なにしろ、戦いくさを知らぬ彼女らのこと、あの不ふ遜そんで、おまけに顔を隠した不気味な若者こそがガルダを討うった英傑だと知らされても、にわかには信じられない。侍女長はしかつめらしく、

「たとえその性根がどのように邪悪で傲ごう岸がんで、狡こう知ちに長たけたものであったとしても、姫君としては直接お招き、ねぎらいの声のひとつでもおかけにならねばなりません。たとえそれが姫にとって、どのように苦痛で、恐ろしく、腸はらわたの煮えくり返るような思いをともなうものであろうとも、立場には義務がつきまとうもの……」

「もう、みんな大げさなのだから」

　エスメナも苦笑を禁じ得ない。「腸の煮えくり返っている」のは実のところ、当の侍女長のほうだろう。それからエスメナはあらためて侍女たちを集めて、

「みんなにはひとつお願ねがいがあるのだけれど」

　といった。

「なんでございましょう？」

「ご安心を。わたしたち、常におそばに控えております」

「わたくしはこれでも父上から武芸を叩たたき込まれております。なにか無礼な振ふる舞まいのひとつでもあれば、後ろからあの仮面を叩き割って……」

　などと息巻く侍女たちに向かって、

「いいえ」エスメナはひとつ微笑ほほえんだ。「あの方と、ふたりきりにさせてくださいな」




　オルバがその部へ屋やを訪ねたのは、約束の時刻きっかりだった。

　応対に出た侍女が、恐ろしい形ぎよう相そうでこちらを見ているのを若じやつ干かん気にしながらも、なかへと足を踏み入れる。

　タウーリアの美び姫きエスメナ・バズガンは、部屋のほぼ中央にテーブルを出し、椅い子すについていた。

「姫。ご加減のほどは」

　オルバはまず当たり障りのないことを口にした。エスメナはエイメンに連れ去られ、そこで魔ま道どう士しガルダのおぞましい魔術にかけられている。オルバが見たところ、あのときエスメナはその心の一部さえ操あやつられていたようだった。

「わたしは大丈夫。自分の頭で考え、自分の身体からだを思いどおりにできます。タウーリアではみなさんがわたしを病人扱いしたいようなので、少しそれにつきあってみました」

　冗じよう談だんを口にするエスメナは、確たしかに顔の血色もいい。以前に、同じくこの部屋へ招かれたとき、憔しよう悴すいしきっていたのと比べれば、むしろ魔道士にさらわれる以前より健康になったようにすら見受けられる。

「あなたのほうはいかがですか。戦いくさで、手傷など負ってらっしゃいませんか」

「わたしは、ご覧らんのとおりです」

「まあ。顔を隠してらして、『ご覧のとおり』もなにもないものです」

「は、はあ」

　くすくすと笑うエスメナに、オルバはかしこまる以外にない。とともに、

（妙な）

　エスメナの雰囲気に戸惑ってもいた。

　彼女に乞こわれるがまま、対面の椅子に腰かけた。西方においては、いかに客人とはいえ、一国の姫君と同じ目め線せんで対するのはなかなか得がたい厚遇だ。

　と、オルバがさらに驚おどろいたのは、侍女たちがそのテーブルに酒やら茶やらをひととおり準備し終えると、一礼して部屋から遠ざかっていってしまったことだ。

　途と端たんにがらんとなった部屋のなか、

「この部屋には、ほかにどなたもおりません」

　エスメナがいった。

「隠れて聞き耳を立てている者もございません。お疑いになるのなら、部へ屋や中じゆうをくまなく探しまわってもらっても結構でございます」

「なにをおっしゃりたいのです？」

　真正面に位置するエスメナから、先ほどまでとはまたちがう空気を感じ取って、オルバはなんとはなしに腰の引ける思いがした。いわゆる敵意とは異なる。かといって、友好的な空気でもない。ある種の熱ねつ意いとでもいおうか。

「オルバさま」

「は」

「お顔を、見せていただけませんか」

　ゆらり。

　とそのときオルバの視界の隅で動いたのは、風にそよいだカーテンだった。

「顔を」

　とオルバが返したのは、そのカーテンの動きが静まってからだ。「はい」とエスメナは細い顎あごを縦たてに引いた。

　熱意は変わらず風のように吹きつけてきながらも、黒目がちの瞳ひとみはあくまで穏おだやかだ。

　オルバは黙だまり込んだ。

　といって、胸中に嵐あらしのごとき葛かつ藤とうがあった──わけでもない。オルバの心中も、不ふ思し議ぎなくらいに凪ないでいた。

　どれほど間が空いただろう。

　エスメナが席を立った。オルバの視し線せんがその動きを追う。近づいてくる。

　と、横を通り過ぎた。視界から見えなくなったエスメナが、背後にまわろうとするのを気け配はいで感じる。

　細い、褐かつ色しよくの指がオルバの仮面にかかった。

　あたかも森しん厳げんとした儀ぎ式しきを執りおこなうかのように、それもまたごく静かで、ごく自然な動作だったのだが、その指をそっとオルバの手が押しとどめた。

　はっと電流に打たれたのにも似た仕し草ぐさでエスメナが硬直する。オルバもまた席を立っていた。

　振り返るのに要した時間など数秒にもならないはずだが、互いにこのとき感じていたのはその数十倍にもなろう。

　オルバ自身の手が仮面にかかった。

　そしてまた──数秒。

　カーテンが揺れて、ふたたび風がオルバの素肌を舐なめた。オルバの手はまだわずかに仮面をずらしただけだったが、そこになにを見たのだろう、狂おしいまでに視線を注いでいたエスメナは、突然、はっとしたように目を背けると、
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「もう、もう結構でございます」

　鋭するどく、そういった。

　力なく、くずおれるように姫は椅い子すに腰を落とした。その肩が震ふるえていた。オルバはしばらくタウーリア太守の娘を見つめていたが、やがて仮面をもとの位置に戻した。

　風は寂々として、若いふたりの身を切るような冷たさと残忍さをたたえていた。

　とともに、なにか燃もえるような胸苦しさをも運んでくるかのようだった。

　ややあって、

「事情はお聞きしません」

　エスメナは、まるで怒りをこらえているかのような表情でいった。視し線せんはオルバから逸そらされたままである。なおも肩を、そして言葉をつむぐ唇をも震わせながら、

「お聞きしたところで、きっと、わたしなどにはとうていわからないことなのでしょう。わたしは、あなたが生きていて、そしてあなたがこのタウーリアの危き機きに駆けつけてくださった。そう信じます。たとえ直後に、あなたがその手でタウーリアに火をかけたとしても、わたしは恨うらみますまい」

「──」

「もちろん、誰だれにも口外いたしません。わたくし、エスメナ・バズガンの名においてお誓い申しあげます。どうか……ど、どうか、わたくしをお信じになってください。小さく、意い気く地じなしのエスメナであっても、そればかりは、命を懸かけて守りとおします」

　長い睫まつ毛げが何度も揺れた。オルバはなにも答えない。エスメナの背後の窓から、昨日きのうの夕暮れ時に見た塔の群れが、また別の角度から見えていた。ここからだと、五本の指が天空を摑つかみかかっているかのようでもある。

　と、エスメナがふたたび立ちあがった。

「傭よう兵へい隊たい長ちようオルバ」

　その名を呼ぶ。

「は」

　とオルバも姿勢を改め、かしこまった。

「よく父上を助け、立派に魔ま道どう士しガルダを討うち果たしました。西方を守り抜いたそなたの活かつ躍やくを称たたえるとともに、タウーリアの姫として、また西方の女として、礼を申しあげます」

　目をきらきらとした光に満たされながらも、エスメナは微笑ほほえんだ。オルバはただ頭を下げたのみ。

　もう一度姫の睫毛が揺れたとき、その目からひと滴しずくの涙がしたたっていった。

　──侍女たちが部へ屋やに戻るのを許されたのは、オルバが辞してから一時間ほども過ぎ去ってからである。

　それほど時間をおいてもなお、エスメナの目は赤く腫はれており、

「まあ！」

　侍女たちはまた大おお騒さわぎになった。

「なにかあの男にいわれたのですか」

「英雄だからと、きっと調ちよう子しに乗ってまた無礼なことをいったのでしょう」

「今度会ったら、もう容赦しません」

「姫、なにをお笑いになっておられるのです。姫──」




　その夜。

　オルバ隊からやや遅れて、第六兵団長ナトーク率いる五十名の兵が帰ってきた。ナトークは、先に帰着していた第三兵団長ニダール、そしてボーワンに挨あい拶さつしたのちは、アークスからの伝言を携えて、現在療りよう養よう中ちゆうの軍師ラバン・ドウのもとに向かっている。

　その用向きは、無む論ろんオルバにはわからない。

　オルバ本人はというと、ギリアムたちにまたなにかいわれる前に、せいぜい『英雄』として浮かれた振りをすることにしていた。

　一度など、シークをつきあわせて、若い兵たちの前でガルダを斬きったときのシーンを再現したりもした。

　無論、内容は虚飾に満ちている。

「おのれ、よもや西方がこうも手早くひとつにまとまろうとは。アークス・バズガンめ、奴やつの手腕を見誤ったわ」

　ガルダはこういって血を吐き、倒れたことになっている。

　オルバにしてみれば実に馬ば鹿か馬ば鹿かしい思いがしたものの、こうしたこともまた必要なのだということも身に染みてわかっている。

　アークスの指示どおりに、ニダールはタウーリアにおいて「二日の祝い」をさせていたが、そのときに残しておいた酒や食事を、オルバ隊と、彼らの馳ち走そうに預かりに来た兵たちに振ふる舞まった。

　またその日は、エスメナ・バズガンも宴うたげに顔を出した。

　普ふ段だん、男ばかりが集つどう場においそれと顔を見せる姫ではないから、酒宴はいつになく盛りあがった。

　楚そ々そとした美び貌ぼうも、歩くだけで辺あたりにうっすらと花の香りを漂わせるような、そんな雰囲気もいつもどおりでありながら、

（なにか、変わられたように見えないか）

　男たちは、どこか落ちつきがないように声を交わしあっていた。

（ああ。一気に、大人おとなになられたような）

（姫ももう十九でいらっしゃる）

（そうか、おれが結婚したとき、妻は確たしか十九だった。もうそういうお歳としになられているのだな──）

　なかにはしんみりとして、なぜか肩を落とす者とてある。

　太守アークスが過か保ほ護ごに育ててきたせいか、いままでは年ねん齢れい不相応に幼い面のあるエスメナだったが、こうして人前にあらわれて、控えめにではあったものの、バズガン家の女性として上座にあり、皆を見わたすようなその姿は、もうまぎれもなく大人そのものである。

　それが、男たちの無骨な心にはうれしくもあり、同時に、わずかな寂しさを感じさせていた。

　無む論ろん、この座の主役は、新しき英雄オルバだ。

　エスメナは自らオルバにねぎらいの声をかけ、そしてタウーリア中の武人が、

「こんなことなら、命のひとつやふたつ失おうと、おれがエイメンにいってガルダを討うてばよかった」

　と血を吐いて羨うらやむほどの笑え顔がおを彼に差し向けた。

　そしてオルバは、庭で炊たかれたかがり火に鉄の仮面を照らされながら、ガルダを討った長剣を、姫への土産みやげとして恭うやうやしく差し出した。

「しかし、メフィウスの剣けん闘とう士しというのも、やるものだ」

　タウーリア兵が感じ入ったようにつぶやいた。

「メフィウスと講こう和わを結んだからには、近いうち、西方でも剣闘の興こう行ぎようが打たれるかもしれんぞ」

「そうなると、地元の人間も参戦しないかと誘いがあるだろうな」

「おまえ、やってみてはどうだ。ひとり身だし、剣の腕には自信があるだろう。英雄に近づけるかもしれん」

「ば、馬ば鹿かをいうな。戦いくさ場ばで死ぬことなど決して恐れんが、見世物で殺しあうのはごめんだ」

　部下たちのそんな言葉を、宴うたげの隅っこに顔を出していたボーワンが苦笑いしながら耳にしていた。

　メフィウスとは国境を接し、長いこと戦ってきた。またそもそも、もとはメフィウス人だったバズガン家がメフィウス皇族を出し抜く形で建国したのがゼル・タウランであり、それが分裂していまに至るのがタウーリアである。そうした成り立ちがある以上、メフィウスとの因いん縁ねん、これはいかに講こう和わを結んだからとたやすく断ち切れるものでもない。

（だが）

　逆にいえば、バズガン家にはまちがいなくメフィウス人の血が流れている。これも否定しようがない。

　そうした事実をうまく利用して人心を誘ゆう導どうできれば、メフィウスとのあいだに横たわる深い溝も、長い時間をかけて埋めていくことができるかもしれない。

（それと、あの扱いにくい男をどうするかだな）

　また苦笑いしたい気持ちになって、オルバを遠巻きに見つめる。あれもまた微妙な存在だ。うまく使えばメフィウスとの橋渡しにこれ以上はない材料になり得るが、扱い方をまちがえれば、英雄どころか、一気にタウラン人の憎悪の対象にさえなりかねない。

　なにしろ西方は戦乱の気け配はいがしずまりかけている。戦のない時代に、英雄は必要とされない。

　そんな複雑な考えに頭を悩ませていたボーワンだったが、宴うたげも盛りを過ぎかけたころ、彼のもとへ兵のひとりが駆け込んできた。

「なに？」

　兵士に耳もとで囁ささやかれるや、ボーワンはいままで胸を占めていた考えごとをきれいさっぱり忘れ去った。

　すぐにエスメナのもとへ挨あい拶さつに赴おもむき、場を外した。

　宴から離はなれていくその顔が、緊きん張ちように包まれている。

　それは、ボーワンにとっては予想外に過ぎる出来事であった。










　六章　裏切りの義旗







　　　　１




　陽ひが中天からやや下りかけたころあい、ガーベラ国王女はまたもアプターを一望できる場所にいた。

　路上にはアプター市民たちの顔もちらほら見受けられる。日中、たまにビリーナが街路に面した回廊を通ったときなど、目があうと、彼らはいかにも痛ましそうな顔をした。

　皇子ギルが、このアプターの守将であった期間などごく短い。

　しかしギルは突然のタウーリアの奇き襲しゆうを退しりぞけ、二度目となると市民たちを退たい避ひさせたのちに、自ら爆ばく撃げきするという奇策をもってアークス・バズガンを捕ほ縛ばく、その直後にタウーリアとの和平を結ぶ。さらには、ここアプターより発たって、同盟国ガーベラの危き機きを救い、そしてまたアプターへと凱がい旋せんした。人々はこれを、大きな歓呼をもって迎えたのである。

　アプターの市民たちがギル・メフィウスを英雄視していてもなんら不ふ思し議ぎではなかった。あるいは帝都ソロンに住む民たみや宮廷の貴族たちより、よほど彼らのほうがギルの死を悼いたんでいたかもしれない。

（どうするべきか）

　昨夜ゆうべ、一応は寝床についたが、一昨日おとといと同様ほとんど眠れなかった。

　ローグ将軍によると、ナバールは軍備を着々とととのえ、今日きよう明あ日すにでも出陣する可能性があるというのだ。

（宣戦布告もなしに、和平を結んだタウーリアに攻め入れば……）

　メフィウスに残された、国として最低限保つべき矜きよう持じさえ失われるのではないのか。

　そしてそれは、ほかならぬ西方との和わ議ぎを取り結んだギル・メフィウスの名に泥を塗ることになるのではないか、ともビリーナは思う。さらには、このまま西方がギル暗殺にかかわったとする虚偽がメフィウス中に真実となって定着してしまえば、拘こう束そくされているもと近衛このえ兵へいたちの身が危うい。彼らのほうこそ西方に加担して噓うそを流布させたとして、処刑されてしまう可能性とてあった。

（飛空艇を飛ばし、タウーリアにメフィウスの侵攻を伝えるか）

　そうも考えた。襲撃を知ったタウーリアに準備万端ととのえられれば、ナバールも軍を動かすことに慎重になるかもしれない。

　だが、そんなことをすればもちろんビリーナは売ばい国こく奴どの烙らく印いんを免まぬかれない。メフィウスばかりか、同盟関係にあるガーベラからも、追放される、もしくは罪を着させられる恐れがあった。

（お爺じいさま）

　頭に浮かびかけた祖父の顔を、ビリーナははっとなって思考の外へと追いやった。なにか思い詰めたことがあるたび、祖父のジオルグに逃げ込もうとするのは悪い癖くせだ。

　どうするべきか、とまたも王女が自らに問いかけたとき、

「姫さまでいらっしゃいますか」

　背後から声をかけられた。振り返ると、そこにざんばら髪をした異相の男が立っている。ソダンという名の鍛か冶じ師しである。

「おれなんぞが、姫さまに直接お声をかけてよいものやら、わからなかったのですが、ご無礼とあれば」

　本来、そうした言葉遣づかいも苦手なのか、濁にごったような目をあちこちに向けている。ビリーナは小首を傾かしげて、

「構いません。わたしになに用です？」

「実は」

　とソダンがつづけた言葉に、ビリーナは耳を疑う思いがした。

「実は、皇子さまからお預かりしているものが、ございまして」

「そ、それは」思わずビリーナは咳せき込みそうになった。「なんです。わたし宛あての手紙ですか。それはいつ、どのようにして、あなたに預けられたのです？」

　矢や継つぎ早ばやに質問を重ねてしまう。

　やはりなにもかもが皇子の策略で、このビリーナには時期が来たら真実を打ち明けるよう、なにか細工を残しておいたのだ──と、このわずか一いつ瞬しゆんのあいだ、ビリーナはそこまで思いいたっていたのである。

「ああ、いえ、手紙ではなく……、これを」

　ソダンは、火傷やけどとひび割れだらけの手に、とある包みを乗せていた。

　きらりとした光がなかから覗のぞいた。半ば奪うように手に取ったビリーナは、包みのなかから思いがけないものを目にして、声を失った。

「それをなおしてほしいという依頼を受けていたのですが──、いまとなっては、お返しすることもできず。姫さまにお渡しするのが正しいのかどうか、おれの身分ではわかりようもありませんが」

　ソダンには、以前も同じことがあった。なにかを手渡した相手が、それをまじまじと見つめながら言葉を失い、その場に立ち尽くしてしまう。当のギル・メフィウスがそうだったのだが、ビリーナはこれもギルと同じく、ソダンが去っても、しばし気づかない風にうなだれていた。

　ビリーナの手に乗せられたもの。それは、王女本人がかつて近衛このえ兵へいオルバに手渡した、チェーンつきのメダルである。剣けん闘とう大会に臨のぞむ彼のため、友情の証あかしとして送ったものだった。

　またそれは、謀む反ほん者ものザット・クォークの銃弾から皇子を守ったものでもあった。オルバに渡したはずのそれを、皇子は「お守り代わりに」と受け取っていたらしい。そしておそらくは近衛兵に返す前に、ここアプターで鍛か冶じ師しに修しゆう繕ぜんしてもらうよう頼んでいたのだ。

　ガーベラ国の紋章である馬と剣とが刻まれた、そのメダルの表面が、ぽつりと透明の雫しずくを弾はじいた。

　白金プラチナの髪はばさりと垂れて、王女の表情を包み隠している。が、その向こうからは隠しようもない嗚お咽えつの声が洩もれ、メダルは次々と涙の雫を弾きつづけた。

　いまになって──そう、いまになってまた、ビリーナは途方もない喪失感がこみあげてくるのを感じていた。

（わたしは、このためにアプターへ来たのか）

　そうも思った。

　ギル皇子の手がかりを探すため、などではなく、ギル・メフィウスの死をこれ以上もなく実感するためだけに。

　あの謎なぞめいた目を見つめることも、少年っぽさを残した笑えみを見ることももはやない。やり込められることも、逆に鼻を明かしてやることもなく、彼の心に近づこうと努力したり、彼の秘密主義のやり口に腹を立てたりすることも、もう二度とないのだ。

　ギル皇子をはじめ、仮面をかぶった剣士オルバが、シークの顔が胸中をぐるぐると巡った。

　ビリーナはついには膝ひざから崩れ落ちて、感情に身をゆだねて大声で泣き叫びそうになった。

　このとき。

　涙を盛りあげたビリーナの目に、奇妙なものが飛び込んできた。

　きらりとした光の列が、アプターの街路を波打つように進んでいく。武装した兵士の集団だった。彼らはアプターの北門から出ようとしている。あきらかに有事を連想させる軍隊の列だったが、それを見送る市民の姿はない。

（奇き襲しゆうか）

　とビリーナは見た。

　その瞬しゆん間かん、ビリーナの胸を占めていた底なしの喪失感が、とある強い感情で満たされるのを感じた。

　西方との友好は、皇子ギル・メフィウスが決めたことだ。自らの砦とりでを爆ばく撃げきし、そして自ら西方へと乗り込んで、果たしたことだ。それは、ほかならぬビリーナの母国ガーベラを救う際、後方の憂うれいを取り除く必要があったためでもある。

　涙のひと滴しずくが頰ほおを伝う。それを拳こぶしの裏側でぐいと拭ぬぐって、ビリーナは顔をあげた。

（わたしは、悲しみに暮れるためだけにアプターへ来たんじゃない）

　自分がもしなにがしかの運命に導みちびかれているというのなら、なにがしかの使命があってここアプターへ来たというのならば。

　ビリーナ・アウエルは、メダルを自分の首にかけた。そして気がつけば駆け出していた。

　多くの迷いや葛かつ藤とうは依然胸中にある。踏みしめる一歩ごとにそれらを打ち砕かんとするかのごとく、ビリーナは走りつづけた。




　メフィウスとタウーリアとを東西にわかつユノス川。

　川を挟んだ断だん崖がいは、西へいくにつれて草木を生はやしながら高々と盛りあがり、その上に、タウーリアの国境警けい備び隊たいがおよそ百名常じよう駐ちゆうしている。ここからさらに尾根道を西へと進めば、以前、メフィウス皇子ギルとタウーリア領主アークスとが会かい談だんしたガッゾーラの平野がある。

　メフィウスとの和平がなったあとは、ユノス川近辺もごく静かなものだったが、その日、久しぶりに警備隊の面々が緊きん迫ぱくした。

　ユノス川の対岸に武装した兵士たちの姿がある、という報告があったのだ。当然メフィウス軍だ。船を多数川に浮かべているのも確かく認にんされている。

　さらには、アプターに北の方角から船が舞まい降りてきたという報告も入ってきた。ただし武装はしておらず、軍船ではない模様だ。これがなにを意味するのかまではわからない。

　警備隊長が本国に連絡する準備をしていると、兵士たちがにわかに騒そう然ぜんとなった。

　ユノス川を越えて向かってくる飛空艇の機き影えいがあるというのである。

「構えっ」

　隊長の命を受け、銃を持った兵士たちが丘の上へ整せい然ぜんと居並んだ。

　と、メフィウス製の、翼竜ワイバーンを模した飛空艇は、こちらの動きを読んだかのように見る見る高度を落として、銃兵たちの直前へと舞まい降りてきた。

　すぐさま彼らが威い嚇かくの発砲をしなかったのは、操そう縦じゆう士しがあきらかに女性であったからだ。

　その女性は、敵意がない証あかしに両手を左右に広げた。五、六人の兵士が銃を掲げつつ、彼女を取りかこむ。そのうちひとりが隊長のもとへと飛んできた。

「なに？」

　隊長が困惑そのものの表情を浮かべたのも無理はない。相手は、ガーベラ国王女ビリーナ・アウエルを名乗っているというし、その用向きとは、

「メフィウスが、侵攻してくるだと？」

　密告を携えてきたのだ。

　馬ば鹿からしい、と一いつ蹴しゆうできなかったのは、対岸にメフィウス軍の存在があったからだ。渡と渉しようの準備をしているのではないか、という危き惧ぐが胸をかすめた。

　だが、相手がそもそも本物のガーベラ王女かどうかもわからない。むしろ、女性の密告そのものが罠わなだという危険性も十分ある。

　いずれにせよ、差し迫った事態であるのは変わりなかった。警備隊隊長は王女と直接顔をあわせて、いくらか言葉を交わした。その結果、

「わたしの独断ではいかんともしがたい。ドゥーライ！　隊の者三名を選んで、姫をタウーリアまでご案内しろ」

　決断を下した。

　命令を受けたドゥーライとその他三名が、飛空艇を用いて、ビリーナを名乗る女性──無む論ろん、それはまぎれもなくビリーナ・アウエル本人であった──をタウーリアへ連れていくこととなった。

「くれぐれもご注意を」

　ともに飛び立つ寸前、浅黒い顔をしたドゥーライは王女に声をかけた。

「飛空艇には多少自信があります。ご心配なく」

　少女はそう返したが、ドゥーライは真顔で、腰にぶら下げた拳けん銃じゆうを見せた。少女の頰ほおが緊きん張ちように締しまる。若いながらも立派な髭ひげをたくわえたドゥーライは口にこそ出さなかったが、ようするに、

（おかしな真ま似ねをしたら、撃うっても構わないと命令されている）

　と警けい告こくしたのである。「ご注意を」というのも、「ご自分の行動にご注意を」という意味をも含んでいたのだろう。

　ドゥーライとその部下に挟まれる形で、ビリーナは飛空艇を飛ばした。

　途中途中にある、伝令用の中継基地で魔素エーテルの補給をしながら、タウーリアへと急ぐ。

　都市へと到着したのは、陽ひも没しかけた時間帯だ。ことがことなので王女はなるべく目立たぬよう、タウーリアの直前で、飛空艇乗り用のつなぎから西方の娘らしい素朴な衣服に着替えさせられ、また独身女性がたまにやるようなベールをかけられた。

　門をくぐってタウーリア内部へと入る。

「顔をあげませぬよう」

　ドゥーライはそう忠告した。ビリーナにははじめての土地だったが、周囲を観かん察さつする余裕などもちろんない。ただ自分の足もとばかりを見ながら進んだ。

　どこかで宴うたげでもやっているのだろうか、風に乗って、笑い声や歌声、太鼓のひびきが聞こえてくる。

　街路を進んでいくと、今度は荒々しい馬のいななきが耳に飛び込んできた。馬は、一行のすぐ隣となりで脚を振りあげつつ停止。砂煙が舞まった。

「何事だ」

　ドゥーライが、苛いら立だたしげに馬上の騎き手しゆをにらみあげる。相手は雷のような大声で、

「酒を買いにいく途中でな。どこもかしこも切らしてやがる」

「戦いくさのあとだ、そうそう贅ぜい沢たくはできない」

「手柄を一番立てた隊だぞ。ほかではもっと歓迎を受けた。当のタウーリアで祝いにあぶれるなんて、馬ば鹿からしい話だぜ」

　不ふ遜そんないいようだったが、どこか憎めない性質の男らしい、ドゥーライは苦笑して、

「三番街のハムディ爺じいさんの店を訪ねろ。爺さん自身が酒飲みだからな。客に振ふる舞まわず、いくらか家に残しているはずだ。戦いの手柄話も大好きな男だから、あんたがいって聞かせてやれば、すこしはわけてくれるだろう」

「ありがてえ」

「隊長の命令か？」

「うちの隊長は遊びを知らねえよ。エイメンでお気に入りの女ができたから、すこしは砕けたかと思ったんだがな」

　男は銅ど鑼らのように笑うと、ふたたび馬を駆けさせていった。ドゥーライの部下が、

「あれが。──例の」

「ああ、例の」ドゥーライは王女を促して、ふたたび歩きながら答える。「ゼルド人にあれほどの巨漢はいない。さすがに飲む量も凄すさまじいようだな。名は、ギリアムといったか」

（ギリアム？）

　ふとこのとき、ビリーナの脳裏にかすめるものがあった。記き憶おくにある名だ。先ほど聞こえてきた声も、そういえばどこか聞き覚えがある気がする。

　とはいえ、ビリーナも大事な役目を負っている。タウーリア城じよう館かんが近づくにつれて緊きん張ちようが増してきたので、ギリアムに関することは頭から追いやられてしまった。




　応対にあたったのは、ボーワン・テドス。

　くり返すが、若じやく輩はいながらも、いまのところは彼がタウーリアの最高責任者といってよい。

（ビリーナ王女が、メフィウス侵攻の知らせをもって、訪ねてまいりました）

　兵士からそう耳に入れられても、ボーワンはにわかには信じがたかった。

　メフィウスとこれからいかに関係を深めていくか、と考えていた矢先のことでもある。

　しかし彼とて戦乱の世に生を受けた西方タウラン人である。昨日きのうまで友好関係にあった隣りん国ごくと、突然戦せん闘とう状態になるのも珍しい話ではない。

　宴うたげの席から離はなれていくうちに、ボーワンもすっかり気持ちを切り替えていた。

　彼は対メフィウス戦の折、一時アプターに捕ほ縛ばくされたことがあるが、そのときにはビリーナ王女とじかに会う機き会かいに恵まれなかった。そこで呼び寄せたのは、オルバ隊のあとを追うようにタウーリア入りしたナトークである。この第六兵団長は、以前エスメナ姫の護ご衛えいという形でアプターに赴おもむいて、ビリーナと顔をあわせている。

　そのナトークが、

「ガーベラ王女ビリーナ・アウエル姫、ご本人にまちがいありません」

　と保証した。

　ボーワンは城館の一室を開け、そこで王女と対面した。ひと目見るなり、

（ほう、これは）

　目をみはる思いがした。

　鼻筋の通った、瞳ひとみのきれいな少女だ。あどけないながら、顔立ちには品位をも感じる。あと数年もすれば、エスメナ・バズガンと並ぶほどの美女に成長するだろう。

　その、宮廷にあって愛めでられる姿こそふさわしい王女が、メフィウス進軍の知らせを携えてやってきた。尋常な事態ではない。彼女の言によれば、すでにアプターを何百の手勢が発たったという。が、いまだ国境から狼煙のろしがあがったという報告はなかった。だからといって、国境を越えてまでやってきた王女が虚偽を口にしているとも思えず、

「姫」

　王女の言葉に耳を傾けたあと、ボーワンは机上で指を組みあわせながらいった。

「わざわざお越しいただいた上でのご報告、痛み入る。しかしあなたはメフィウス同盟国ガーベラの姫君。この行為は、あなたの立場を、ひいてはガーベラの立場をも危うくすることにつながりかねません」

「はい」

　王女は一いつ瞬しゆん顔を伏せたが、すぐに目め線せんをあげて、

「しかし、このまま捨ておくのは義に反します。わたしは両国の平和を願ねがっております。……夫となるべきギル皇子の意思と同じく」
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（夫か）

　理由づけをしたそのいいようが、いかにも少女らしい。そしてそれが、ある意味でなによりボーワンに信頼を抱かせた。

「わかりました。あなたは、これよりいかがなさいます」

「メフィウスへ戻ります」

　よどみもためらいもなく、ビリーナは答えた。

「無む論ろん、わたしの言葉が真実だとわかるまで身柄を預かりたいというのであれば、それに従います」

　人質になる、という意味に近い。ボーワンは一回目を閉じて、それから、

「ギル皇子とわが殿アークス・バズガンとは友情を誓いあった身。その婚約者の方を閉じ込めておくわけにも参りますまい。ドゥーライに送らせます」

（ただし）

　ボーワンは思わずにはいられない。

（この姫君、タウーリアにいるより、メフィウスに戻るほうがよほど危険かもしれん）

　もちろん、ビリーナはそれも理解しているだろう。




　　　　２




　ガーベラ王女を帰したあと、ボーワンは一気にあわただしくなった。

　床に臥ふせったきりのラバン・ドウ、そして自室に謹きん慎しんしているトゥーン・バズガンにこの報告を入れ、自らは、タウーリアに現在ある兵力の再さい確かく認にんをおこなった。

　トゥーン率いる都市防ぼう衛えい軍ぐん、これが現在二百と少々。本来は五百以上からの兵数を抱えるが、二百名余りをゼル・イリアス攻略軍に割さいたのと、先日のラスワン・バズガン蜂ほう起きの際、ラスワン側についた兵が百名ほどいたためである。

　ボーワン・テドスが本来指揮すべき第五兵団は、ヘリオ近郊におけるガルダ軍、またグレイガン軍との戦いでほぼ壊かい滅めつ状態。かろうじて『第五兵団』の名残なごりを示すのは、その所属だったオルバ率いる傭よう兵へい小隊五十名余りのみだ。

　エスメナ姫を護ご衛えいする形でやってきたニダール率いる兵が百足らず、そしてナトークがエイメンより帰着した際に連れていた兵がやはり五十名ほど。

　エスメナを乗せて帰ってきた巡じゆん洋よう艦かんと、それを運用する者たちがいるが、なにしろ大おお戦いくさのあとだ。人員も魔素エーテルも、量がふんだんに用意されているわけではない。

（ちっ）

　当然のことながら、メフィウスが本格的に進軍してくれば、追い返すどころか、満足に防衛するのも難むずかしい兵力だ。

（だが）

　いまここにこそ、タウーリアの命運がかかっている。

　ボーワンは、ただでさえヘリオでの戦いにおける敗戦、そして魔ま道どう士しの手の者にエスメナを連れ去られてしまった失態を恥じている。アークスの許しさえあれば、将軍の地位を自ら捨て去りたいほどだった。

　しかしいま、武人として命を捨てるにふさわしい戦いが目の前にある。

（同じ死ぬならば）

　なんとしてでも援軍が来るまでタウーリアを守り抜き、武人としての名誉を回復してから死にたい。

　それが、自分に期待をかけてくれたアークスや、養子にしてくれた、いまは亡き大公ヒルゴ・テドスへのなによりの手た向むけになろう。




　夜半も近い時刻に、ボーワンは各隊長を呼び集めた。トゥーン麾き下かの中隊長三名に、ニダール、ナトーク、それにこうした場ではやや異例ではあるものの、異国出身の傭よう兵へい小隊長オルバ。

　ボーワンは手短に事態を説明した。余計な憶おく測そくを呼ぶということで、急を知らせてきた使者がビリーナ王女であることは伏せられた。

『メフィウス』という言葉にいち早く反応したのは、意外というべきか、やはりというべきか、

「馬ば鹿かな」

　席を立ちかけたオルバである。

　仮面で表情を覆おおい隠し、普ふ段だんからなにを考えているかわからないほどに、感情が表に出ない彼には珍しいことだ。

　一いつ瞬しゆん全員の視し線せんを集めた彼は、すぐに気を取りなおして席に戻ったものの、動揺をはたから覆い隠せはしなかった。

　オルバばかりか、この緊きん急きゆうを告げる事態に、宴うたげのあとで赤く染まっていた武人たちの顔が一気に緊きん迫ぱくの色を帯びた。

　当然、室内はメフィウスへの憎しみで満たされた。

「メフィウスめ、やはり信用ならぬ相手であった」

「ガルダとの戦いくさを勘づかれたのはまちがいあるまい。同盟も、こちらを油断させるための手であったのだろう」

「どこまで卑劣な男だ、グール・メフィウス！」

　メフィウスへの恨うらみ言などは、しかし時間を浪費するだけだ。すぐさま彼らは本題に入って議ぎ論ろんをはじめた。援軍を求めに、残り少ない魔素エーテルを消費し尽くしてでも飛空艇を飛ばすべきだという意見が大多数を占めた。とはいえ、もっとも近いヘリオ、チェリクへ遣つかいを出したところで、助けが来るには八日ほど──どれだけ短く見み積つもっても、五日以上はかかるだろう。

（その間、持ちこたえられるか）

　という思いが全員の顔にあらわれていた。もちろんチェリク、ヘリオを経由し、遣つかいはエイメンにいるアークスのもとへも赴おもむくこととなる。

　と、

「敵の数を、一万以上と伝えたほうがいい」

　それまでほとんど口を出さなかった男──オルバがいった。

「一万だと？」

　ボーワンが問う。詳しい数こそわからないが、一万となるとおそらくメフィウスが常時動かせるよう準備してある軍の大半を占める数のはずだ。

　問うておきながら、しかし、自身で『一万』の数を口にしてみて、その意図が知れた。

「タウーリア一国への救援を求める、のではなく、西方各都市に、タウラン全域を守る戦い、と思わせるわけだな」

　仮面の剣士は小さく頷うなずいた。

　これがタウーリアのみに迫った脅威などではなく、西方全体の危き機きとしてメフィウス来攻をあおろうというのだ。各都市は、ガルダ討とう伐ばつで団結した直後でもある。

　援軍を乞こう使者はすぐさま発たつこととなった。あとは、残された戦力でいかにタウーリアを防ぼう衛えいすべきか、である。

「国境警けい備び隊たいを増員させるか。こちらに備えができあがっていると見せつけるのだ。敵は奇き襲しゆうを企図していようから、それを知られたと気づけば、そう簡かん単たんには国こつ境きよう線せんを越えまい」

「いや、警備隊は引き返させるべきだ。使者の言葉によれば、すでにアプターから兵が出たあとだという」

「その敵が、対岸に布陣してある兵だろう？　まだ彼らが国境を侵すとは信じがたい──」

　まさにそのとき、国境地帯からタウーリアへと伝令が駆け込んできた。敵軍が国境線を越えたという意味である。狼煙のろしをあげなかったのは、敵軍襲来を察知した、という情報を秘ひ匿とくするためだった。

　いよいよ全員が殺気立った。

　これが困こん難なんな戦いになろうとはもちろん皆がわかっている。ある意味では、ガルダ軍がヘリオを落とし、次はタウーリアに迫りくるだろう、というとき以上の危機感があった。単に兵数のみの問題ではない。領主アークス・バズガンが不在、さらには老師ラバン・ドウも病床の身。この痛手は大きい。

　だからこそ武人たちは常以上に猛たけって、もういまこの場に銃弾か矢でも飛んでくるかのように血の気をのぼらせ、すぐにでも愛用の剣や銃を手にして外へ飛び出さんばかりだ。

　もはや言葉と時間を無む駄だ遣づかいしていられる猶ゆう予よはなかった。ボーワンもそう判断して、全兵力をタウーリア各所に配置し、籠ろう城じよう戦せんをやる覚悟で席を立とうとした。

（遅い）

　とこのとき、小声でつぶやいたのはオルバだ。

　近くにいたボーワンはそれを聞きとがめ、

「わかっている」叩たたきつけるように叫んだ。「後手にまわってしまった。だからこそ、急がねば……」

「いいや」

　オルバは、あたかも爪つめを皮ひ膚ふに喰くい込ませて、腕組みが解かれまいとしているかのような姿勢でいった。

「遅いのは、メフィウスのほうだ」




「隊長！」

　ドゥーライが驚おどろきの声を発したのは、彼自身の所属している警けい備び隊たいを、予想より早く──つまり国境ではなく、タウーリアにほど近い位置で見つけたからだ。

　王女を送り届ける道中である。陽ひが暮れており、案内なしでの低空飛行は難むずかしい。一度、中継基地で補給をする際に三時間ほどの仮眠を取った。目が覚めても依然狼煙のろしがあがったという報告はない。

　夜もだいぶ更ふけて国境まであと一回の補給でいける、という距きよ離りになって、王女とドゥーライたちはこちらに引きあげつつある国境警備隊と合流したのである。

　三時間ほど前に、ユノス川を赤々とした光が占めたのを目もく撃げきした彼らは、タウーリアへ伝令をいち早く飛ばして──その伝令とは仮眠の際にいきちがいになったものと思われる──、それから隊長の判断で引きあげることとなった。こちらは数が少なく、戦ってもいたずらに兵力を消耗させるばかりだからだ。

「王女」

　警備隊の隊長が気遣うような目を向けた。敵てき来らい襲しゆうが事実となった以上、王女の立場はますます危うい。このままメフィウスに戻るとなるとなおのことだ。が、ビリーナは細い首を左右に振って、

「わたしにこれ以上なにができるとも思えません。しかし、できる限りのことはしてみます」

　そういって、ふたたび艇にまたがった。

　王女の意志が固いと知ると、ドゥーライたちが気を利かせて、自分たちの艇に残っていた魔素エーテルの補給タンクを王女のそれへとつけてくれた。案内のないこの先、どうしても高度を取って飛行せねばならなくなる。魔素はいくらあっても十分すぎるということはない。

「ありがとう。……ではまた、いつか」

　ビリーナはそういい残すと、すばやく飛び立っていった。見る間に高度を上げ、風を切って進んでいく。

（いつか）

　などという言葉に真実味があるとは自分も思わない。

　タウーリア人の手前、つとめて表情を押し殺していたビリーナだが、ひとりきりになると、飛空艇の上できつく唇を嚙かみしめていた。

（やはり、国こつ境きよう線せんを越えてきた）

　それを予期すればこその行動だったが、事実となったいま、正面からぶち当たっては流れていくはずの風さえもが、少女の肩に重くのしかかるようだ。

　なぜこうもたやすく約やく定じようを破れるのか。

　なぜこうもいとも簡かん単たんに平和を打うち壊こわせるのか。

　果たして、向かう先に、ナバール率いる三百の兵があった。先ほどまでタウーリアの国境警けい備び隊たいがいた丘の頂上で火を掲げて、すでに陣をととのえてある。

　飛来音に気づいたのだろう、歩ほ哨しよう兵へいたちが銃口を掲げるのがかすかに見えた。

　ビリーナはあわてず、タウーリアの警備隊と対したときと同様に、すぐに前進をやめて高度を落とした。

　操そう縦じゆう士しがガーベラ国王女であるのを見て取ったメフィウス兵のあいだから、いっせいに驚おどろきと当惑の声があがる。

　総大将のナバールも、さすがに驚いた様よう子すで前へ出てきた。彼はそもそも、この近辺に敵が警備のための陣を張っているはずだと思っていたし、こちらがこれ見よがしに川を渡と渉しようしても、威い嚇かくの発砲か、言葉による応答があるだろうとも思っていたから、国境がもぬけの殻だというのは意外な思いがしていたところだ。

　無む論ろん、彼の隊のなかには、フェリペの扮ふん装そうをさせられたパーシルの姿もある。

　ナバールは、長い髪を揺らめかして飛空艇から降り立ったビリーナへ、切り込むように聞いた。

「王女、なぜあなたが国境を越えたこんなところにいらっしゃる？」

「それはわたしくも同じ疑問を抱いております」

「姫」

「わたくしは、いままでタウーリアに赴おもむいておりました」

　王女の顔色はいくぶん悪かったが、それでも背筋をのばして、ナバールと相あい対たいした。

「なに。タウーリアに？」

　ナバールの面おもてに動揺が覗のぞく。ビリーナは首を縦たてに振って、

「なにか不ふ思し議ぎなことでもありましょうか。タウーリアとは将来の友好を誓いあった仲。アプターに、タウーリアの姫君エスメナさまをお迎えしたこともございました。今度は、ガーベラ王の娘にして、メフィウス皇太子ギル殿下の婚約者たるわたくしのほうからあちらへ赴いていたまでのこと」

「……」

「ああ、それと」

　ビリーナはわざと間を持たせてしゃべった。この辺りのやり口は、婚約者に似ていなくもない。

「タウーリアへ参る直前、わたくしはアプターで、北門から進発する軍事部隊を目もく撃げきしました。戦いくさもなかろうに不ふ思し議ぎなものだと思いましたが、女性の身であるわたくしにはどうせわからぬこと。タウーリアの方々にお話ししたときも、皆、たいそう不思議がっておられましたよ。ただ、そのあと皆さんなにやらお忙しくなられたようで、ことに男の方は鎧よろいやら銃やらを急いで準備されていたようでしたが」

「姫！」

　兵たちのあいだからざわめきが起こっても、ナバールはしばらくぽかんとしていた。思考が現実に追いついていない。その顔を見て、

（この総大将ならば）

　こちらの気構え次第では篭ろう絡らくさせられるのではないか──、とビリーナは意欲を新たにした。一方のナバールもようやく、この娘がメフィウスの奇き襲しゆうをタウーリアに密告したのだと気づいた。

「姫。どのようなお遊びをやられたつもりか知りませんが、それは、メフィウスへの裏切り行為ですぞ」

「わたくしはタウーリアへ遊びに参っただけです。そう申したでしょう？　逆に、あなた方はどのようなおつもりなのです？　まさか銃や剣を引っさげて、タウーリアへの観かん光こうでもありますまい」

「姫、残念ながら、われわれはあなたと言葉遊びをしているほど暇ではない」

　あきらかに苛いら立だって、ナバールは叫んだ。王女は相手の無作法にちょっと顔をしかめて、

「あなた方がもしこのまま大砲をひきずりながらタウーリアへ『遊び』に向かうにしても、すでにタウーリア側もこの動きは承知して、やはり剣や銃を持って『遊ぶ』準備は整ととのえておられるでしょう。せっかく布告もなしに突然『遊び』にいって、相手を驚おどろかせる作戦だったかもしれませんが、もはやその計画も無意味です。幸い、いまだ銃火は交わされておりません。今回の、あなた方の誤解を招きかねない無作法については、わたくしのほうから、もう一度タウーリアに参って詫わびておきましょう」

　ナバールは顔をどす黒く染めて、押おし黙だまった。

　勝利の確かく信しんを胸に、ビリーナはぱんぱんと手を叩たたいた。それは木々のまばらな丘の頂上に、不気味なほど甲かん高だかくひびいた。

「さあ、もうそろそろ夜も明けてしまいます。あまり帰宅が遅くなっては、兵士のご家族も心配されるでしょう。ここはいったんお退ひきになられたほうが賢けん明めいかと。後日にでも、武装のひとつもせず、手て土産みやげを持って『遊び』にいくだけなら、相手方も歓迎してくださるはずです──」

「ははん」

　とこのとき、少女の言を遮さえぎるように、ナバールが鼻で笑った。

「ギル皇子の物もの真ま似ねですかな。あの方も、ひとりで先走って英雄を気取られるようなところがあったようですが」

「なに？」

「王族ともあろう方がなんとも幼いことを。ご自分を正義の使者かなにかと思われているようだが、ここでわたしがあえて退ひかぬ、と決断したらどうなります」

「なにをおっしゃりたいのです」

　ナバールはずかずかと歩み寄り、ビリーナの面前まで迫った。

「あなたが密告などしたせいで、これより戦うメフィウス兵たちに予想以上の死者が出ることになりましょう。それは、あなたが殺したも同じだ、姫」

　ビリーナの顔が、前にもましてさっと青ざめた。握りしめた拳こぶしを震ふるわせながら、

「馬ば鹿かな。犠ぎ牲せいが出るとわかっているなら、なおのことお退きになるべきです。この戦いにどれほどの義がありましょう」

　もはや言葉を弄ろうさない。

「だから」

　ナバールはひょいと頭を屈かがめ、ビリーナと同じ目め線せんになった。

「わたしにこれ以上いわせたもうな、姫。わたしはね、遠まわしにあなたが馬鹿だと申しているのです」

　ビリーナに言葉はない。あまりの侮ぶ蔑べつに、今度は王女のほうの思考が現実に追いつかなかった。ナバールは歯を剝むいて笑いながら、

「密告でも敵の味方でも、なんでも好きになさればよろしい。あなたはお知りにならないだろうが、いまのタウーリアにわれわれを押しとどめるだけの兵力はないのだ。つまりあなたのなさったことはまったくの無む駄だ、というわけです。馬鹿といった意味がご理解できましたでしょうか」

　それから、ナバールは兵に聞き取れないほどの小声で、

「なるほど。どうもあのうつけ皇子の様よう子すが変わっていたように見えていたが、おまえの差し金であったか。あれも馬鹿な男だった。考え足らずの女などにそそのかされ、英雄気取りになって、それで死んだわけだ」

　ビリーナの顔が今度は真まっ赤かに染まった。ぱん、と乾いた音とともにビリーナの平手がナバールの頰ほおを張る。兵たちの位置からは見えなかったろうが、このとき、ナバールの手がビリーナの胸もとをさっとかすめていたのである。

　ナバールはにやにや笑いながら自分の頰を撫なでた。

　ビリーナは憤ふん怒ぬと恥ち辱じよくとに顔を血の色に染めたまま、さっとナバールに背を向けるや、飛空艇のほうへと駆け戻った。ナバールは嘲ちよう笑しようして、

「なにをなさるおつもりです、姫？　国もとへ戻って、お父上に泣きつきなさるか」

「わたしはタウーリアへ戻る」

「ほう？」

　ビリーナは飛空艇に跨またがり、メフィウス軍人をその強い眼力でにらみつけた。

「わたしがタウーリアにいると知りながら爆ばく撃げきなり突撃なりすれば、あなたはガーベラに剣を向けるのと同じこと。メフィウスはタウーリアのみならず、ガーベラとの同盟をも一方的に破棄することになる。卑劣のそしりを免まぬかれまい」

「ほほう。タウーリアの民たみとともに死んで、高こう潔けつをお守りなさるか」

　ナバールはなおもせせら笑った。それに対し、

（死んでもみせよう）

　そう返したかったビリーナだが、口にするのはさすがに稚ち拙せつに思え、ただ薄うす桃もも色いろの唇をきゅっと真一文字に閉じたのみだ。

　蒼そう穹きゆう団だん団長ナバールは、飛空艇がふたたび空へと舞まいあがるのを見あげながら、

「陣をととのえよ。あの小娘のおかげで狼煙のろしをあげさせる手間が省けた。タウーリアの第一陣が来るぞ！」

　むしろ喜ばしげに太鼓腹を揺すって笑った。
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　夜よ闇やみを、火が走った。

　なにかの錯さつ覚かくかと見まがうほど一いつ瞬しゆんの出来事だったが、それにつづいて、騎き馬ばと騎竜の軍団が、大半を闇の衣に覆おおわれながら駆けていく。

　火を掲げているのは先頭のオルバと、竜を用いて大砲を牽けん引いんしている兵数名のみ。

　仮面を炎の色にあぶられたオルバは、無言で馬を飛ばしていた。

（メフィウス侵攻）

　ボーワンから聞かされたとき、オルバはそれを明めい確かくな『図』として脳裏に描くことができなかった。想像力に長たけていたにもかかわらず。

　メフィウス──といえば、無む論ろん彼の故国である。だから信じがたかった、というのとは意味がやや異なる。皇太子として数ヶ月を過ごした彼は、『メフィウス』の一部が自分のものであった、という感覚を無む意い識しきのうちに抱いていて、たとえるなら、鏡かがみもないのに、通路の向こう側から自分と同じ姿をした人物があらわれ、剣を振りあげて襲おそいかかってきた──という奇妙な錯覚に陥っていたのだ。

　だが、ボーワンから詳細を聞かされていくうちに、ギル皇太子、すなわちオルバの姿をした『メフィウス』という概念は、煙のように形を失い、次第次第に別人の姿を形成していった。

（グール・メフィウス）

　あの、猜さい疑ぎ心しんと強権への欲望に満たされた双そう眸ぼうが、いまオルバの面前にあって、その唇がよこしまな笑えみを刻んでいる。

　とともに、それはオルバがかつて抱いていた為い政せい者しや、権力者のイメージさながらに、村を焼きつくした炎となり、顔見知りや村人たちの首を刎はねた剣や槍やりのきらめき、そしてオーバリー・ビランが馬上で浮かべた笑みと重なって、オルバの視界ほぼすべてを埋めた。

　軍ぐん議ぎの最中、オルバの仮面の奥では憎悪にこめかみが高鳴って、歯がぎりぎりと鳴り、組んだ腕は筋肉の束を盛りあげて自分でも容易には解ほどかれまいというほど強く絡みあった。

（いまさら、なぜ西方に）

　とは思わない。

　グール・メフィウスのような為政者は常に覇は権けんへの野望を燃もやしている。

　おそらくは西方に派遣した斥せつ候こうから、対ガルダ戦役の話を聞かされ、いまが絶好の機き会かいだと見たのだろう。

　アプターから発たったと見られる軍勢は、ユノス川を越え、現在ガッゾーラの平野に布陣中。そこで後続を待つつもりか、いまだ明めい確かくな動きはないらしい。

　軍議のあと、オルバは自分の傭よう兵へい隊たい五十以外に、正規兵の百をまわしてもらった。砲も二門。本来ならもう少し砲がほしかったが、メフィウスがこちらの注意をひきつけているあいだに、船で頭上を飛び越えてくる可能性もある。都市の防空力を高めねばならない以上、タウーリアに現存する砲の大半は都市周辺の陣地に残しておかねばならなかった。

　タウーリアにも一応巡じゆん洋よう艦かんが一隻ある。エイメンからエスメナを連れ戻ってきた船で、これをいざというときの守備の要かなめとする。もしくは、もうあとがないと判断された時点で、エスメナや后きさきを乗せて逃亡させるために使うつもりだった。

　望む数の砲を得られなかった代わりに、正規兵のほとんどは銃兵である。

　ボーワン・テドスはできる限り、オルバの期待に応こたえてくれた。

「オルバはメフィウス人だ」

　軍議の最中、いわずもがなのことをあえて口にしてみせたのも、周囲への配はい慮りよゆえだろう。

「敵のこともわれわれより多少は詳しいだろう。ガルダを討うった英雄に兵を預けること、異存はないな」

　隊長たちから反対の声はあがらなかった。

　事態はなにより迅じん速そくな対応を要求している。時間が経たてば敵はますます数を増やし、こちらとの差を広げる一方だろう。援軍が到着するまでの一週間前後どころか、下へ手たを打てばこの一夜でタウーリアが火の手に包まれる恐れとてあった。

　口には出さずとも、室内にはひりつくような空気がある。

　ようやく終わった戦いだった。タウーリアどころか、西方中の人間がそう思っていた。かつて間断なく剣を血で濡ぬらし、石造りの都市が必ずやどこかで火の手をあげていたこの西方で、皆がその思いを共有するいま、よりにもよって、ガルダを討うった西方の盟主アークス・バズガンの城が、卑劣な隣りん国ごくの手によって陥落寸前のところまで追い詰められている。

　ここで仲間割れをむざむざ起こすような愚は避けた。

　軍ぐん議ぎが終わると、オルバは自分の隊員をすべて呼び集めた。当然、シークやギリアム、タルコットにスタンの顔もある。

「これより、タウーリア領に侵入してきたメフィウス軍を討つ」

　そういい放ったとき、全員がぎょっとした。

　オルバはこれより取る作戦行動を淡々と説明し、そして同じく無感情に自分の身み支じ度たくを終えた。

「オルバ」

　シークはなにかいいたげな態度だったが、

「休む間がないな」

　オルバは先手を打って、そう返した。

「ああ──、うん」

「メフィウスを退しりぞけたら、隊の者に休暇を出そう。ボーワンもアークスも嫌いやとはいうまい」

「だろうね」シークは相あい槌づちを打って、「きみはその休暇でなにをする？」

「おれ？」

　抜き身の剣を革具に吊つるしながら、オルバは一いつ瞬しゆん黙だまりこくった。

「そうだな」と口を開いて、「ユノス川でひと泳ぎでもするか。小さいときはしょっちゅう川で遊んでいたから、泳ぎには自信がある。アプターの連中に見せつけてやるのさ」

（いいや）

　くすっと笑って、シークはその笑えみでオルバに同意を示してやりながら、しかし内心ではちがうことを考えていた。

（きみは、時間があれば本を読むのさ。気き難むずかしい顔をして、下へ手たな字で覚え書きしながらね。そうでなけりゃ、剣か馬か竜の訓練だ）

（まるで生き急いでるみたいに。きみほど、休むことの下手な人間をぼくは知らないな）




「来おったか」

　ガッゾーラの平野で陣を張っていたナバールは、こちらに接近しつつある火の列を見て取るや、大きな顔いっぱいに笑みを浮かべた。

「調ちよう査さ隊たいを引きあげさせろ。──数は？」

「火をあまり掲げず、ごまかしているようですが……二百にもなりますまい」

　望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞいた兵が答えるのを耳にして、ますますナバールの笑えみは深くなる。

　とはいえ、この陣地にいるメフィウス兵の数も、実は最初にユノス川を越えた時点からさほど増えているわけではない。

　ナバールの蒼そう穹きゆう団だん二百と、アプターに詰めていた守しゆ衛えい兵へいがやはり二百少々。数だけでいえば敵と倍近い差があるが、ここは敵の勢力圏内。また、辺あたりはまだ闇やみに包まれている。火のごとき勢いで敵をかっ喰くらう──というわけにはいくまい。

　そこのところは、もちろんナバールも承知の上である。陣を張ってからは、部下たちに周囲の地形を徹てつ底てい的てきに調しらべさせていた。現在、敵が進軍してくるルートにもあらかじめ兵を走らせている。それら調査隊が引きあげてきて、矢や継つぎ早ばやに報告をおこなってきた。

　頰ほおを撫なでてそれらを耳にしていたナバールは、

「よし、砲を一門、もっと高い位置に据えろ。ツェーザル！」

　ナバールの本隊で副隊長をつとめる男を呼び寄せた。ちなみに、もと近衛このえ兵へいのパーシルはこのツェーザルの下についている。

　ツェーザルをはじめ、部下たちにあれこれと指示を飛ばしながら待つこと半時間。

　敵が、ガッゾーラに通じる尾根道に布陣を開始した。急いでやってきたせいか、大半が騎き馬ば兵へいである。

　と、時間稼かせぎのつもりでもあろう、一騎の使者が火を片手に駆けてきた。

　メフィウス銃兵の制止を受けた使者は、本陣にいるナバールに聞こえよとばかりに声を張りあげた。

「メフィウスの面々、これはいかなる事態か。そなたたちはわれらが領土に足を踏み入れている。事前の通達も布告もわれわれは受け取っておらぬ。ただちに引き返していただきたい。そうでなければ、いかに和わ議ぎを結んだ相手とて、こちらも捨ておくわけにはいかぬ」

（撃うて）

　ナバールは無慈悲にそう命じたい衝しよう動どうを、必死で抑えつけた。

　撃てば、敵も砲ほう撃げきを開始する。

　まだ戦せん闘とうの火ひ蓋ぶたを切るわけにはいかず、ナバールは使者を引き止めておく意味でも、威い嚇かく行為をも禁じて、ただ叫ぶに任せた。

　埒らちが明かぬと判断してか、いったん使者が敵陣へと戻っていく。

　しばし銃声も蛮声もなく、夜間のにらみあいがつづいた。敵にしてみても、こうして時間を費やすのは悪くない手だ。奇き襲しゆうを敢行しようとしたメフィウスであるから、このまま夜が明ければ、万策尽きて引き返すのではないかという期待もあろう。

　が。

　いよいよ空が白みかけたそのとき。

　闇こそが両者の均きん衡こうをかろうじて保っていたか細い糸であったかのように、それが晴れるとともに動きがあった。

　尾根道の向こうを望ぼう遠えん鏡きようで監かん視ししていた兵士が、旗をさっと振りあげ、ナバールに合図を送る。

　ナバールも同じ方角に目を凝こらした。

「撃うて」

　といまこそナバールは命じた。

　陣に備えつけておいた砲がどかんと火を打ち鳴らす。

　空が白みかけたとはいえ、敵陣の位置もろくに把握できぬままの砲ほう撃げきだ。実質的な損害はなかったが、タウーリア側はこの一発で面おも白しろいように浮き足立った。

　いや、砲火そのものが原因なのではない。

　このとき、尾根道を越えてさらに西──タウーリアの方角から火の手があがっていたのである。










　七章　西方の守護者
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　ナバールが砲撃を命じる一時間ほど前。

　アプターより北西に、ユノス川と同じく国こつ境きよう線せんとなったベルガナ山さん嶺れいがある。ちなみに『山嶺』は西方側の呼び名であり、メフィウスは『ベルガナ連山』と呼ぶ。山々の峰、その一部がヘリオ辺あたりから見るとまっ平らに見えることから、西方人はその部分を『ベルガナ山嶺』と呼んで、平らなことをたとえるときなどによく用いていたが、いつしか山全体の呼び名がそうなった。

　そのベルガナ山中に、複数の装具ががちゃがちゃと騒そう音おんを奏でていた。辺りは暗くら闇やみだが、銃や剣を手にした兵士たちはあらかじめ小隊ごとに道を確かく認にんしてある。互いに声をかけあいながら山道を下っていった。

　もともとは、東ににらみを利かせるためにヘリオが山さん砦さいを築いていた場所であるが、そのヘリオを巡る攻防戦において砦とりでは燃もえ落ちている。なおかつ、その後に西方タウランは全土を巻き込んだ内乱に突入したために、ベルガナはまったくの空き家同然になっていた。

（陛下のいわれたとおりであった）

　先頭をいく鎧よろい武む者しやが、しきりに感心して頷うなずいている。ナバールの蒼そう穹きゆう団だん、その副団長に任じられた、もと傭よう兵へい隊長のダレンである。

（あのお方の眼がん光こうは、西にも届くのであろうか）

　しきりに間かん者じやを忍び込ませて情報を集めていたというが、ベルガナに現在人ひと気けが絶えていることを確かく認にんした上で地形を調ちよう査ささせていたというのは生半可な周到さではない。あたかも皇帝はメフィウスにいながらにして、西方での人の動きがその目に見えていたかのようだ。

「恐ろしいお方だ」

「なにか、副団長どの？」

「いや。油断をすれば、山の狼おおかみに後ろから尻しりを喰くわれかねんといったのさ」

　ダレンは、『副団長』と呼ばれる自分に慣なれておらず、その都つ度ど、面おも白しろさを感じていた。

　戦いくさを前にした高揚感とは別に、ダレンの心はどこか軽い。

　なにしろ、これも皇帝が指摘したとおりなら、現在のタウーリアには兵力がほとんどない。力押しに押したとしても、二、三日もかければ陥落させられるのはまちがいなかった。にもかかわらず、総大将ナバールはより確実、かつ完全なる勝利をもくろんだ。

　ローグやオーダインといった、皇帝に歯向かった二将の助けなど借りず、それでいて正面から迫るよりよほど迅じん速そくにタウーリアを奪取できる作戦を立てた。オーダインに脅されるまでもなく、ナバールははなから、

（この戦は、速度こそ命）

　と感じていたのである。

　ナバールはまずダレンに兵五百を預け、タウーリアから進発させた。この動きを敵に気取られぬよう、ナバール自身の率いる四百がユノス川対岸にわざわざ姿を見せている。ダレンはこの間北へ向かい、あらかじめ森のなかに隠しておいた飛空船を用いて、タウーリア側からは見えぬ位置からユノス川を低空飛行で飛び越えた。

　飛空船を往復させて兵員すべてを運び終わると、船はアプターへと戻した。もとより、蒼穹団に与えられた船は装備が乏とぼしい。だから襲しゆう撃げきに直接用いるつもりはなかったのと、アプターへ戻す際、ことさらに姿を見せつけることで、メフィウス側の動きを気取られにくくするという狙ねらいもあった。

　こうしてベルガナに潜せん伏ぷくしたダレン隊は、あらかじめ将軍と打ちあわせていたとおりの時刻に下山を開始。

　国境を越えたナバールの本隊が敵部隊をひきつけているあいだに、ダレン隊はタウーリアに直接襲撃をかける予定であった。

　タウーリアから火の手があがっているのを見た敵部隊は、引きあげるよりほかなくなる。それをナバール隊が前進しつつ喰くい散らかし、ダレンとともにタウーリア襲しゆう撃げきに加わる──という段取りだった。

（敵と兵力差があるのに加えて、この計略）

　ダレンの心も浮き立とうというものだ。

　まず、敗北はない。

　ダレンが道を下っていくと、山の裾すそ野の近くに、すでに先遣の小隊が数を揃そろえつつあった。木々がまばらに生はえていて、その根に腰かけるようにしながら、分解しておいた砲を組み立てている者たちの姿もある。ダレンは彼らのあいだを歩きまわり、兵たちの肩を叩たたいてやりながら、内心はいよいよ昂たかぶっていた。

（タウーリアへの一番乗りを果たすのは、このダレンだ）

　彼はナバール・メッティの家に長く仕え、ガーベラとの十年戦争のときもいくつかの戦いくさ場ばに赴おもむいたが、目立った戦果はあげられなかった。ダレンは今こ年とし三九。いまになって巡ってきたこの好こう機き、歯で喰らいついてでも離はなさないつもりだ。

「明日あしたには、タウーリアの城で乾杯できるぞ。それに、おれはそれほど口やかましい上官ではない。おまえらが知っているとおりにな」

　ダレンはわざと野や卑ひな笑い方をして、士気をあおった。

　メフィウス本国からの後詰が来る前に、タウーリアでの略奪や女を襲おそうことを許可したのである。

　準備がととのい、五百の兵を率いて下り勾こう配ばいの道を行軍開始。

（殺せ）

（奪え）

（犯せ）

　兵たちのあいだから無言の熱ねつ気きが噴ふきあがっていくその中央で、ダレンの脳裏を、明るい未来予想図が目くるめく色彩を添えて展開した。

　とそのとき、眼がん前ぜんがまさしく白く赤く瞬またたいた。

　それがダレンの妄想でなかった証あかしに、銃声が連続して鼓膜を叩いていたのである。




　予想どおり、敵陣は動揺した。火の手があがったタウーリアへと、急いで引き返そうとする。

「進めっ」

　ナバールが号令を発すると、小型竜テンゴに跨またがった騎き竜りゆう兵へいが真っ先に前へと出た。騎馬兵、そして槍そう兵へいらがあとへとつづく。尾根道を駆けおりた。ナバール自身、馬の脇わき腹ばらを蹴けって前へ前へとひたすら飛ばす。

　先頭集団が、列を乱した敵の背後にぐんぐん迫る。あっという間にその尻しりに喰らいつけそうな位置まで来た。

　ぱぱん。

　とそのとき銃声が鳴なり響ひびいた。

　タウーリアの銃兵が、退却路の左右に伏せて銃火を放っているのだ。あらかじめ用意されてあった伏ふく兵へいであろう。

　メフィウス側がひとかたまりに迫っていればそれも相応の効果はあったが、このとき、メフィウス軍が瞬しゆん時じにしてふた手に割れた。ナバールの本隊と、ツェーザル率いる別働隊とである。

　銃弾に身体からだを射い貫ぬかれたのは、わずか十数名。ナバールが片手を振りあげると、先ほど彼の命令で高い位置に設置してあった砲が火を噴ふいた。

　砲弾はメフィウス軍の頭上を飛び越え、轟ごう音おんを立てて炸さく裂れつ。

　銃声がいっときやんだ。

　着弾の煙も晴れきらぬうちに、ナバールが「進め」とふたたび進軍の合図を飛ばす。

　ツェーザル隊が正面から、ナバール隊が南側の斜面を下る迂う回かい路ろへと馬を進ませた。

　するとその直後、ふた手に割れた部隊の中間を埋めるかのように、メフィウス軍銃兵が膝ひざをついてずらりと並んだ。今度は彼らの銃がいっせいに火を噴く番だった。道の左右に伏せていたタウーリア軍銃兵たちはこれに反はん撃げきもならず、かといっていまさら退却もならず、算を乱したところへツェーザル隊の槍やりに身体を射貫かれた。

　ナバールの作戦勝ちである。

　タウーリアとしては、もし本格的に交戦となった場合、おそらく自軍陣地へとこちらを引き込む手法を用いるだろう、と彼は読んでいた。地の利はいうまでもなくタウーリア側にあるからで、一度は退却する素振りを見せつつ、その退路に銃兵を伏せているはずだと考えた。

　もちろんそれは、本当に退却せねばならぬ事態に陥った際──タウーリアから火の手があがっているいまがまさしくそうだ──にも、その援えん護ごとして機き能のうするはずである。

　だからこそかさにかかって進軍する振りをしながら、ナバールは瞬時に隊をふたつにわけた。そして敵の銃火が放たれたことで、伏兵の位置を確かく認にんさせた後方の大砲に砲撃を命じる。

　この計略がうまく働いた。ナバールは大軍を指揮した経けい験けんこそないが、数多くの戦いくさ場ばに従軍している。経験という意味では、本来の十二将にしてかつての『蒼そう弓きゆう団だん』将軍ザット・クォークなどよりはるかに優すぐれていよう。

　もはや勝利は疑いようもなかった。ナバールは馬上で頰ほおをゆるめた。ローグやオーダインの手助けを借りず、十二将軍になったばかりの自分がタウーリア陥落という大功を手にするのだ。

　坂を下り終えて平らな道に差しかかると、ツェーザル隊と、左側面、やや後方に位置する形で合流した。ナバールの目にも、逃げていく敵兵の背中がおぼろな火の列に照らされて見えてきた。すでにツェーザル隊の先頭を走る騎き竜りゆう兵へいが槍を振りあげようとしている。

「手柄を焦るなよ」

　篭こ手てをはめた手を打ち振って、ナバールは笑え顔がお混じりに叫んだ。

「タウーリアの城門に入りさえすれば、我らメッティ一門、皆がメフィウス一の英傑だ──」

　その叫びを搔かき消す勢いで、ごうっと強い風が吹いた思いがした。

　なにかが前方から飛来してきたかと思うと、その騎き竜りゆう武む者しやにぶち当たる寸前、残ざん影えいに尾を引かせるほどの勢いで急転回した。

　飛空艇、とナバールの目には見えた。

　泡を喰くった騎竜武者は竜から振るい落とされていた。

　あとにつづきかけてきた竜や馬も、そのあおりを喰って進軍速度がいっとき落ちた。側面を駆けていたナバール隊が追い抜くような形になる。

「味な真ま似ねを」

　馬上で何人かが発砲したが、飛空艇はすでにタウーリア兵の頭上にあって、ぐんぐん遠ざかっていく。搭乗者は、夜目にもきらめく長い髪の持ち主に見えた。

（まさか）

　と一いつ瞬しゆんナバールは思ったが、

（いや、あり得る。小娘の分際で、ついには男の戦いくさ場ばを踏み荒らすか）

　どす黒い感情が胸を占めるのを感じた。いざタウーリアであの王女を見つけたときには、この手で縛しばりあげ、奴ど隷れいの烙らく印いんを押してガーベラ国に送りつけてやる、とも思った。

　たとえ王女がどのような一いつ矢しを報むくいようと、ナバールの勝利は揺るぎようもなかったからだ。

　一時は進軍速度の落ちたツェーザル隊だが、現にもう列をととのえて、ナバールと馬を並べている。

　敵タウーリア兵の背中がふたたび迫ってきた。

（今度こそ）

　ナバールが自らの槍やりを手にしようとしたときである。

　またも、風が吹いた。

　北方からの強い風だった。いや、風──というより、圧力といったほうがいい。

　顔に突き刺すほどの勢いで、殺気、敵意の群れをナバールが感じ取るや、それらは宵よい闇やみのなかから火を掲げた武装集団と化して現世にあらわれた。

「なにっ」

　抜き身を手にした騎馬兵の集団は、ツェーザル隊の横あいから駆けてくるなり、襲しゆう撃げきをかけてきたのである。

　風は、味方の動揺や驚おどろきをもたやすく吞のんで、たちまちのうちに辺りを凶きよう暴ぼうな怒号と、耳にも重々しい鋼こう鉄てつのひびきとで満たした。

「こ、これは」

　思わず馬上で呻うめいたナバールだが、

（二段構えの待ち伏せか？）

　瞬しゆん時じにそう考えた。しかしただでさえ数の少ないタウーリアは、国境を越えたメフィウスににらみを利かせるために大勢の兵を揃そろえ、こちらにその数を見せつけておく必要性を感じていたはずだ。おまけにタウーリア本国が襲しゆう撃げきされているとあっては、その伏ふく兵へいのほうこそ真っ先にタウーリアへ駆け戻るべきだろう。

　後方の、いわば本営を叩たたかれて動転しているはずの敵がこれほど整せい然ぜんとした動きを見せつけてこようなどとは思いもよらなかった。

　いまや動揺、混乱の極みにあるのはナバール軍のほうだ。風は猛威を振るって、ツェーザル隊の先端を砂細工のようにぼろぼろ崩していく。

「おのれ」

　ナバールもしかし、すばやい判断を下した。ちょうど姿の見えたツェーザルに馬を寄せて、

「ここで踏みとどまれ。死地と定めろ。おれたちは敵を追う」

　そう怒ど鳴なった。

　おそらく現在逃走しているタウーリア部隊も、この先で反転してこちらを挟きよう撃げきにかかるつもりだ。そうなればナバール軍は壊かい滅めつする。各かく個こ撃破に当たるつもりだった。

　ツェーザルは青い顔をしながらも、頷うなずいた。

　その側面で火花が立つ。伏兵としてあらわれた敵のなかにあって、ひときわすばやい小こ兵ひようがツェーザル隊を割って突き進んできたのだ。

　砲撃の際に広がった火が、その敵兵の顔を鉄の色に照らしあげた。

　仮面をつけている。

　ツェーザルは自ら馬を駆って、この敵の勢いを止めようと動いた。

「かかれ、かかれっ。ナバール将軍の突撃を掩えん護ごする。ここで死ね、者ども！」

　副長が槍やりを振りあげるのを尻しり目めに、ナバールも「いけいけ」と部下たちを鼓こ舞ぶして、再度、馬を飛ばしにかかった。




　　　　２




（メフィウスの動きが遅い）

　軍ぐん議ぎの際、オルバがそう感じたのは、タウーリアに密告してきた使者の言と、実際のメフィウス側の動きに食いちがいがあったからだ。

　使者は、アプターの北門から出る兵を確たしかにその目で見たという。北、ということはおそらくユノス川を迂う回かいしてのルートを選んだということだろう。だというのに、敵はそれから遅れること数時間、ユノス川を直接渡河してきた。

（別働隊がある）

　と直感したオルバは、机上にひろげられた地図に目をやった。

「ここは」

　オルバが指さした一点こそ、ベルガナ山さん嶺れい。

「ヘリオの砦とりでがあったはずだ。だが、おれが燃もやしている。いま、ここに防ぼう衛えい線せんは存在するか？」

「馬ば鹿かな」オルバのいわんとしていることに気づいて、ボーワンが眉み間けんに皺しわを寄せた。「ベルガナはタウーリアにとって、天然の要害だぞ。土地勘のない連中が、それも夜間に兵を動かせるはずがない」

「メフィウスが、その地形を調ちよう査さしておいたとしたら。おれたちがガルダと戦っているあいだ、ベルガナはほとんど空き家同然だったと思っていい」

（グールめ）

　オルバは内心毒づいた。あたかもガルダの跳ちよう梁りようそのものが、グールに西方を攻めさせるためのお膳ぜん立だてになった感がある。

「国境にある兵は、こちらをおびき寄せるためのものだ。最初にアプターを発たった軍が、必ずや別の進路を用いてタウーリアに寄せてくるはず」

　諸隊長が、オルバ、そしてボーワンのほうを代わる代わる見つめる。

　ボーワンはしばし口に蓋ふたをし、地図に目め線せんを落としていたが、

「ボーワン将軍」オルバが、決意を促すような口調でいった。「誰だれか信頼に足る者に兵を預け、ベルガナに伏せさせておくべきだ。土地の者なら、大人数の兵が下れる場所を知っているだろう。銃と砲とで敵が集まったところを狙ねらう」

　オルバは地図に指を押し当て、あちこちに移動させながら、

「国境付近にもそれなりの数の兵を進め、敵にあえて作戦どおりだと思わせる。ベルガナを片づけたら、そちらの部隊も急いで国境へ向かう。そしてこちらが到着する寸前、火を──」

「火を？」

「タウーリア周辺で大掛かりな焚たき火びをするのさ。ベルガナの攻こう撃げき部隊がいかにもタウーリアに大砲を撃うち込んだように。むしろこちらのほうが敵をおびき寄せるというわけだ」

　ボーワンは地図からオルバのほうへと視線を動かした。

　くり返すが、猶ゆう予よは少ない。彼はあらかじめ不満の声を抑えつけるみたいに隊長ひとりひとりの顔を見つめてから、

「よし、それでいく」

　と決めた。さらに、

「オルバ。おまえに兵を預ける」

「おれに？」

「とはいえ、おまえがもともと率いていた傭よう兵へい隊たいに、百ほどの手勢を加えるだけだ。それでいけるか？」

「国境で敵をおびき出すには、もっと数が必要だ」

「いや、おまえがベルガナへ向かえ。国境へはおれがいく」

「将軍！」

　隊長たちがさすがに啞あ然ぜんとなった。国境とベルガナ、どちらが危険かは五分五分だろうが、ベルガナのほうで仕損ずれば──そしてオルバの読みが正しければ──それはもうタウーリアの陥落に直接つながるといっていい。

　その重要な任務を、他国人で、傭よう兵へいに過ぎぬオルバに任せるという。

「魔ま道どう士しの首を刈り取った剣士の腕前、見せてみろ」

　命じた直後、ボーワンがやや苦笑したのは、そのとき、オルバが自分の立場を思い出したみたいに、

「は」

　といまさらながら直立したからだ。




　オルバ隊はベルガナ山さん嶺れいで待ち伏せをかけ、そしてダレン率いる兵が見えてくるや、ボーワンに借り受けた銃兵百に一斉射しや撃げきを命じた。とともに、砲弾を敵の背後に撃うち込んだ。

　前から銃弾の雨、後ろからは爆ばく発はつの連続。さらには、火に包まれた木々の群れが倒れかかってくるとあっては、ダレン隊は浮き足立つ以外にない。

「斬きり込め」

　崩れ立った敵の群れに、オルバは率先して駆け込んだ。

　振りおろされる剣、突き出される槍やり。

　その嵐あらしへと我が身をおきながら、木々のあげる炎に照らされた敵兵へと鋭するどく斬り込んでいく。

　オルバの長剣が死の咆ほう哮こうをあげてきらめいた。

　ひとりを斬り、右へと飛んでまたひとりの脳天を兜かぶとごと割って、敵の槌つちを避けざま、その敵兵の首を刎はねた。

　敵──とはすなわちメフィウス人のことである。だがオルバは考えない。メフィウスとはいまや彼の一部ではなく、皇帝グールの幻げん影えいとともにある名だった。

　傭兵隊も蛮声を轟とどろかせながら果敢に戦った。ガルダを討うった隊、として西方中に歓呼で迎えられた彼らは、それなりの自信をつけている。シークやギリアムはいうに及ばず、コルドリン丘きゆう陵りようでの戦いでは青ざめていたヘリオ兵のクルンさえも見ちがえたような武む者しやぶりだった。

　こうしてダレン隊を壊かい滅めつ状態に追いやった彼らは、甲かつ冑ちゆうに浴びた返り血も拭ぬぐえぬうちに、すぐさま馬上の人となった。

　都市国家の外がい壁へき沿いに馬を進ませ、その外壁が途と絶だえてガッゾーラ平野が見えてくるころに、火を振りまわしてタウーリアに合図を飛ばす。

　都市周辺に積つみ上げた草や藁わらに火が灯ともされた。

　だがなにぶんにも準備期間が短く、十分な量の燃ねん料りようを用意できていない。ボーワンは長いことタウーリア防ぼう衛えいを担ってきた将軍トゥーン・バズガンに相そう談だんし、彼にしては大胆な行動に出た。都市の一画から住民を避ひ難なんさせると、実際にそこへ砲弾を撃うち込んだのである。

　炎と煙とがさかんに噴ふきあがった。

　これをタウーリア攻略がうまくいったものとナバールは判断。

　計画に従ってボーワン率いる兵が後退を開始すると、予想どおりこれに釣られた。

　尾根道の側面に待たい機きしていたオルバ隊が、隊列の伸びきったナバール隊に横あいから突進を開始した──。

　ここまでは確たしかに読みどおり。が、

（部隊をわけていたか）

　オルバの目は、仮面越しにあくまで冷れい徹てつな光を放っている。大砲を撃ってこちらの銃兵を薙なぎ払った手といい、相手もあきらかに戦巧者だ。

　銃兵で足止めできなかったおかげで、こちらの合流するタイミングも遅れてしまい、もう少しで敵がボーワン隊の後方に喰くいつくところだった。そうなれば、ボーワン隊が反転する猶ゆう予よも失って、いま以上の乱戦、混戦になっていたであろう。

　かろうじてそうさせずに済んだのは、

（あの飛空艇）

　敵が追いつきにかかったとき、ボーワン隊の走っていくその方向から飛来してきた飛空艇があった。オルバは遠目にしただけだが、なんともダイナミックな動きだった。魔素エーテルを噴ふん射しやする角度が少しでもずれれば、あっという間に落ちてしまうのが飛空艇だ。それをあれほど大胆に、そして巧たくみに乗りこなす手腕は、野生の暴あばれ馬うまを手た綱づなも鞍くらもなく操あやつるのに等しい。

（タウーリアにも、猛も者さがいる）

　またも阿あ鼻び叫きよう喚かんの嵐あらし、そのただなかへとオルバは馬もろとも身を進ませる。長剣が唸うなるたび、血ち潮しおがオルバの左右で渦を巻いた。

　その向こう側で、敵本隊がなおもボーワン隊を追つい撃げきしていくのが見える。

　無む論ろんのこと、敵も必死だ。タウーリアの方角から火があがっているのを、まだ自分たちの作戦が成功したと見ているのかもしれない。

（ここは）

　オルバは長剣を左右前後へと振りつつ、強引に突破する道を選ぼうとした。敵を左右に割って、なおも隊列を乱させようというのだ。

　このとき、近くにいた敵兵士へ剣で突きかかった。それはあくまで偶然だったが、まさしくナバール隊の副隊長ツェーザルその人だった。鎧よろいを強打されてよろめいたツェーザルめがけ、真っ向から剣を叩たたきおろす。

　兜かぶとを割られたツェーザルが側頭部から血を散らしながら落馬した。その身体からだを踏みつける勢いで前へと出ようとした。

　寸前、

　ひゅうっ、

　と鋼こう鉄てつが眼がん前ぜんできらめきと化して一いつ閃せんした。

　猛烈に身体からだを引いたオルバは、勢いあまって、今度は彼のほうが落馬した。それを追いかけるように、いましがたオルバに一いち撃げきを振るった剣士もまた、馬から飛び降りてくる。

　いまだ明けきらぬ空の下、暗がりそのものが殺気を吞のんで躍おどりかかってきたかのようだった。

　身を反転させたオルバ、追撃の剣をかろうじて弾はじく。

（こいつ）

　背筋がぞっとするほどの悪お寒かんがある。身を引くのが少しでも遅れていたら、オルバはまちがいなく首と胴体とを断たれていた。

（死ぬ）

　そんな悪寒とともに、

（強い）

　胸には業ごう火かが燃もえ、四肢の隅々にいたるまで流し込まれる血をも熱あつくあぶっていた。

　目にも止まらぬ勢いで突き出される剣を、二度、三度と弾き返す。そうしながらも足の位置を移し変え、なんとか両足を踏んばれる位置を探り当てた。

　敵兵のぶ厚い身体が、殺気の渦と化して迫りくる。大地を強く踏みしめたオルバは、相手の突きをこれも弾いた、次の瞬しゆん間かんには、反撃の一打を斜め上から振るい落とした。

　がっ、

　がっ、

　がっ、

　三み度たび、火花が立った。

　オルバの反撃、敵の一撃、そしてまたオルバの攻撃──、これらはことごとく空中で互いの剣に撃うち落とされた。

　そして三度目に撃ちあわせた剣がそのまま絡みあい、双方は剣を挟んで顔をつきあわせる格好となった。

　はっ──とこの瞬間、オルバは息を吞んだ。

　敵は兜かぶとをつけていない。

　払ふつ暁ぎよう。

　青く、あたかも水中に没したような色あいの世界にあって、その顔が間近に見えた。

「パーシル！」

　思わず、その名前が叫びとなって口から洩もれ出ていた。




　叫びを耳にして、剣を押そうとする相手の力が弱まった。

　ほぼ同時に後方へ跳びのいたふたり、剣を身構えたまま相手の顔を凝ぎよう視しした。

（こいつは──）

　まちがいなくパーシルだ。姿格好はもとより、腕に残った強烈な痺しびれには覚えがある。オルバはこれほどの使い手を、あのガーベラの勇将リュカオン以外にはひとりしか知らない。

　そしてパーシルもまた剣の癖くせに覚えを感じていたものか、オルバの仮面を──メフィウスでつけていたものとは形状の異なるそれを──鋭するどい視し線せんでにらみつづけていた。

「まさか」とその口が動いた。「おまえは──オルバか？」

「ああ」
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　と応じてから、オルバは自分でも、

（しまった）

　と思った。

　メフィウスに敵対する、とはこういうことだ。かつての顔かお馴な染じみに剣を向けねばならぬこともある。ひょっとしたら、部隊のなかにはゴーウェンや、オルバが指揮をしていた近衛このえ兵へいの面々もいるかもしれない。

　そうした連中ひとりひとりに名乗っていけば、オルバは剣を振るうどころではなくなる。

　周辺で絶え間なく起こっては消える剣けん戟げきや断だん末まつ魔ま。それとは別世界であるかのように、ふたりの剣士のあいだにのみ静寂が落ちた。

　と、そこへオルバの側面から槍やりで突きかかってきた影かげがあった。

　突然のことだったのがオルバにはむしろ幸いした。相手が顔見知りかどうか、そんなことを慮おもんぱかるほどの余裕がなかったからで、オルバは後ろ足に体重を移して身を反そらすと、敵からは死角になるほどの位置から横殴りに剣を振るった。

　パーシルが止める間もなかった。味方兵がこめかみを砕かれ、前のめりに倒れるのを飛び越えてくる勢いで、オルバとの距きよ離りをふたたび詰める。

　剣と剣とがまたも衝しよう突とつしあった。

「なぜここに、貴様が」パーシルは唸うなるようにいった。「まさか、タウランからの間かん者じやだったとでもいうのか」

（ちいっ）

　突然顔を見知った人間があらわれた混乱から、ようやくオルバは立ちなおりつつあった。一刻も早く敵の本隊を追わねばならないこのときに、パーシルという敵は厄やつ介かいに過ぎる。メフィウスでの剣けん闘とう大会では勝利したオルバだったが、あと先考えない、一か八かの作戦でかろうじて勝利をもぎ取っただけのこと。

　この先やらねばならぬことのあるいまのオルバにとって、無傷では決して勝てないだろうこのパーシルと、一対一で正面からやりあうのは避けたかった。

　パーシルはその肉体から底知れぬ圧力を放ちながら、

「貴様には、聞かねばならないことが山とある」

「生憎あいにくと、時間がない」

「なにっ」

　いったん剣を外したパーシルが、間髪をおかぬ鋭するどい踏み込みで迫る。それを横にさばいて敵の側面に位置しようとしたオルバだが、パーシルは獣けものにも似た俊しゆん敏びんな動作でそれを許さない。

（いや、獣そのものだ）

　一匹の野や獣じゆうと相あい対たいしているかのような錯さつ覚かくに陥った。重々しい圧力がありながらも、その動きは軽けい捷しようで、少しでも隙すきを生じさせてしまえばあっという間に、喉のど笛ぶえへ牙きばを打ち立てられるであろう。

「ほかの近衛このえ兵へいはどうした」

　むしろオルバのほうから聞いた。剣けん尖せんが弾はじきあって、四方に赤い火花を散らす。

「大半はわかれた。だが、一部はアプターで捕まっている」

「ほう。それで、貴様は？」

「なに？」

「貴様が、いや、メフィウス軍がなぜここにいる？　ギル皇子が西方との友好を決めたのは、貴様も知っているだろう」

「そんなことは腐りきったメフィウス貴族か皇帝にでも聞くがいい。それより、貴様がここにいるということは、よもやギル皇子も生きているのか。やはりこれも、ギルの策さく謀ぼうかなにかか。いや、貴様そのものが……」

「ここの総大将は誰だれだ？」

　オルバはまたも賭かけに出た。一か八か──それそのものは剣けん闘とう大会のときと変わりないが、行動は大きく異なった。オルバはまたも跳びのいて剣を外すなり、その剣をだらりと右手に垂らしたのだ。

　追つい撃げきをかけようとしたパーシルの顔に、動揺がのぞいた。その目を仮面越しに見つめたまま、オルバは重ねて聞く。

「誰だ？」

「……新しく十二将に抜ばつ擢てきされたらしい、ナバールという男だ」

「ナバール」

（知らねえ名だ）

　そう思いつつも、

「パーシル、これからおれはそのナバールを足止めする。おまえはナバールを連れて退却しろ」

　ごく当たり前のように宣告し、これもごく当然のことのように命じた。

　パーシルは応こたえる声すら持たない。が、オルバがさっと背を向けると、その剣先が激はげしく震ふるえた。

「き、貴様」

「おれは」とオルバはその背中越しにいう。「いまはタウーリアの傭よう兵へいだ。だが、メフィウスの民たみでもある。それは矛む盾じゆんしないとおれは信じている」

「馬ば鹿かげたことを。いまのメフィウスで、そのようなことが……」

「いまのメフィウスではな」

　オルバ自身の馬はどこかへ駆け去ってしまっていたが、背中に剣を受け絶命したタウーリア兵を乗せた馬が、だく足で近くを駆けていた。手た綱づなを取ると、その兵士を地面へとおろす。オルバの身体からだがひらりと馬上に舞まいあがるまで、パーシルは身動きが取れなかった。

「シーク、ギリアム、いるか」

　混戦の場に馬を進ませながら怒ど鳴なり声ごえをあげる。

　剣闘士時代からの知りあいは、さすがにほぼ無傷で敵を圧倒していた。そもそも部隊の指揮官たるツェーザルを失ったメフィウス側には、ナバール将軍に定められた『死地』を放棄して一目散に逃げていく者も多数ある。

「ふたりともつづけ。敵本隊を後方より襲しゆう撃げき。縦たてに割るぞ！」

「無む茶ちやいいやがる」

　敵味方のなかでも身の丈抜群のギリアムが血に染まった斧おのを肩に担いでいえば、

「いつものことさ」

　シークが両手に携えた剣から血のりを払って朗らかに答える。

　三人の馬が土つち埃ぼこりを立てて突き進んでいくはるか後方から、遅ればせながらパーシルがつづいた。




　　　　３




　ナバールの目には、ボーワン本隊の後方が一気に砕けたと見えた。

　整せい然ぜんと走っていた彼らのなかから、あえて兵の数十名が足を止め、また騎き竜りゆう兵へいの何人かがテンゴに跨またがったまま後ろへと舞い戻ってきたのだ。まさしくここをこそ『死地』と踏ん張って、時間を稼かせぐつもりだ。

（タウーリアの武人魂か）

　前かがみに馬を駆るナバールは、

「足をゆるめるな、飛ばせっ」

　と声をかけつつも、軍人として相手の連携にやや羨せん望ぼうを抱いた。飛空船をほとんど戦いくさに用いず、また銃も大半が旧式なので、タウラン地方の軍容はしょせん時代遅れとナバールは見下していた。しかしそれだけに昔ながらの白兵戦においては、長いこと同族同士で戦っていたこともあって、あるいはメフィウス武人をも凌りよう駕がする一面がある。

　そしてそのとおりに、タウーリアの兵たちは見事な戦いを見せつけた。

　身体からだごとぶち当たってくるほどの勢いで槍やりを突いて、メフィウスの騎き馬ば兵へいたちを次々と落馬させ、剣や斧おのが折れても、馬の首にしがみついてでもここを通さぬと命を張った。ナバール自身、槍で二、三人の兵をしとめたが、その三人目の胸を突いたとき、相手はその槍を握りしめて自らの身をなお深々と貫かんとするかのように引いた。危うく落馬しそうになったナバールは、槍を手放し、代わりに引き抜いた剣でこの兵の頭を刎はねた。

　地上をごろごろと転がっていったその首が、このとき後方から迫ってきた馬の脚に跳ね飛ばされた。

　オルバ、シーク、ギリアム、そして彼につづいた傭よう兵へい約五名。馬の背に身をかがめて、剣を左右に振るっている。

「兵を討うつ必要はない。突破しろ！」

　左手ではタウーリア育ちの汗かん馬ばに鞭むちをくれ、右手では剣を振るいながらの突進だ。当然これを予期しなかったメフィウス隊は、反転もできぬまま後方からふたつに割られた。

「お、おのれ」

　ナバールは横あいを駆け抜けた鉄仮面の兵に剣を突きかかったが、目にも止まらぬ速度で弾はじき落とされた。

　こうしてメフィウス隊が混乱に陥った隙すきに、前方を駆けていたボーワンが機きを見て「反転」の合図を出した。

　一目散に逃げ散るだけかのように思われていたボーワン隊が、実に見事な動きで次々と馬首を翻ひるがえす。歩兵たちもその顔にまったく疲れを見せず、槍やりの穂ほ先さきをずらりと並べた。

「突とつ撃げき！」

　ボーワン・テドスの号令一下、タウーリアの武む者しやたちがふたたび走り出した。ただし今度は敵に背を向け、逃げるための遁とん走そうではない。むしろ敵を殲せん滅めつして西方の地を──いまようやくおびただしい血にまみれた内乱を終え、民たみたちが歌や酒とともに平和を享受しつつあった故国を──守るための疾走である。

　このとき敵部隊を突破し、やはり馬を反転させかけていたオルバと、ボーワンとの目があった。

　ボーワンの若武者然とした顔ににやっとした笑えみが浮かぶ。

　オルバも負けじと馬を飛ばした。

　こうなっては、メフィウス隊は追撃の勢いもどこへやら、今度は自分たちが狩られる番だと認にん識しきせざるを得ない。

　ナバールも、後方からの援助がもはや当てにならぬと判断した。ツェーザルは討うたれたか、捕ほ縛ばくされたかどちらかだろう。

　となれば、さらに背後からも敵が迫ってきて、挟はさみ撃うちにあう可能性が高い。

「くう」

　ナバールは頭が真っ暗になるのを感じた。もう目と鼻の先にまでタウーリア陥落を前にしながら、メッティ家の栄光をこの手に半ばほども摑つかみながら、「退却」の命令を下さねばならぬのが忍びなかった。それを口にしてしまえば、すべてが失われてしまう思いがした。というよりも、すでにもう失っているにもかかわらず、彼はまだやり方によっては、タウーリアを自分のものにできるのではないかという未練にしがみついていた。

　この辺あたり、戦いくさ慣なれはしていても、総大将の座には慣れていないナバールの弱さである。未練に加えて、敗北の責任を自分ひとりが負うのに耐えきれなかった。

「あ、あ、あ」

　だから、前方から竜や馬が足音をひびかせて突進してきても、口をぱくぱくと喘あえがせるのみで声を発せられなかったが、

「退却、退却だ！」

　駆け込んできた騎き馬ばの兵が、やおらよく通る声で怒ど鳴なった。

「ナバール将軍、急がれよ。おれとツェーザル隊とでしんがりを引き受ける」

　それがもと剣けん闘とう士しのパーシルであったことなど、誰だれも気にしなかった。きっかけを欲していたのはナバールも同様だ。同じく「退却、退却」と声をあげながら、馬首を強引に翻す。

　ボーワンとオルバはこれを追いながら、馬上で、

「殲せん滅めつさせるか」

「いや」

　と声を交わしていた。

「手痛い思いは十分にさせた。後ろから死が迫る恐怖をせいぜい味わってもらってから、渡河させてやるとしましょう」

　オルバは答えながら、それが冷れい徹てつな視点をもっての確たしかな判断なのか、それとも私情をまじえた感傷的なものに過ぎないのか、自分でもわからなかった。




　戦いの熱ねつ気きも、いまや鎮ちん火かしつつある。

　逃げ遅れた歩兵たちを中心に、降伏してくる者たちも多数出た。

　敵が駆け去るのを見届けたあと、オルバたちが味方のもとへ帰ると、辺あたりには馬や竜、そして人の死し骸がいが横倒しになっている。

「見事だな」

　ボーワン・テドスが馬を進めてきた。

　ちなみにナバールは逃走したが、ベルガナの隊を指揮していたダレンは乱戦のなか戦死している。タウーリア攻略を任されていた彼らから砲や銃を奪えたことは大きかった。どちらも現在のタウーリアには不足している。

　オルバは剣にべったりとついた血や脂を拭ぬぐいながら、

「将軍も」

「世辞はいい。おまえの読みがなければ、タウーリアは一気に喰くわれていたところだ」

「しかしまだ敵の第一陣。メフィウスはタウーリアを陥落させたのち、そこを拠点にすべく大軍を送り込む準備をしていたはず。もしこの第一陣で敵の意志がくじけぬようなら、第二、第三の襲しゆう撃げきがありましょう」

「うむ」

　大勝利とはいえ、ボーワンもまだ気持ちを弛し緩かんさせていない。コルドリンでは深い手傷を負い、それが癒いえきらぬうちにラスワン・バズガンと一いつ騎き打うちを演じた彼だから、本来ならまだ十分に戦えるほどの体たい調ちようではないはずだが、辺りに配る視し線せんには気力が満ちている。

　だが、ふとアプターの方角を見た際に、そこに宿るべき敵意や憎悪がむしろいったん引いて、どこか痛ましげな顔になった。

　少なくとも敵を見る目ではない。それに気づいたオルバが、

「いかがした」

「いや」

　ボーワンが兜かぶとの下でやや赤面したのは、そうした感情を他人に悟られてしまったからだ。まだ自分が若い証あかしでもある。

　が、ボーワン・テドスはすぐに気を取りなおした。彼はこのとき、アークスが戻るまでのあいだ、オルバにもっと大勢の兵を預ける心づもりであった。

「おまえには話しておいてもよいか」

　ボーワンがそういったとき、オルバの視界の隅で蠢うごめくものがあった。

　折り重なった死体の下から、ひとり、メフィウス兵が銃を手に身を忍ばせていた。手傷は深く、すでに助からない。そう自覚すればこそ、最後の最後に名のある敵を討うたんと、息を殺し、機き会かいをうかがっていた。

　オルバもそれに気づいた。が、あえて視し線せんを外してから、わざとゆっくりした動作でボーワンと兵とのあいだに馬を進ませながら、腰の拳けん銃じゆうにそろそろと手をのばす。

「アプターに密告をしてきた、例の使者」

「ああ」オルバは上うわの空そらで返事をした。「メフィウスにも、まだ義を残している者があったと見えます」

「メフィウス人ではない」

　相手の位置、そして距きよ離りを目測。息を細く、短く吸った。

「では、誰だれだと？」

「ガーベラ国王女、ビリーナ・アウエルだ」

（えっ）

　オルバは多量の息を吞のんだ。ボーワンはさらにつづけて、

「姫はなんとか敵の進軍を喰くい止めようとなさったが、どうやら決裂して、タウーリアへ引き返してくる途中でわれわれと合流した。しかしわれらもすぐさま計画を実行せねばならぬ身だった。姫はわれわれとともに飛空艇を飛ばしておられたが──」

　瞬しゆん間かん、オルバは拳銃を引き抜いていた。狙ねらいこそ過たなかったが、引き金を引くのが一瞬、遅れた。

　銃声が重なりあう。

　死し骸がいの下に身を忍ばせていたメフィウス兵は額ひたいを撃うち抜かれて絶命し、そして、彼の放った銃弾は、オルバの仮面へと命中した。

　鉄が破片を散らすとともに、血のりの色が周囲に飛んだ。

「オルバ！」

　ボーワンの叫びが聞こえていたかどうか、わからない。

　オルバは巨人の指で弾はじかれたがごとくに宙を舞まい、そして地面に叩たたきつけられた。




「なんだと」

　ソロン宮廷で、グール・メフィウスは勢いよく席を立っていた。

　極上の絹を用いた衣装がばさりと翻ひるがえり、階段の下に控えていた廷臣たちにあたかも死の影かげを投げかけんとするかのようだ。

　ナバール敗戦の知らせを受けたのは、後続の軍を準備させていたまっただなかである。タウーリアを落とせば、もはや西に気取られまいとして慎重を期す必要はない。新たに三人の将軍を抜ばつ擢てきし、アプターを経由してタウーリアに兵力を送り込むつもりでいた。

　それが、進軍から一日と経たたぬうちに蒼そう穹きゆう団だんはほぼ壊かい走そうし、総大将のナバールはアプターに命からがら逃げ帰ったのだという。

「わが誇るべき、愛すべきメフィウス武人は、空のタウーリアを落とせぬというのか？」

　皇帝の怒りを恐れてか、伝令を携えてきた兵も、そして周囲の軍人、貴族たちも寂として声はない。

　グール・メフィウスは、あたかも千里眼の持ち主であるかのように、タウーリアの方角へとそのぎょろりとした目を向けていた。

「何者だ」

　ほとんど囁ささやくような声で、皇帝は誰だれともいわずに問いかけていた。

「タウーリアに、いったい何者がおるというのだ。ひと声で異界より千の兵を招き寄せるという魔ま道どう士しゼスか、それとも百の人間を喰くらうごとに子を一匹産み落とすという邪竜ニンヴァスか」

　真っ白い髪と髭ひげをひとしきり揺らしたあと、皇帝は先ごろから手にしはじめた水晶つきの杖つえを、玉座の近くに、

　たん！

　と叩たたきつけた。

「もはや構わぬ。全軍、進しん撃げき準備をととのえよ。メフィウスの総力をもってタウーリアを討うつ。全土に触れを出せ。これは、皇太子ギル・メフィウスの弔とむらい合戦である！」










　あとがき




『烙らく印いんの紋もん章しよう』も、おかげさまで第七巻を迎えることになりました。

　七冊目ともなりますと、『あとがき』でなにを語ってよいものやら、いささかネタ切れの感もあります。

　コラムニストの才能などかけらもない作者が、自分の私生活など垂れ流したところで面おも白しろくもなんともないし……などと思いながらパソコンのデータを整理していると、八年以上も前の『新作アイディア集』なるファイルが出てきました。

　おそらく、デビュー作『熱ねつ砂さのレクイエム』が一段落して、じゃあ次の作品はどんなものにしよう……と、あれこれ頭を悩ませていたときのものでしょう。

　ファイル内には、詳細に設定を盛り込んだものから、一、二行ていどの書きつけに過ぎないものまで、あれこれと列記されてあります。そのなかにひとつ、ページ埋めにはちょうどいい……もとい、皆さまが興きよう味みを持っていただけるようなものを発見したので、以下にご紹介いたします。







○シャドウ・キングダム（仮）概要

　一いつ介かいの大学生、梶かじ間ま弘ひろし（ヒロ）。恋人に振られ、おまけに落第してしまった彼は、傷心旅行に赴いた先の宇宙中継ステーションで、テロ騒さわぎに巻き込まれる。

　銃じゆう撃げき戦せんのさなか、ヒロは自分と瓜うり二ふたつの顔をした男が、自分をかばって死亡するのを目まの当あたりにする。彼こそ、かの大帝朝メヴィウスの皇子デウィンであり、これから『世紀の婚姻』を迎えるはずの男であった。

　長きにわたってつづいた二国間戦争の終結を意味する婚礼である。これを直前になって中止しては、またも情勢がきな臭くなりかねない……。そう考えた帝朝の人々は、ヒロを臨時の『影武者』に立てることを計画する。

　否応もなく、婚礼に参加させられてしまうヒロ。しかしその婚礼途中でもテロが勃ぼつ発ぱつ。首しゆ謀ぼう者しやが第三国の軍人であると発覚すると、「テロリストを討とう伐ばつせよ！」とメヴィウス内の世論が加熱する。

　いつしかヒロは討伐軍の総大将となり、一大艦かん隊たいを率いて第三国へ航行する羽は目めに。

　おまけに、婚約者のお姫さままで艦内にやって来て、なにやら陰謀を巡らせているご様よう子す？　両親は捜そう索さく願ねがいを出しているらしいし……、宇宙を舞台にくり広げられる大だい戦せん闘とう、冒険、そしてロマン。







　……もうおわかりいただけたことは思いますが、いわゆる『プロトタイプ・烙らく印いんの紋もん章しよう』にあたります。

　ただしこれを直接編へん集しゆう者しやに見せたわけではなく、のちに（『頭ず蓋がい骨こつのホーリーグレイル』が終わったあとくらい？）、内容をスペースオペラからヒロイック・ファンタジーに変更したものを提示しました。

　そのときは、難なん色しよくを示されて結局没になったのですが、時を重ねて現在。

　いま、皆さまのお手もとにあるような形として、『シャドウ・キングダム（仮）』は世に出たわけです。

　なんかいろいろはしょりましたが、実は、一巻目の第一稿、すなわち実際に原稿として書いた、最初の『烙印の紋章』も、（これまた）いまとは若じやつ干かん形の異なるものでした。

　ちょっとだけ内容を明かしますと、オルバの復ふく讐しゆう相手がなんと貴族の美少年。しかもかつては親友であったという……。それがなぜオーバリーのようなむさいおっさんになったのか。あれこれ古いファイルを眺めていると、自分の思いの変へん遷せんを辿たどるようで、これはこれで楽しいものがあります。




　とはいえ、過去よりも未来。どんな経けい緯いがあろうと、いったんはじまった物語はもう前に進むのみです。

　この『あとがき』を終えたら、すぐにでも次の準備に取りかかるとしましょう。

　……っと、その前に『電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ』に掲載（される予定）の短たん編ぺんがあるんだった。影武者時代のオルバと、とある女の子の物語（になる予定）です。機き会かいがあれば、そちらもぜひ手に取ってみてください。

　それでは。


杉すぎ原はら智とも則のり
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杉すぎ原はら智とも則のり

３月生まれ。鹿児島県出身。最近の癒しはなぜかレトロゲーム。本作執筆中はスーファミのマジックソードなどに興じてました。２Ｄゲームもまだまだ捨てがたいな。
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イラスト／３

やっぱりビリーナですよね！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「杉原智則先生」係

「３先生」係
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愚ぐ者しゃたちの挽ばん歌かよ、竜りゅうに届とどけ
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